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番外編　遠い、遠いあの日





　王国歴１５０１年。

　レーヴェラント王国の世論が戦勝に湧く最中、彼らの国葬は盛大に執り行なわれた。

「国に命を捧げた英霊たちに敬礼を!!」

　彼ら──先の戦争で命を散らした将兵たち。

　その中にはヨアル・ヤオトルの父親も含まれている。彼の父は優秀な魔術士であり、そして王国魔術軍の佐官を務めていた。

　ヨアル・ヤオトル──当時11歳。

　彼は葬儀に参列しながら、周囲をどこか冷ややかに見ていた。

　いくら祭り上げたところで死んでしまった父は戻ってこない。父の訃報に泣き崩れた母の姿はいまも瞼まぶたの裏に焼きついている。

　いまでこそ母は気丈に振る舞っている。

　しかし、子どものヨアルから見ても母が無理をしているのは明らかだった。

　泣いてもいいのよ、と隣にいる母が言う。

　ヨアルは渋い顔で唇を噛んでいた──確かに、涙を堪こらえているように見えなくもない。

「ううん」

　と、ヨアルは頭を振り、ふとすすり泣くような声を耳にした。

　なにげなくそのほうへ視線を向ける。

　そこには、見覚えのあるひとりの少女がいた。

「────アルマ」

　ヨアルの呼びかけに彼女はふっと顔を上げる。

　流れるような白金の髪。真っ白な肌を長袖、長丈の黒いワンピース・スカートで包んだ少女。

　アルマエイラ・セレナリエ──当時11歳。

　彼女の父は従軍司祭であり、彼女とはいうなれば家ぐるみの付き合いがあった。

　初めて会ったのは何年も前のことであろうか。

　その間、将来を誓い合ったようなこともないではないが──幼い頃の記憶として、ふたりはそれを意識的に封じていた。

　ヨアルは母に目配せし、了承を得る。

　あらためてアルマエイラに歩み寄れば、彼女は手の甲でぐしぐしと目元を拭った。

　互いの母親同士が挨拶を交わすのを機に、ふたりはどちらともなく話し出す。

「アルマも泣くこと、あるんだな」

「……ヨアルは、泣かないのですね……？」

「死ぬかもしれないっていうのは何回も聞いた。……先に済ませてただけだ」

　父は戻ってこないかもしれない。その不安感に押し潰され、涙に暮れた夜もあった。

　言い換えれば陳腐になるが、覚悟はしていたといったところだろう。

　アルマはまた目元を拭い、幾ばくか落ち着いたように言う。

「わたしは……だめです。……こんなにたくさん、悲しんでいる人がいるから」

「たくさん」

「……はい」

　ヨアルは一瞬、不思議に思う。

　屋外で執り行なわれているこの葬儀。参列者の大多数を占めているのは多くが軍関係者であろう。そこから悲しみを読み取るのは容易なことではない。

　だが違った。アルマエイラの目線を追えば、彼女の言葉が意味するところはすぐにわかった。

「……ヨアルには、見えませんか？」

「いや。……わかる」

　彼女の目は、少数派の人々を見ていた。

　軍関係者にまぎれるように参列した、おそらくは戦死者の家族たち。

　それは決して自分たちだけではない。全体から見ればごく少数であろうとも、国内に残された遺族は決して少なくない。

　アルマエイラはそれを見て、感じていた。

　表面だけを見て辟易へきえきしていたヨアルとは違って。

「……ひとりが亡くなれば、残された家族みんなが悲しむことになります。……お父様が亡くなればお母様は悲しむ。それは、きっと……どの家であろうとも違いはないでしょう」

「……男がひとり死ねば、泣く女がひとり増える、か」

　戦争とはそういうもの、と言ってしまえばそれまでだが。

　アルマエイラは、きっとそれそのものが許しがたいに違いない。

「……ヨアルは」

「ああ」

「……軍属の魔術士になるって、言ってましたよね……？」

「そうなる、と思う」

　ヨアルは頷く。

　この時、少年はすでに魔術士としての才覚を垣間見せていた。王立魔術協会でしのぎを削れば優秀な魔術士になるだろう、というのが父の見立てであった。

　そして魔術士として身を立てるなら、軍に属するのがお決まりだった。

　レーヴェラント王国で魔術士の教育が盛んなのも、即戦力になる魔術士が求められている側面が大いにある。

「アルマも、お父さんと同じ道に行くんだったよな」

「……はい。従軍、というわけにはいかないでしょうけど……」

　教会に入り、神の教えに従い、従弟として務めをこなす。

　正直なところ、ヨアルにはそれがいまひとつわからなかった。なにをするかも、なにを目的としているかも。

　アルマエイラは彼の気持ちを察したように、ふと口を開いた。

「……この国は、しばらく……たいへんになる、と思います」

「そうなのか」

　当時、王国内は戦勝に沸き返っていた。ヨアルにはアルマエイラの心配がいまいちピンとこない。

　だが、まだ幼い少女は半ば確信的に言う。

「戦の影響は、亡くなった人だけではありません。……怪我で手足を失った人。……お母様のように伴侶を亡くした人。それに、戦で徴兵されていた方々は町にそのまま放り出されてしまいます。……不本意なことに、戦のおかげで職にありついていた人すらいる状況なのに」

「……そう、か。いや、確かに、そうだ」

　当時、王国軍の半数以上は徴兵された市民で補われていた。アルマエイラの懸念はもっともだ。

　戦後の補償は国が考えること。ヨアルはそう思っていたが──国が助けてくれると、果たして誰が決めたのだ？

「……救いの手を必要とする人たちが、かならず大勢おられるでしょう。……そしてそれは、人ひとりでは到底追いつかないような数です。……ですが、教会という組織の力を借りられるならば……より多くの人に、救いの手を差し伸べられるはずなのです」

　なるほど、とヨアルは得心する。

　教会は今でも失業者や無宿人への施し、職業の斡旋などをしばしば行なっている。冠婚葬祭の手続きを担うほか、救貧院としての側面を持ち合わせているのだ。

「……すごいな。アルマは」

「そっ……そうでしょうか」

「ああ。俺なんかよりよっぽど物を考えてると思う」

　ヨアルが魔術士を目指すことにたいした理由などなかった。

　認めてもらえたから。褒ほめてもらえたから。荒事にもそれなりに向いていたから。

　本当にその程度である。

　それに比べてアルマエイラはどうか。

　彼女は本気で国を──否、苦境にある人々を慮おもんぱかっているように見える。。

　聡明なのは昔からのことだが、ヨアルはいよいよ彼女が同年代の少女とは思えなかった。

「わ……わたしは、ただ……」

「ただ？」

「……なんでもないです」

「なんだよ」

　ヨアルが問う。アルマエイラはきゅっと唇を引き結び、スカートの裾を握りしめる。

「……ヨアルは、死なないでくださいね」

「なにを急に」

「軍属の、魔術士に……なるんでしょう？」

「それはそうなんだが」

「……だから、死なないでください。死なないことを、第一にしてください。……お国のためなんかより、どうか、自分の命を大切にしてください。……もし怪我をしても、帰ってこられたら……」

「……帰ってこれたら？」

　ヨアルは不思議そうに首を傾げる。

　アルマエイラは意を決したようにじっとヨアルを見つめて言った。

「……わたしが、治してあげます。腕も、脚も、なにもかも。……首が吹っ飛んだって、逃してあげませんから」

「……怖いことを言うな」

　ヨアルはにわかにたじろぐ。その時のアルマエイラにはそれほどの凄味があったのだ。

　彼女の父は凄腕の神術士──神の奇跡の片鱗を行使する術士であったというが、失われた肉体をよみがえらせるほどではないだろう。

「……本気ですからね？」

「できるかどうかとは別だろ」

「できます。絶対にできるようになります」

「やってみろよ。もしできたら、ひとつだけなんでも言うことを聞いてやる」

「なんっ……い、いいましたね？　いまなんでもって」

「ああ、言ったけど──」

　と、その時。

　ふたりはそれぞれの母親にたしなめられてしぶしぶ口を閉ざす。

　特別な一日の、なにげない言葉のやり取り。

　あるいはこれが、ふたりの決定的な別れ道であったのかもしれない。





＊＊＊






　結論から言うならば、その時のアルマエイラの言葉はまぎれもなく本気だった。

　数年後、アルマエイラは救民の乙女──〝聖女〟の名を欲しいままにし、王国内を縦横無尽に駆け回ることになる。

　一方、ヨアルは王立魔術協会の幼年課程を準主席で卒業。

　無事に軍へと配属されるが、アルマエイラとの約束を果たす機会はついになかった。

　────王国歴１５３０年。

　数奇な運命の果てに、ふたりが再び出会うまでは。






21　再会は突然に





「……わたしのほうが先に好きでしたのに……あんなに好きって伝えましたのに……」

「ま、待ちなよ、アルマ。私はまだ処女だから。数に入らないから。いまのも強姦だから」

「ごっ……ご、強姦も姦通です……」

　これはいったいどうしたものかと予想だにしない反応に面食らうヨアル。

　シャルロットがこの場の言い訳をする羽目になっているのが無性に面白いが、哀れみを感じないでもない。

　そうするあいだにも事態はとんとん拍子に進行する。

「見てみなよ、どこにも血がついてないだろ？　先っぽだけだから、その……破れてないのは間違いない、と思う」

「……そうなのですか……？」

「俺に聞くのか……？」

　アルマエイラはヨアルの顔をじっと見る。

　そこそんなに重要なことかな。若干困惑しながらヨアルは頷いた。

　アルマエイラにとってはかなり重大なことらしい──表情が真剣極まりない。

「……わ、わかりました……納得、します」

「よかった、そう言ってくれりゃあ──」

「証拠を見せてくれましたら」

「────え？」

　証拠。それが意味するものはひとつしかないだろう。

　アルマエイラが一瞬ヨアルに目配せする。彼は頷き、間髪入れずシャルロットの背後に回った。羽交い締めにして捕まえ、脚も強引に開かせる。

「ちょ……ちょ、いやっ、まっ、まちなよぉ、こんなっ、アルマの前でっ……！」

「……すぐ、済みますので……少しだけ、おとなしくしてくださいね」

「目が据わってんな……」

　ヨアルはシャルロットの肩越しにアルマエイラを見た。

　憂いを帯びた蒼い瞳は爛々と濡れて輝き、シャルロットの股ぐらを覗き込む。

　生前の清廉さが見る影もない有り様──とも思えたが、違った。

　彼女は時として熱狂的で、情熱的だった。それは〝聖女〟と呼ばれた生前からも変わらなかった。王国内の貧者に救済の手を差し伸べた時も、その根本にあるのは怒りだった。救われず、報われず──路上で数多の人々が野垂れ死ぬ、そんな悲惨な現状への激的な憤怒が彼女の人助けをあと押しした。

「……っ、うぅ……わかった、わかったよ……！」

　要するには、勢い。その圧倒的な熱量に気を呑まれ、シャルロットは半泣きになりながらそっと脚を開いた。

　アルマエイラはかぶりつかんばかりに彼女の生殖器官を間近に見る。

「……ここに、ついさっきまで、ヨアルのものが……ぐずぐずに柔らかくなって……」

「か、感想はいいから早くしとくんなっ……！」

「……ご、ごめんなさい……」

　まじまじと見て、こくんとちいさく息を呑むアルマエイラ。

　彼女はおずおずと頭を下げたあと、あらためてシャルロットの女性器に手をかけた。濡れた肉びらを摘まんでそっと開き、膣内の奥を覗き見る。

　すでに灯りが点いた部屋の中。彼女の視界を隔てるものはなにもない。

「……すごい、ですね。赤いひだひだが、てらてら、って濡れ光って……ねばねばのおつゆがいっぱい出てます……」

「だ、だからっ、そんなところ見なくたって……っ！」

「ひくひく、って中のお肉がひくついて……おつゆが垂れちゃってますね。……気持ちよかった、ですか……？」

「それ必要な情報かい!?」

　シャルロットは羞恥にまみれながら叫ぶ。が、アルマエイラの表情は真剣極まりない。

　答えを迫るような沈黙が続いたあと、シャルロットは頬を真っ赤に染めながらちいさく頷いた。

「……羨ましいです」と、アルマエイラも赤くなりながら観察を続行する。

　目当てのもの──処女膜はすぐに見つかった。

「……ぁ。ほんとう……これ、ですね……」

「っ……だ、だろう。許してくれる、かい？」

　護衛対象である主に処女膜をじっと観察されるのはさすがに堪えただろう。シャルロットは顔を真っ赤にしてアルマエイラに許しを請う。

　アルマエイラはこくんとちいさく頷き、くぱぁと開かせた陰唇から手を離す。

「……はい。ずるい、というのは、わたしの勘違いでした。シャロがそんなこと、するはずありませんのに……」

「そこまで言われるほど潔癖でもないけどさ……とにかく、よかったよ」

「……印まで刻んでもらってるのは、不服ですけど……」

　アルマエイラはにわかに頬を膨らませ、シャルロットの下腹部──そこに刻まれた淫紋をつぅっと撫で上げた。

　く、と彼女はかすかに甘い呻きを漏らして喘ぎを噛み殺した。

「話は済んだか」

「というか、これはあんたが話すことじゃないかい……？」

　手を離してシャルロットを解放する。彼女は忌々しげにヨアルを睨ねめたあと、肩をすくめてごそごそと服を着始めた。

　確かにそのとおり──これまでのことをどう説明するか、どう納得してもらうか。ヨアルは頭をひねりながら、あらためてアルマエイラのほうに振り返った。

「アルマ、────なにやってるんだ」

「……えっ、あっ……」

　ほんの一瞬目を離した隙に、アルマエイラはシーツ上に散らばっている避妊具を熱っぽく見つめていた。

　未使用のものがいくつかと、なみなみ精液を蓄えた半透明の袋が５つ──彼女の視線はおもに中身入りのほうへ注がれた。

「……いただいても、いいです？」

「なにをだ!?」

「……こ、これを……」

　アルマエイラはおずおずと袋の先端をひょいっと摘まみ上げ、重たく垂れ下がった中身を突っつく。濃厚な種汁がたぷんと袋の中で揺れる。

「そんなもの、なにに──」

「……い、いいですか？」

「どうぞ」

　相変わらず目が据わっていたのでおとなしく頷く。シャルロットまで呆気あっけにとられたように彼女を見る。

「……あ、あまり見ないでください……」と恥じらいながら、アルマエイラは先端の結び目をそっとほどいた。

　袋に白い鼻梁びりょうをつけ、すんすんと何度か匂いを嗅ぐ。

　いい匂いなどするはずもない汚穢おわいな白濁液。それを間近にしながら、アルマエイラはすぅっと目を細めて笑みをほころばせた。

「あ、アルマっ、そんなばっちいもんに触ったら鼻が腐るよっ！」

「その扱いはあんまりにもあんまりじゃないか……？」

　汚いのは確かだが毒や劇物の類ではないはずだ。

　しかしアルマエイラはもはや言葉が耳に入らないようにすん、すんと小鼻をひくつかせる。白い頬がにわかに赤らんだあと、彼女はそっと袋の中身を傾けた。

　どろりとした種汁が桃色の唇を伝って口腔に流れ込む。鮮烈なピンク色の口腔粘膜を汚し、すらりと華奢きゃしゃな喉を滑り落ちていく。

　こくんこくんと喉を鳴らし、彼女は手を止めず袋の中身をすべて飲み干した。

「……ぁ……ん、ふっ……[image: ]」

　アルマエイラはうっとりと表情を緩ませ、ほぅと精液臭い息を吐く。

　口端にこぼれた精子をそっと指先ですくい、舌の上に乗せる。ちゅるんと絡め取り、またこくこくと喉を上下させる。

　あまりに扇情的で、淫猥で──なのに上品さすら感じさせる痴態。滴り落ちた雫しずくもしっかりと手のひらで受け、盃のように傾ける。その姿には、女であるシャルロットさえ目を奪われるほど。

「……っ、く」

　瞬間、ヨアルはふと下半身に鈍痛を覚える。

　隆起した剛直が下穿きを押し上げ、痛いほど硬く張り詰めているせいだった。布越しにも関わらずくっきりと傘の形が浮かび、とても５回も射精したあととは思えない。

「……私の時より大きくなってないかい。けだもの」

「……言い訳のしようもない」

　制御不能の昂たかぶりが肉竿を苛む。

　長年求めてやまなかった、再び相逢あいあうことを幾度夢に見たかもわからない──恋い焦がれた幼馴染おさななじみの少女。

　それを目にしての反応がこれとはなんとも情けない。我ながら幻滅するが、勃起はまったく萎えなかった。獣のそしりは免れ得まい。

「……これ、が……シャロの膣内で、出されたのですね……」

「中で出しちゃいないが──いや、そうだな」

　言い訳がましいことを言うのはやめにしよう。ぐしゃぐしゃと灰色の髪をかきむしり、ヨアルははっきりと頷いた。

　アルマエイラは一瞬切なげに目をたわめ、自らのなだらかなお腹に手を添える。幼さが拭い去れないちいさな身体の、かすかにぽこんと張った下腹部。

「……何冊も、本で、読みました。……これが、お腹の中に……どくどくって、出されて……赤子が、できるのですよね……？」

　彼女はするするとお腹を撫で回しながら、迷いなく次の避妊具に手をつける。

「……アルマ？」

「ヨアルの、これが……わたしの、お腹に……びゅって、出てっ……[image: ]　わたしの、卵と、結びついて……っ[image: ]」

　聞いちゃいねえ、と気づいた時にはすでに袋の先端がほどけていた。

　アルマエイラはうっとりとして避妊具の中の精子をすすり、うっとりと息を吐く。目を細め、舌の上で濃厚な精子の粒を堪能する。もじもじと切なげに腰をくねらせ、ヨアルを流し目でちらりと見る。

　シャルロットも揃って男をじとりと睨めつけた。

「……まさか、あんた、もうなんかやってたりしないだろうね」

「やってない」

「じゃあ、死ぬ前にいやらしいこととかもしてないだろうね」

「断じてやってない」

　その点に限っては無実である。神妙に視線を交わすふたりをよそに、アルマエイラはさっそくふたつ目の避妊具を空にした。

　ちゅぱ、ちゅ、と水音を立てて子種を吸う。袋の先に付着した白濁から口端を伝うひと筋まで、彼女は貪欲なまでに精をすする──ヨアルが幾度となく搾り出した種汁を。

　そう理解すれば、ヨアルの肉のたぎりは否が応でもいきり立った。ガチガチに硬く勃起したそれは、いまにも精を漏らしそうなほど亀頭を膨らませる。

「……ヨアル……」

「──ああ」

　その時、ふと熱っぽい眼差しが男を見つめる。空にした薄膜をシーツの上に置き、まじまじとヨアルの瞳を覗き込む。

　──どうして、ほかの女で出した精にまで執着してしまったのだろう。いまここに、手が届くところに彼本人がいるというのに。

　そう言わんばかりのほほ笑みをたたえて爛々と瞳が輝く。アルマエイラはベッド上でよつんばいになり、ヨアルの元ににじり寄った。

「……おねがい、です……わたしにも……ください、ますか？　……わたしで、出してくれますか？　……わたしの身体でも……わたしのお腹の中に、だして、くれますか……？」

　濡れた瞳が彼を見上げる。長い白金の髪がシーツの上に枝垂れるのも構わず、甘く熱っぽい息を漏らす。

「ちょ、ちょっと待て、アルマ──」

「……待てない、です……わたし、もう、待てないです。もう、ずっと……待ち続けましたから、ですから……よい、ですよね……？　おねがい、ヨアル────」

　彼女の瞳がにわかに涙ぐむ。切なげに眉根を寄せ、すん、とちいさな鼻をひくつかせる。けぷ、とかわいらしく漏れた吐息が少し精液臭かった。

　ヨアルは彼女を見下ろして、息を呑んだ。胸が締めつけられるような気になる。そして少なからず驚愕する────待ち続けた？　20年も前に死んだはずの自分を？　まさか。

　すぐには信じかねる彼を見かね、シャルロットが横から口を挟む。

「……イカれちまったってわけじゃない。本当だよ。信じてたかはわからないけどね。アルマはあんたのために祈ってた──またあんたと会えるように、あんたの命が巡り廻るように」

　それは。

　それはヨアルの想像を絶する事実だった。

　20年という時間は短くない。いまこそ彼女は〝魔女王〟の座を冠するが、元はあくまで人間だ。

　待ちわびた年月でいえばヨアルも同じだが、彼とアルマエイラでは事情が異なる。

　ヨアルは修行やらなにやらに目いっぱい時間を投じたが、アルマエイラはそうもいかない。

　平和な時間ではあったにせよ──祈りを捧げ続ける20年は、まさに気が遠くなる日々だったろう。

　気がふれてもまったくおかしくはない。先ほど垣間見せた痴態さえ、むしろ理解の範疇はんちゅうですらある。

「……もう、遠慮なんていらないんです。もう、わたしは、〝聖女〟なんかじゃないんです……だから、ヨアル、おねがい、す────」

　ヨアルは言いかけた彼女の言葉を制し、その華奢な背をかき抱いた。

　胸の中に抱きすくめる──ちいさな身体に特有の高い体温が衣越しに伝わる。

「……ぁ、あ……」

「ごめん。アルマ。待たせた……だから、少し、話させてくれ。こんな再会にして……悪かった」

　アルマエイラはふるふると頭を振り、言葉もなくヨアルの胸にすがりつく。彼女は幾度ともなくしゃくり上げ、そのたびに熱い雫がこぼれ落ちる。

　人肌の温かみ。求めてやまなかった彼女の熱。それがこんなにも近く──自らの腕の中にある。

　ヨアルは彼女の細い背中を軽く撫でたあと、そっと抱き上げてシャルロットを振り返った。

「……騒がせた。外に出てくる」

「詫びもないのかい……いや、やっぱりいいや。私にやったことなんかアルマを待たせた罪に比べたらどうってこたない」

「あんたに長引かせられた分もあるんだが……」

「……それで帳消しってことにはいかないかい？」

　バツが悪そうに鼻をかくシャルロット。

「それで詫びをするのは俺にじゃないな」

「……本当、そのとおりさな。嫌な男だよ」

「お互いさまだろ」

「まったくもって。……あとでどうなったか、ちゃんと聞かせなよ」

「ああ」

　紆余曲折あったが、とにもかくにも許しは得た。ヨアルはアルマエイラをそっと抱き上げ、ベッドを降りる。

　初めて彼女を抱いて知る──その身体はあまりにちいさく、そしてあまりにも軽かった。

　人々はこんなちいさな少女を〝聖女〟と崇め、巨大な責任を負わせ、挙げ句の果てには見捨てたのだ。

　……あるいは、救えなかった。

「……ぁ……ヨアル、ちょっと、待って……」

「どうした」

　その時、アルマエイラはふとヨアルに抱かれながら顔を上げた。

　彼女はそぉっとシーツの上に手を伸ばして摘まみ上げる。

「……これ、わたしがもらって、いいです……？」

　うっすら頬を赤く染めて含羞はにかむアルマエイラ。

　シャルロットは頭痛を堪えるように額を手のひらで押さえ、ヨアルはひどく神妙な面持ちで頷く。

　──その手の中には、残る３つの精液入り避妊具が収められていた。






22　教会で、ふたり





　そして、夜が明けた。

　まばゆい朝焼け、曇りなき空、春の穏やかな暖かさ。

　どこへともなく歩く道すがら、ヨアルはこれまでのことを徒然つれづれと語った。

　紆余曲折を経て蘇よみがえったこと。ろくでもない師のもと、長きにわたる修行を経て〝魔女の国〟を訪れたこと。その途中、３人の女を都合のいいように凌辱したこと。先ほどのこと──シャルロットもまたそのひとりにすぎないこと。

「…………ヨアル」

「うん」

　アルマエイラはヨアルを先導するように前を歩く。肩越しに彼を振り返る眼差しはどこか不安げに揺れていた。

「……どうして……？」

「なにがだ。……３人をヤったことか」

　いや、師を含めれば４人になるか。ヨアルはそう言いながら肩をすくめ、アルマエイラのうしろを往いく。

　彼女は少し歩みを緩め、そっとヨアルの隣についた──少なくとも、彼を拒んでいるわけではないようだった。

「……いえ。それも、あります、が……」

「そうか。……いや、まあ、そうだろうな」

　覚悟はしていた。生前のアルマエイラなら、婦女暴行など断じて許さなかっただろう。それが幼馴染の男であろうとも──否、幼馴染の男だからこそ、なおさら改心を望んだに違いない。

「それも、あります。……でも、もっと大切なことです」

「……それは？」

　アルマエイラは花のような唇をそっと開かせ、隣を歩くヨアルを見つめた。




「……ど、どうして、どうして最初にっ、わたしに手をつけなかったんですか！！！！」




　ヨアルはこけた。

　顔面から前のめりに突っ込むように盛大に転げた。

「よ、ヨアル？　……だ、大丈夫ですか。もしかしてどこか怪我でも……」

「いや、ないよ……」

　ずっこけた彼にあわてて手を差し伸べるアルマエイラ。

　ヨアルは予想外の反応に面食らいながら、ありがたくその手を借りて立ち上がる。顔にくっついた雑草などをさっと払う。

「……ええとだな、そのへんは俺の言い訳になるんだが」

「……構いません。神は……見ておられなさそうなので……わたしが聞きます」

「懺悔か」

「……そういうこと、でしょうか。……真似事、みたいなものですけど」

　そんなことはない、と言いかけて口をつぐむ。いまとなっては彼女も〝聖女〟ではないのだ。

　否が応でも実感せざるを得ない。

　ヨアルが20年という年月を経て変わったように──アルマエイラも、また変わったのだ。

「……あそこ。わたしが、いつも……祈っていたところ」

　そういってアルマエイラはヨアルの手を引く。もう片方、ちいさな手が彼方を指差す。

　崩れかけのちっぽけな建物。廃墟と呼ぶにはまだ早いが、神の威光はすでに遠かろう──かつては教会だった場所。

　ここに案内していたのだな、とヨアルは得心した。確かに、罪を告解するにはうってつけであろう。

「不思議だな。こんなところに教会があるってのも」

「……昔は王国との係争地だった、みたいですから。壊れて、直されずに……そのまま、なのかなあ……」

　アルマエイラはどこか趣深そうに扉をそっと押す。

　ぎぎぃ、と大仰な軋みを上げて入り口が開かれた。

　彼女に続いてヨアルも中に入る。内装は意外にも壮麗で、朝陽が射す情景は良好と言ってもいい。

　ステンドガラス越しの光に照らされて、彼女は中央の赤絨毯をしずしずと歩んだ。

　ヨアルはそのあとをこつこつと音を立ててついていく。横穴から涼しげな風が吹き込み、黒いコートをふわりとなびかせた。

　ぎぎぃ────ばたん。

　ヨアルの背後で、入り口の扉が大きな音を立てて閉じる。

「……ふたりっきり……ひさしぶりです、ね」

「……本当にな。20年──いや」

　ヨアルは緩々と頭を振る。

　ふたりは生前から公人として接することを余儀なくされた──個人的な付き合いなど許される立場ではなかった。〝聖女〟と呼ばれたアルマエイラは特にそうだ。

　ヨアルにしても出兵がたび重なり、個人的に話をする機会などろくになかった。真面目に遡れば、男女を意識して間もない子どもの頃になるのではないだろうか。

　アルマエイラは祭壇への段差を上り、そして、段差の途中でぺたんと腰を下ろした。

　その飾らない所作だけで胸に込み上げるものがある──〝聖女〟としての彼女は、常に完璧な立ち居振る舞いを見せたからこそ。

　ヨアルは段差の下から彼女を仰ぎ見て、ふと目を細める。

「アルマ」

「……なんです……？」

「パンツ見えてる」

「…………」

　アルマエイラは一瞬頬を赤らめたあと、そっと膝を開いた。

　三角にした両膝を抱える──黒い法衣の奥にちらちらと白い薄布が見え隠れする。

「……とてつもなく集中しづらいんだが」

「ヨアル」

「なんだ」

「……わたしは、性的魅力に欠けますか……？」

「そんなことはない!!　いますぐにでもおまえを抱きたい！！！　俺の子どもを孕はらんでほしい！！！！」

　あ、と思ったときには手遅れだった──ほとんど反射的に欲望を口走っていた。

　アルマエイラは先ほどの比ではなく真っ赤になって顔を膝に埋める。まるで額をこすりつけるみたいに頭を振る。

「……す、すまん。思わず」

「……いえ、いいです。続けてください……」

　アルマエイラはかすかに頬を緩ませ、顔を上げてちらっとヨアルを見た。

　神前の言葉としてはかぎりなく不敬だが許されたらしい──咳払いひとつしてヨアルはアルマエイラをじっと見る。

　下着は相変わらず丸見えだったができるだけ気にしないようにする。

「────ええと、なんでかって話だな。やってることがやってることだから信じてもらえるか怪しいんだが……俺もできれば、いちばん最初におまえのところに行きたかった」

「……ぁ」

　その言葉で得心がいったのか、アルマエイラはかすかに目を見開いた。

　つまり、〝魔女の国〟という難攻不落の領域について思い至る。

　常人を立ち入らせない膨大な瘴気と、侵入者を排除する絶対的な護衛。これらの存在は一切の外部者を寄せつけない──時には彼女自身が望む者さえも。

「その過程で、いちばん楽な手段を取った。つまり、女を利用するってことだ」

　そこについては弁解の余地もない。目的は手段を正当化しない──そんなことは百も承知の上。

　その点が許されないならば……その時は、報いが与えられるだけだ。

「わかりました。……わたしは、許します……」

「……早くない？」

「……い、急いでいるわけじゃないですよ……？」

　アルマエイラはにわかに目を泳がせたあと、胸の前で手のひらを組み、ヨアルをじっと見つめる。

「ヨアル。……あなたの罪は、人を害したこと。傷つけたこと。辱めたこと……」

「……ああ。違いない」

「……わたしとしては羨ましいかぎりですが……」

「そこいらないよな？」

「……ごほん。……許すか、許さないか。それは、わたしが決めることではありません。……傷つけられ、辱められたその人が決めること」

　アルマエイラは一度咳払いして、ゆっくりと静かに立ち上がった。

　とん、とん、と段差をひとつずつ降りる。ヨアルの目の前まで歩いてくる──まっすぐ向かい合う。

「……ですから、わたしは、あなたを許します。……あなたの犯した罪ではなく、あなたを、許します……」

　アルマエイラはふわりと温かにほほ笑み、手を伸ばした。

　ちいさな手のひらがヨアルの頭を撫でる。灰色の髪をそっと乱し、額にぺたりと手を当てる。

「……背筋が、曲がってます。……ちゃんとしなきゃ、だめですよ。……だから、わたしにも、手が届くんです」

　かすかな翳りを吹き飛ばすようなほほ笑み──ヨアルはそこに確かな〝聖女〟の面影を見た。

　瞬間、白くちいさな手がヨアルの首筋に絡む。アルマエイラは彼に寄り添い、そっと爪先立ちになる。

　柔らかな粘膜があえかに触れ、ちゅ、とかすかな水音が立った。

「……わたしの、はじめて、です。……全部、ヨアルに受け取ってもらいますから」

　すとんと爪先が床に着き、アルマエイラは照れくさそうに笑みをほころばせた。

　ヨアルは体温の名残を感じる唇に触れ、指先でそっとなぞる。

「……そういえば、俺も初めてだな」

「……えっ」

「えってなんだよ」

「……いえ、その、他の人との経験もあると聞きましたから、てっきり……」

「許した覚えはないな。……おまえの前で嘘をつけるかよ──というか、不貞はいいのか」

　誰かを傷つけ、辱めた。そこも大いに問題だが、ヨアルの所業は端的に言って不貞、不倫の類だろう。

　返す返すも、目的は手段を正当化しないのだ。この点に限って裁量権はアルマエイラにある。

「……不倫……」

「ああ」

「……よ、ヨアル。もしかして、ですが……」

「なんだどうした」

　彼女はふと深刻そうな表情でヨアルをじっと見上げる。

「……その、誰かと結婚しました……？」

「なんでそうなる!?」

「いえ、不倫ということですから……となると、奥さんがいるのかと……不倫はさすがにいけないですし……」

「違う、そういうことじゃない」

　悩ましげに頭を抱える彼女をなだめようとする──よりも早く、アルマエイラはヨアルに食ってかかった。

「……や、やっぱり無理です耐えられないです……ヨアル、不倫しましょう……？　わたしとも、でないと、我慢できないです……」

「そもそも結婚してないからな!?」

「……え、あ……う……？」

「俺はアルマが好きだけど、ほかの女ともやってたってことでだな……！」

　確かに正式な婚姻関係の有無は重要な争点だが、この場合はあまり関係がない。

　アルマエイラはそれを聞いて、なるほどと合点がいったように頷いた。

「……そう考えると、少し嫌ではありますが……過去のことまで遡及して罪というのは公平ではないと思います……わたしとヨアルが交際関係、ないし婚姻関係にあったという事実はありませんし……」

「確かにそのとおりではあるんだが……」

　教会関係者特有の事務的な処理に面食らうヨアル。

　伊達に婚姻を手続きする教会に勤めたわけではない、ということか。

　──でしたら、とアルマエイラはほほ笑んで、囁ささやきかける。

「……あらためて、はっきりと身を固めればいいんです。……あいにく、わたしにはもう、戸籍もありませんけど……」

「俺にもないけどな」

　ヨアルは思わず苦笑する。もっとも、いまさらそんなことは問題じゃないのは明らかだ。

「……ですから、ヨアル。……もう一度、言ってくれますか……？」

「もう一度」

　もう一度、自らが言うべき言葉を掘り返す。

　答えはすぐに見つかった。

「俺は、アルマが好きだ」

「……も、もう１回」

「俺はアルマが好きだ」

「……も、もっとです」

「俺はアルマが好きだ!!」

「……も、もう１回だけ、おねがいです」

「俺はアルマが好きだ!!　結婚してくれ!!」

「え、あっ、そんなっ、や、やっぱり、もう１回──」

「ええい、いいかげんにしろ!!」

　ヨアルは彼女の背中をかき抱き、お互いの唇を重ね合わせた。

　ちゅ、と柔らかな唇が密着する。深く交わり、濡れた粘膜をこすり合わせる。

「……っ、ぁ……」

　口端から漏れるかすかな吐息。か細い肩から力が抜け、アルマエイラはヨアルの胸に身を委ねる。

　布越しにこすれ合う肌と肌。法衣を通してでもわかる高い体温と柔らかな肌を愛おしく思う──忙しなく舌を割り込ませる。

　手管もなにもあったものではなく歯列をなぞる。唇を舐め、舌と舌を絡め合う。唾液までも酌み交わすようにしゃぶりつく。にゅるにゅると舌を行き交いさせ、同時に唇がちゅぱちゅぱと音を立てた。

　一瞬唇と舌が離れ、つぅと唾液の糸を引く──また舌先が触れ合い、ぷちゅりと唾液の泡を弾けさせる。ぴちゃぴちゃと舌先だけで舐め合うような口づけのあと、また唇で睦み合うように深く重なる。ちゅむ、ちゅぱ、と派手な水音が立つ。お互いの口腔をぬらりと舐め回し、にゅるん、にゅるん、と舌肉をもつれ合わせる。

「……っ、は」

「……んぅっ、ぅ……[image: ]」

　口づけを交わすほどに少女の体温が高まる。ヨアルはかすかに震える背筋をそっとなぞり、華奢な首筋から耳朶じだに軽く触れた。

　アルマエイラはそれだけで身体をびくんと跳ねさせ、肩からとろんと力を抜く。目元が潤み、蕩とろけ、ちいさなお尻をもじもじと軽く揺する。

　ヨアルは法衣越しのお尻をそっと撫で、抱くように指先に力を込めた。肉づき薄くも柔らかな感触に否が応でも欲望がたぎり、腰のあたりに熱がわだかまる。

「……っ、ぁ……ん……[image: ]」

　アルマエイラは切なげに眉根を寄せ、柔らかな唇をぷりゅぷりゅとこすり合わせてくる。弾力に富む柔らかな感触に震えるものを覚え、ヨアルはさらに口づけを激しくする。上唇と下唇を互い違いにこすり合わせ、緩んだ口腔にそっと舌を挿れる──にちゃにちゃと唾液を混ぜ合わせ、お互いにそれを嚥下えんげする。

　そうしながら、ヨアルは同時に彼女のお尻を揉みしだく。ぷりんとした小振りの柔肉を堪能し、火照りを帯びるちいさな身体に感動を覚える。

　華奢な太ももがもじもじとこすれ合い、アルマエイラは切なげに男を見上げた。

「……ヨアル……ずるい、です……」

「なにがだ」

「……カタいの、あてないでください……」

「……すまん。我慢できなかった」

「……なら、許します……」

　くちゅ、と舌先だけを一瞬重ねて唇を離し、ふたりはようやく息を吐く。

　アルマエイラはこくんと唾液を嚥下したあと、どこか不安そうに言う。

「……せ、精液の味とか、しませんでした……？」

「おまえの唾液の味しかしなかったな」

「……それも、恥ずかしいです……」

　まるで積年の欲求をぶつけ合うような一瞬だった。

　かつてはお互いの立場もあってできなかったこと。だが、いまやふたりを縛るものはなにもない。

「アルマ」

「……はい……」

「子ども、作ろうか」

　──瞬間、アルマエイラは顔を真っ赤にしてうつむいた。手のひらを胸の前で組み、ああとかううとか無意味なうめきを漏らして脚をもじもじとこすり合わせる。

　彼女はヨアルの耳元にそっと唇を寄せ、ぽそぽそとかすかな声で囁きかける。




「……子作り、したいです。子どもを作るより、子作りがしたいです。子どもができても、子作りしたいです。いっぱい、いっぱい、毎日、子作りしてください……[image: ]」

　たっぷり媚びと色艶を含んだ声。そこには〝聖女〟の神聖さなどありはしない──ただむき出しの〝女〟があるばかり。

　ヨアルは目を細め、ぎゅっとアルマエイラを抱き寄せる。

「……この好色ドスケベ聖女」

「……うるさいです。浮気者ヤリチン魔術士」

「言ったな？　期待に応えて、３日は寝させないからな」

「……ここ、秘密の地下室があるんです。……わたし以外は、誰も知らない部屋……行く？」

「行くか」

「……うん」

　まるで子どもの頃に戻ったように笑みを交わす──お互い、かつてとは比べ物にならないほどすり切れていたが。

　ふたりは並んで歩き出す。

　もはや無邪気でも無垢でもないが、それでも彼らは結ばれたのだ。





＊＊＊






　同時刻──３人の女が廃教会の横穴に張りついていた。

　言うまでもなく、アルマエイラとヨアルのやり取りを覗き見するためである。

「……これにて一件落着、かねえ」

「丸く収まったのではないでしょうか。少々予想外ではありますが」

「アルマがあんなにぽんこつだったとは……」

「以前から惚けたところはありましたが。それより、彼が真面目に一途らしいのが予想外でした」

「はなはだ怪しいもんだけどね。こんな印まで刻んでおいて──」

「なにを嬉しそうな顔をしているんですか」

「し、してない！　断じてしてないからね!!」

　賑やかに言葉を交わすふたり──エアリィとシャルロットのかたわら、薄絹を噛みしめて涙を呑む女がひとりいた。

「み、認めないわよ……!!　アルマ様があんなクズを受け入れるだなんて……!!」

「男に去られて悲しいのはわかりますが、あきらめが肝心かと」

「年甲斐もない。正直になったほうが身のためだよ」

「ううっそうですわよ!?　確かにそのとおりですとも！　完全に振られた男を慰める気になっていましたのに……！」

　目元を拭いながら彼女──ニルンはうっぷんを晴らすようにその場で地団太じだんだを踏む。

「こ、こうなったら……」

「おふたりを害するつもりならば容赦は致しませんが」

「あいにく、私もそういうことになるね」

「なんとしてでも取り入って、ご褒美ほうびの名目でおこぼれを与あずかるほかにありませんわ……!!」

「誇りがないのですか」

「年増が若いのに口を挟むもんじゃないよ」

「年増じゃありませんわよ!?」

　くわ、とニルンは憤慨しながら天を仰ぐ。

　嫌味なほどに天気がよい青空だった。




「ま、厄介事にはなるかもしれないからね。働いてくれるに越したことはないんだけどさ」

「……魔王様のこと、ですわね」

「あくまで婚約ですが、自分の女を横から奪われたようなもの。魔王としての面子めんつに関わります。なんとしてでも奪還にくることでしょう」

「そう。私もエアリィも責任を問われるだろうからね。こうなったら、どこまでもアルマについていくさ」

　なにかが吹っ切れたように言うシャルロット。エアリィに至ってはもはや言葉にするまでもないと言わんばかり。

「ヨアルもそのあたり、なにか考えがあるようでしたけれど……実際、あれがどれくらい強いのかも未知数ですわよね」

「まともな考えであることを祈ろうじゃないさ。まさか戦争しようってわけじゃないだろうしね」

「あの方ならアルマ様のためにそうすると言っても不思議ではありませんが……いささか、勝算に乏しいかと」

「……となると、私にも出る幕はありそうね……!!」

　そう言うと、ニルンはいきなり勢い込んで歩み出す。

「おい、どこに行くんだい？」

「ほかの魔女にも触れ回ってみますわ……！　連携が取れるならそれに越したことはありませんもの！」

　そう叫んだあと、彼女はみるみるうちに遠ざかる。

　忙しない娘さね、とシャルロットは呆れたように笑って見送った。

「では、私も失礼します。忙しくなるでしょうから」

「……ごたごたが起きるのはこれからじゃないかい？　そう急ぐこともないだろうに」

「いえ、そうではなく」

　不思議そうに首を傾げるシャルロットに、エアリィは教会の中を指差す。

　そこにはもう誰もいない。地下室があるとは知らなかったが、そこにヨアルとアルマエイラがこもりっきりになればどうなるか。

「おふたりの20年ぶりの再会です。先ほどの睦み合いを見るに身体の相性も良好でしょう。本当に３日、あるいはそれ以上出てこなくても不思議ではありません。となれば、せめてその間の身の回りのお世話はこちらで致しませんと」

「……ああ……だろうねえ……」

　合点がいったように深く頷くシャルロット。

　エアリィは「では、またのちほど」といって歩き出し、途中でふとうしろを振り返った。

「そういえば、ひとつ言い忘れたのですが」

「……どうかしたかい？」

「あの紅茶ですが、薬入りなので捨てておいてください」

「はぁ!?　……ええ!?」

「気軽に気分を昂ぶらせたいのなら構いませんし、持続的に摂取しなければ効果は一時的なもののようですが──それでは」

　衝撃発言をぶち上げたあと、エアリィは何事もなかったように颯爽さっそうとその場を歩み去った。

　ひとり取り残されたシャルロットは呆然と立ちつくし、空を仰ぎ見てため息をつく。

「────私もおこぼれ狙うかねぇ……」

　淫紋を解体する気にはならなかった──言うなれば戦場での傷跡のようなもの。

　これじゃ人のこと言えないねえ、とうそぶきながらシャルロットは目を細めた。






23　貪るように





　日差しも届かない教会の地下。

　豪奢ごうしゃな独房とでも言うべき薄暗い部屋にふたりは足を踏み入れた。

　多少の埃っぽさは覚悟したが、意外にも室内は清潔だった。

　テーブルと椅子がひと揃え。暖炉と通気口、水洗式の厠かわや、壁際にずらりと並んだ魔力感知式の常夜灯。

　身を清めるための浴室すらあるようで、ヨアルは不思議そうに視線を巡らせた。

「またえらく立派だな」

「……貴人用の独房か、その類かと思います……元は係争地ですし、人質を取ることもあったでしょうし……」

「なるほどな──いや」

　いまはそんなことはいいか、とアルマエイラの腰に手を回す。

　ヨアルはそのまま彼女を軽々と抱き上げ、部屋の片隅──清潔で柔らかげなベッドに目を向けた。

「ひゃっ……!?」

「ほかのことはあとでいいよな、アルマ。……ここ、綺麗にしててくれてたんだろ？」

　この部屋を知るものはアルマエイラしかいない。となれば、この部屋を掃除したのも当然彼女ということになる。

　彼女はヨアルの腕の中で顔をかぁっと赤らませ、そして室内の扉をちらっと一瞥いちべつした。

「……は、はい。……その、ですが……」

「うん」

「……先に、身体を、清めたく……」

「いらない」

「……よ、ヨアル、その、目がこわ……あぁーっ!?」

　ヨアルは有無を言わさず抱きすくめ、アルマエイラをシーツ上にそっと降ろした。

　ちいさな身体がぽすん、と弾む。白金の美しい髪がはらはらと乱れ、漆黒の法衣は烏の翼めいて広がった。

「肌の匂いも、汗の匂いも、おまえの全部を逃したくない。だから、ダメだ」

「……うぅ……」

「……俺の匂いが嫌ならやぶさかでもない」

　譲歩はする。

　ヨアルは靴を脱ぎ捨ててベッドに上がり、同時にアルマエイラの靴も脱がせてやる。

　彼女は気恥ずかしそうに目を背け、にわかに蒼い瞳を潤ませた。

「……いや、じゃないです。……いっぱい、におい、かぎたいです。ヨアルの、ぜんぶ、ください……」

「アルマも同じじゃないか」

「……だって、その、いろいろ……恥ずかしいところも、あるわけでして……」

「自分だけ美味しいところを貰おうってのはずるいだろう？」

　うぅ、とアルマエイラは切なげに男を見上げながらちいさく頷く。

　ヨアルは微笑し、膝上まで黒絹に覆われた華奢な脚にそっと手を這わせた。

　膝下まである法衣の裾をまくり上げ、太ももから脚先まで撫で下ろす──足の指先を揉みほぐす。

「……そ、そこ、関係ないですよね……!?」

「いやある。下半身を冷やすのはよくない。温かくするならさらにいい」

「そ、そうなのですか」

「じつのところ触りたかっただけだが」

「ちょっと……！」

　アルマエイラはむすっと頬を膨らせるが、決して嫌がってはいなかった。

　足の指先から足裏まで丹念に揉まれ、血流が滞とどこおりやすい脚先が火照りを帯びる。両脚がくすぐったそうに揺れ、もじもじと内ももをこすり合わせた。

「温かくしておいたほうがいいのは本当。あと感度がよくなる」

「……そ、そうなのですか……」

　先ほどよりも真剣な面差しで頷くアルマエイラ。

「なので靴下は履いたまんまな」

「……えっ!?」

　がん、と衝撃を受けたような表情でアルマエイラは目を見開いた。

　緩やかに閉じた眼差しが宙をさまよい、ついには羞恥のあまり目を背ける。

「どうした。なにがそんなに衝撃だった」

「……だ、だって……着たまま、なんて……変態みたいじゃないですか……」

「ああ……」

　ヨアルはその言葉で得心する。アルマエイラが思う性行為とは、お互いに全裸で、かつ男が上に乗るもののみを指すのだ。

　元は真面目な神官だった彼女にとって、それ以上の営みはいたずらに肉欲を貪るふしだらな行為に映るのだろう。

「いいんじゃないか。べつに」

「……えっ、あっ……？」

　ヨアルはそう言いながらほっそりとした膝裏に腕を回す。片脚を大きく開かせながらのしかかり、お互いの顔と顔を近づける。

　アルマエイラは覆いかぶさる男の重みにじわりと目を潤ませ、恍惚とした視線を彼に向けた。

「……ど、どういうこと、で……」

「変態で、淫乱で、好色ドスケベなセックスに溺れても──べつに、誰も咎とがめやしないだろ」

「……ぁ……」

　当然だ。

　ふたりの関係を咎めるものはもう誰もいない。彼らがなにをしようとも、それは彼らの自由である。

　男の言葉にどのような想像を巡らせたのか、アルマエイラは頬をさらに色濃く紅潮させた。

「もう、神様だって見てないだろうよ。……な？」

「……ぅ、ん……」

　いかに信仰篤い少女とて、見離されたという思いがないはずはない。

　ゆえにこそ、アルマエイラをして先ほどのように淫らなおねだりを口にさせたのだ。

　ふたりはさらに顔を近づける。相手の吐息が触れ合い、唇がかすめるような距離。お互いの耳元で淫らな睦言を囁き合う──重なった体温がみるみるうちに昂ぶっていく。

「しちゃうか。子作りじゃなくて、快楽目的だけの、自堕落でふしだらなセックス」

「……する……します、して……変態で、どすけべなセックス……いちばん、きもちいいの……」

「このちっちゃいお腹に、思いっきり精子出してやるからな。お腹の中でドピュッドピュって震えて、気持ちよくなるためだけに、汚い精子撒き散らしてやる」

「……うん……ください……あつくて、こくって、おいしいの……あんなの、おなかに出ちゃったら……そんなの、ぜったい、気持ちいい……」

「ほら、これ、お腹に当たってるのわかるだろ。……いままで出した中でも、いちばん濃いのが出るだろうから、たぶん、一発で孕むと思うな。気持ちよくなるついでに妊娠しちゃうと思うけど……いいよな？」

「……いい、よ。いいに決まってる……がちがちに硬いので、お腹の奥まで幸せにされて……それでできた子どもが、いちばんいいに決まってるもん……だから、ヨアルと、いちばんきもちよくなるセックス……きもちよくなるためだけのセックス……します、する……して、してっ……[image: ]」




　お互いに身を揉みながら体温の昂ぶりを感じる。決して離すまいとするように手を回し、しっかりとちいさな身体を抱きすくめる。

　淫らな囁きの果てに感極まり、ふたりはたっぷりと濃厚な口づけを交わした。

　突き出した舌を絡め合わせ、ねっとりと表面を舐め回す。唇を密着させながら舌肉をもつれ合わせる。ぴちゃぴちゃと唾液の音が跳ね、水音が口腔内で反響する。互いの唾液を混ぜ合わせる音ばかりを響かせて、ふたりはほぼ同時にこくんと喉を上下させた。

　涎が口端からこぼれるのも構わない。透明な糸を引きながら、むちゅ、ぷちゅ、と唇を重ね合う。ヨアルの唇は少しがさつき、反面アルマエイラの唇はぷにぷにと柔らかだった。男はその心地よい弾力の虜とりことなったようにむしゃぶりつく──ちゅっと吸いつき、ぬらりと舌を這わせる。

　ふとヨアルは唾がまとわりついた舌を出し、少女の口にそれをぬらりと流し込んだ。

　アルマエイラは嬉しげに頬を緩め、舌を出して唾液を受ける。すぐに飲み干しては喉を鳴らし、代わりに自らの唾をまとった舌を差し出した。

　ヨアルはそこに自らの舌をぴったりと重ね、唾液をすする。甘ったるくすら感じられる唾液を飲み、またぬちぬちと舌を絡ませる。

「……く、はっ」

「……ん、ぅ……ん、ふっ……[image: ]」

　どれだけ深く、長い口づけを交わしても飽きたらない。唇も舌もふやけてしまいそうなほど。お互いの唾液をすするたびに体温が高まり、額にはふつふつと汗が浮く。

　ヨアルはアルマエイラの額に貼りついた前髪をそっと払い、ちいさな頭をくしゃくしゃと撫でた。それだけでアルマエイラは喜悦の笑みを見せ、もじもじと腰をくねらせる。

　ぴちゃぴちゃ。くちゅくちゅ。にちゃにちゃ。ぬちゅ、ぬりゅんっ──。

　淫らな水音が引っきりなしに響き、濃密な男女の睦み合いを知らしめる。

　永遠に続くかと思われた口づけがやんだのは、アルマエイラが切なげにヨアルの肩を押した時だった。

「……どうかしたか？」

「……ヨアル……わたし、もう……」

　いつの間にかアルマエイラの脚はぱっくりと開き、ヨアルの腰に寄り添うように絡みつく。

　彼女の華奢な股のあいだで、白い下着がぐっしょりと船底型の湿りを染みつかせていた。

　ぬるぬるの雫はもはや下着に収まらず、溢れ出して太ももを濡らすほど。

「……キスだけでこんなに濡れるんだな」

「っ……ぁ、ちが、ちがうもん……ヨアルのせいっ……」

「ほかになにしたってんだ」

　ヨアルはじっとアルマエイラを見つめ、耳朶をくすぐるようにそわそわと撫で回す。

　彼女は切なげに尻をくゆらせ、耳まで赤くなりながら唾液まみれの唇をそっと開いた。

「……おっきくて、カタいの……お腹に、おしつけるから、です……」

「こうか」

「っ、ぁ、や、それ、だめっ、だめ、です……っ[image: ]」

　ヨアルは少し強く体重をかけ、彼女の下っ腹に硬直した肉棒を押しつけた。

　ぐい、と円を描くように腰をひねれば剛直が食い込む。えげつないほど張り詰めた肉傘が柔らかな下腹部を突き、アルマエイラは泣き出しそうに瞳を潤ませた。

「これがアルマのお腹に入るんだぞ？　ほら、肌に直接押しつけてやる」

「っ……[image: ]　ぁ、やん、やっ……[image: ]　あ、あつ……いっ……です……[image: ]」

　法衣の裾をぺろんとまくり上げ、まぶしいほど白いお腹を露出させる。

　そこにあらためて肉棒を押しつける。布越しではあるが、アルマエイラはたちまち表情を蕩けさせて腰をくねらせた。

「どくん、どくんって脈打ってるだろ。溜まってる精子が全部、アルマのお腹の中に入りたがってんだ」

「……あぁ……そん、な……ずるい、です……[image: ]　あつ、い……おなか、もえちゃいそう……[image: ]」

　彼女の瑞々しい唇から、はぁ、はぁ、と甘ったるい息がしきりに漏れる。瞳の奥に恍惚の色を宿し、じぃっと恨めしげにヨアルを見つめる。

　野太い剛直がこすれるたび、アルマエイラのちいさなお腹はひくひくともどかしげに波を立てた。下着にじゅわりと淫汁がにじみ、滴る蜜はもはやシーツを濡らすほど。

　ヨアルの吐息も興奮に荒ぶり、彼女の耳元で獣じみたうめきを漏らす。あからさまな肉欲を知らしめる息遣いに、アルマエイラはまたちいさな身体を火照らせてしまう。

「……アルマ。もう１回、キスしようか」

「……う、ぅ……このままは、だめ、ったらぁ……[image: ]　……ぁ……」

　ふとヨアルは視線を落とし、彼女の顎あご先をくいっと持ち上げる。

　お互いにじっと見つめ合う。目を逸らさず、熱情を交換するように視線を行き交いさせる。

　アルマエイラはしきりにもじもじと腰をくねらせ、尻を揺らし、なにかを訴えるようにきゅっと目をつむり──観念したようにこくんと頷いた。

　次の瞬間、間髪入れずに重なる唇。

　濡れた粘膜がぬちゅりと音を立てる。すぐにも舌が絡み、もつれ合う。唾液を混ぜ合わせて交換し、こくこくと喉を鳴らす。まるで長年連れ添ったかのような自然さで、濃厚かつ淫らがましい口づけを交歓する。

　そうしながらふたりはお互い、円を描くように腰をくねらせた。こすりつけ合い、絡み合う。肉欲の厳選ともいうべき秘部を重ね、お互いの欲望を際限なしに昂ぶらせる。

　ヨアルの激しくいきり立った勃起はあからさまに。そしてアルマエイラの秘部もまた、負けず劣らず淫らな火照りをたぎらせていた。

「……ぁ、んっ……ヨアル、まって、いまっ……」

　つぅ、と離れた唇の狭間で糸引く唾液。

　アルマエイラはぴくぴくと小刻みに肩を震わせ、焦燥も露わに彼を制止する。額にはじっとりと汗が浮き、相貌かんばせはこれまでにないほど赤く染まる。

「……だめ、だ」

「ぁっ……ん、ぅ、ふぅぅっ……[image: ]　んぅ、く、ふっ……[image: ]」

　しかしヨアルは構わず彼女の唇を奪う。ちゅぷ、ちゅ、と唇を重ね、ぬちゅぬちゅとねちっこく舌を絡め合う。欲望の象徴をぐいぐいとこすりつけ、挙げ句の果てには可憐な耳の穴をそっと指先でくすぐるようにいたぶった。

　途端にアルマエイラはぞくぞくと全身を震わせる。身体がとろんと脱力し、顔はうっとりと蕩け出す。まるで捧げるように舌を差し出し、足の指先はぎゅっとこわばるように丸まった。

　下腹部がひくん、ひくんと激しく痙攣する──誰も受け入れたことのない未開の蕾が狭隘きょうあいにきゅうきゅうとキツく締めつける。

「……ぁ、あん、も、きちゃ……くる、なんか、きちゃっ、きます、くるっ……[image: ]　イく、イくっ、イくっ……イクぅっ……[image: ]」

　瞬間、ぶるるるるっと総身をわななかせ、アルマエイラは甘い法悦に耽溺する。

　剛直の密着したお腹が激しくざわめく。眼尻から悦びの涙が溢れ、表情は甘い笑みにほころぶ。嬉々として肉の悦びに浸る、女としての幸せを甘受するその面持ち。華奢な背筋が反り返り、すとんとシーツ上に落ちてはぞくぞくと甘い痺れを駆け巡らせる。口の端からはしたなく涎を垂らし、蜜穴からもしとどに愛汁を滴らせる。

　見まがうべくはない。男がどこからどう見ても、アルマエイラは絶頂の悦びに震えていた。

「ぁ……あん、ぁっ……[image: ]　イく、イくっ……イって、ますぅっ……[image: ]」

「……すごいな、アルマ」

「ぁ……ぁん、や、やぁぁっ……[image: ]　……な、にが、ですかっ……[image: ]　……あぁぁっ……[image: ]」

　ヨアルは彼女の絶頂を見守りながら感嘆する。

　彼はまだアルマエイラの性感帯に触れてもいない。ましてや本格的な愛撫を施したわけでもない。欲望と情熱のままに唇を貪り、剛直をこすりつけただけだった。

　ただそれだけで、アルマエイラはいともたやすく絶頂に達した。しかも一向に悦びの痙攣は止まらない──相当深くアクメが極まったのだろう。

　お腹を肉棒にこね回され、火照りきった胎奥を煽られての子宮絶頂。それを薬もなく、淫紋もなく、お互いの身体で睦み合うそれだけで。

「すごいすけべだな、アルマ」

「……ち、ちが……ちがうもんっ……ヨアルが、うますぎる、だけ、ですっ……[image: ]」

「どうだか」

　悪戯げに笑い、ヨアルは彼女の耳をそっとくすぐる。腰をこすりつけるのもやめず、じっくりとお腹の奥の悦びを維持してやる。アルマエイラはいまだ醒めやらぬ絶頂に打ち震え、ぞくぞくとなだらかな下っ腹をわななかせた。

　実際はどちらでもないだろう。身体の相性がよすぎるのだといえなくもないが、それだけで済ませるにはアルマエイラの反応はあまりに劇的だ。

　おそらくは──20年ものあいだヨアルを待ち望み、鬱積した欲望が弾けたその結果。元から抑圧されていたからこそ、反発もより根強いのだろう。

　心から彼を受け入れているのも相まって、その身体は完全にヨアルのためだけに開かれていた。

「恥ずかしがることないだろ。あんなにかわいくねだってくれたのに」

「……そ、それは、いわない、約束ですっ……[image: ]」

「してねえよ。なにしれっと約束したことになってるんだ」

「……だ、だって、わたし……あんな、こと……っ……[image: ]」

　あれほど淫ら極まりない言葉を口走ったあとでも、彼女の倫理観は変わらないらしい。本能の叫びを理性で恥じ入るように、彼女は顔を赤くして首を振る。

　しかしアルマエイラも快楽には勝てなかった。またぐにぐにとお腹を圧迫され、気持ちよさそうに恍惚こうこつとした息を漏らす。首筋や太ももにもじっとりと汗をにじませ、下腹部をぞくぞくと甘く震わせる。

「いまさら構うか。べつにアルマがいやらしくたっていいだろ」

「……っ、だって、そんな……きらわれ、ますっ……ぁ、く……[image: ]」

「嫌うわけないだろ。……聖女がどうとかは関係ない。俺はアルマが好きなんだから」

「……いま、それ、いうのっ……ずるいです、ってっ……[image: ]　あ、ん、ぅっ……[image: ]」

　見つめ合い、ちゅ、ちゅ、とついばむように口づけを交わす。重なるだけのささやかな触れ合い。それを何度も繰り返し、ちゅぷ、ちゅ、とあえかな水音を室内に絶え間なく響かせる。

「それ言ったら俺なんか色情狂だろ。いまも、アルマの中にチ×ポ突っ込みたくて仕方なくなってる」

「……っ、う、んっ……[image: ]」

　唇を唾液に濡らしながら、アルマエイラは恥ずかしそうに目を伏せた。

　性に抑圧的であるがゆえに、抑えを失った時は激しいもの。強い羞恥心の裏返しめいて、淫らな言葉を耳に入れるたびに彼女は身体を火照らせる。うずくお腹をひくひく震わせ、子宮アクメの快楽を長引かせる。

「なのに、アルマがいやらしいくらいで嫌うわけあるか。チ×ポでお腹ぐりぐりされながらキスされるだけでイっちゃうアルマも、好きに決まってんだろ」

「……い、いわないで、ください、ってばぁっ……[image: ]　うぅぅ……っ[image: ]」

　アルマエイラは濡れた目でヨアルをじっと睨んだあと、腕を男の首に巻きつけた。

　抱き寄せ、自ずから唇を捧げる。ちゅぷ、ちゅ、と水音を跳ねさせ、口を封じるように口づけを繰り返す。

　ヨアルはそれに応じ、彼女の両足裏に腕を回す。大股開きの脚をしっかりと固定し、まるで秘部を突き出すような姿勢を少女に強いた。

　先ほどよりもさらに身体を密着させる──むちゅむちゅと深く唇を睦み合わす。

　お互いの口腔に舌を忍ばせるような口淫の果て、ふたりはどちらともなく唾液の糸を引いて唇を離した。

「──強情なやつ」

「……わ、わたしだって……そんなに、すぐに、素直になんかっ……[image: ]」

　はぁ、はぁ、と甘い息を繰り返しながらアルマエイラは頭を振る。

　一理ある、とヨアルは思った。彼女はいつも戒律やら民衆の視線やらでがちがちに戒められていたのである。時に本能むき出しの肉欲が溢れ出るが、それをすぐに制御できれば世話はない。

　──そこでヨアルは一計を案じた。

「じゃあ、こうしよう。アルマ」

「……なに……？　たいへん不安ですけど……」

　言葉とは裏腹、彼女の表情は淫らな期待に満ち満ちていた。

　ヨアルは彼女の頭にそっと触れ、柔らかな白金の髪をすくように撫でる。アルマエイラは自ずからすりすりと頭をすり寄せ、心地よさそうに目を細めた。

「俺がこういうふうに頭を撫でてるあいだ、おまえは素直になってしまう」

「……なってしまう」

「俺のせいで」

「……ヨアルの、せいで」

「そう。どんなにどすけべなことでも、してほしいことはなんでも口にしてしまう」

「……して、しまう……」

「ということでいいか」

「……わ、わかりました……」

　アルマエイラはこくんと素直に頷き、ヨアルの言葉を受け入れる。

　まるですり込みじみたやり取りだが、魔力などは一切用いていない。

　これは単なるお遊びだ。お互いの信頼を拠り所にする、ちょっとした戯れの契約。

　──だがそれは、れっきとした原初の呪術でもあった。

「じゃあ、アルマ──脚、開いて。これが、俺のチ×ポをハメられるときの格好。覚えとこうな」

「っ、い、いきなり、なにいってるのっ……[image: ]」

　Ｍ字に開かれた脚を上から押さえ、ぐしょ濡れの股をぱっくりと晒さらさせる。

　頼りない布地の紐をそっと引き、ヨアルは彼女のショーツを取り払った。

「ぁ、ちょおっ、みないで、くださっ……」

「……見られたくない？」

　身体で脚を押さえつつ、アルマエイラの頭をそっと撫でる。

　彼女は一瞬、逡巡するように眉根を寄せたあと、花開くように唇をほころばせて言った。

「……いや、じゃない……いい、よ……見て……わたしの、おま×こ……いじめて、ください……[image: ]」

「……いい子」

「う……んう、ぅ……[image: ]」

　くしゃくしゃと頭を撫で、囁きかける。アルマエイラは再び恥じ入るように目を伏せ、ぽすんと頭を枕に埋めた。
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　ヨアルは彼女の股下に移動し、ぷっくりと丸みを帯びた下腹部を見下ろした。

　秘裂はぴっちりと一本筋のように閉じていて、陰核も莢さやに収まったまま。溢れる愛汁だけがおびただしい──股ぐらから鼠径そけい部、お尻を伝ってシーツまでもぐっしょりと淫らに湿らせる。いたいけな肉びらは存外に分厚く、触れた指を跳ね返すような心地よい弾力があった。

「……柔らかいな。ぷにっぷにのアルマのおま×こ……すごく綺麗だ」

「う……ぅぅぅ……[image: ]　そんな、とこ……見すぎです、ってぇっ……[image: ]」

「なら、こっちもな」

　ヨアルはそう言って黒い法衣の前を開かせる。胸を覆う純白の下着が露わになり、それをひん剥くように上にずらす。

　さらけ出される、ぷっくりと膨らんだ桃色の勃起乳首。先端は布地を押し上げるほど硬く、なだらかな曲線を描く白い乳房を彩るようにツンと尖る。胸からお腹、慎ましやかにすぼまったおへそまでむき出され、アルマエイラは全身をかぁっと紅潮させた。













「……はずかしい、です、こんなっ……」

「子どもみたいだから？」

「わかってるんじゃないですか……!!」

　生前、〝聖女〟と呼ばれていた当時はゆったりとした法衣でごまかされていたものだが──いざ目の当たりにすれば、アルマエイラの身体は眼を見張るほど華奢だった。

　当時と比べても彼女の身体つきにほとんど変わりはない。時を重ねているのは確かなのに、彼女の肉体だけがぱったりと成長を止めている。それはさながら、時の流れを拒むかのようだった。

「いろいろ、我慢しすぎたんだろうよ。それでちいさいままなんじゃないか」

「……ちいさいは余計……」

「思い当たるところはあるんだろ」

「……ん」

　こくんと頷き、アルマエイラは素直に身体を開く。

　うっすらと汗ばんで紅潮した肌も、あからさまな興奮に勃起した乳首も、可憐さとは裏腹に蕩けきった花びらも──それらすべてを隠さない。

「……ね、ヨアル……」

「どうした」

「……やっぱり、その……シャロみたいな身体じゃないと、興奮──い、いきなり出さないでぇっ!?」

　不安げに言うアルマエイラの視線の先、ヨアルはおもむろにいきり立った剛直を露出させた。

　極太かつ丈長の凶悪な肉凶器。竿の表面にはビキビキと血管を浮き立たせ、野太い裏筋が芯を通されたように反り返る。カリ首はおぞましいまでに傘を張り、ドス黒い亀頭はパンパンに膨れていた。鈴口からとろりと先走り汁が溢れ、華奢な太ももに滴り落ちる──その熱さに、アルマエイラはうっとりと瞳を湿らせた。

「興奮してなかったらこんなに勃起するわけないだろ。……硬くなってるの知ってるだろ」

「……っ……う、そ……こん、なっ……お、おっき……これ……わたし……で……？」

「そう。アルマのちっちゃいおま×こに入りたくて、こんなガチガチに勃起しちゃってんだ」

　アルマエイラはとろんと目を蕩けさせ、ヨアルの怒張を食い入るように見つめる。

　うっかりすればそのまましゃぶりついてしまいそう。涎がとろりと口端を伝い、無意識にねろりと舌なめずりする。いたいけな膣口がびくんとひくつき、とぷとぷと淫らな汁をひと筋垂らした。

「……アルマ。完全にチ×ポ欲しがってる顔になってるぞ」

「っ、ぇ、あ……う、うそ……っ[image: ]　な、なってなん、かっ……[image: ]」

　アルマエイラが顔を真っ赤に染め上げたその時、ヨアルの手がちいさな頭をそぉっと撫でた。

　ちいさな唇が密かにつぐみ、甘い息を吐く──続けてかすかな声で囁きかける。

「……だ、だって……こんな、わたしで、おっきくなってくれた、おち×ぽ……欲しいに、決まってます……[image: ]　お腹に、びゅぷっ[image: ]　ってしてほしいし……お口でも、いっぱいおしゃぶりしたい、ですっ……おち×ぽ……っ[image: ]　ヨアルのおち×ぽっ……[image: ]」

「……いいぞ。そうやって、恥ずかしいこと全部言わされちゃおうな」

「……ぁ、う……やっぱり、ずるいです、これ……わたし、ばっかり……っ[image: ]」

　そう言いながらアルマエイラは嫌がりもせず、ヨアルの手にすりすりと髪をこすりつける。

「……じゃあ、俺からもちゃんと言おうか」

「そ、それなら……」

「俺もいますぐアルマのおま×こにチ×ポ挿れたいけど、ちっちゃいからちゃんとほぐしておかないとな──というわけで、指と舌でおま×こほぐしにかかるけどいいよな？」

「……い、いいよ……わたしの、おま×こ、ヨアルのだから……ヨアルだけの、ものなの……[image: ]　……だから、好きにしていいんです……」

「よし」

「……や、やっぱりこれ、ずるいですっ……！」

　アルマエイラはどこか不服げに唇を尖らせる──しかしちいさな身体はぞくぞくと甘い痺れにわななく。

　間髪入れず、ヨアルは彼女の膣粘膜をねっとりと舐め回した。

　愛汁が滴り落ちた跡を拭い去るようにしゃぶりつく。熱い口腔粘膜の温度を伝え、太ももの付け根から肉びらの周辺までじっくりと舌を這わせる。

　陰裂に沿って舐めるように舌を下ろし、唾液の跡を残す。ふぅっと敏感な入り口に息を吹きかけ、ひくひくと震えるちいさな膣口を観察する。

「ぁ、ひぃぃんっ……[image: ]　ひ、ぅ……ひ、んっ……[image: ]　ぅ、くっ……ふ、うぅぅっ……[image: ]」

　唇でそっと肉びらを摘まみ、同時に指先を彼女の胸に伸ばした。ぷっくりと尖った乳首を摘まみ上げ、ごく弱い力で揉み転がす。

　硬くしこった蕾をくにくにとしごく──そのたびにアルマエイラはぴくぴくと小刻みに肩を震わせ、尻をくいくいとくねらせた。

「……ちょっと強くするぞ」

「……は、ぁ……はひっ……[image: ]　ぁ……ひ、ぃ、んっ……[image: ]　いいっ……いい、ですっ……[image: ]」

　乳首の感度は良好。摘ままれ、優しくこね回されるだけでどろどろと濃い愛汁を垂れ流す。

　ヨアルは太ももをそっとこすりつつ、大陰唇を下から上へ舐め上げるように舐ねぶる。いちばん上まで行き着けば、ちゅ、と陰核にかすめるように口づけた。

　瞬間、アルマエイラは途端にびくびくと内ももを震わせる。切れ切れに甘い声を上げ、下腹部をわなわなと波打たせる。

「……ぁ、あ、あっ……[image: ]　ぁ、く……い、ぃ……[image: ]　きもち、いぃっ……いいっ、いい、ですっ……[image: ]　あ、ぁんっ……[image: ]」

　口づけてはすぐに離し、またすぐにちゅっと触れる。唇で挟むだけの淡い接触で陰核を責め嬲なぶる。

　それだけでアルマエイラのクリトリスはぷっくりと膨らみ、半ば包皮を押し上げそうなほど勃起した。

　ヨアルは舌先でつんっと軽く突き、今度は肉びらの上から下へ舌を這わす。愛汁にまみれた可憐な肛門をねっとりと舐め、その窄すぼまりを堪能する。

「っ……ぁ、もぉ……そんな、とこっ……[image: ]　へん、へんに、なります……っ[image: ]」

「……アルマの、お尻の穴まで綺麗だな」

「ぅ、いや、いや、いわないで、くださっ……[image: ]」

　恥ずかしいことを言われ、それだけで身体を火照らせるアルマエイラ。

　尻穴に舌を這わせながら乳首を揉み転がせば、それだけで彼女は声を詰まらせて甘い息を漏らす。

　とぷん、とぷんとしきりに溢れる濃厚な愛汁。快楽を覚えているのもあからさまに、蕩けた秘裂がうっすらほころんだ。

「ぁ、あん、い、イくっ、イくっ……[image: ]　イきそ、ぅ……[image: ]」

　ちゅ、ちゅ、とクリトリスの頂きに何度もキスをする。敏感な粘膜の触れ合いにアルマエイラは下半身を甘く痺れさせ、快楽にうっとりと瞳を濁らせる。

　そこでヨアルはふっと口を離し、大陰唇をぬらりと上下に舐め回す。決定的な快楽を遠ざけられ、彼女は切なげに尻をくねらせた。

　アルマエイラはどこか困ったような表情でヨアルを見る。甘ったるい吐息は荒く、腰がもどかしげにちいさく浮く。

「……ぃ、いじわる、です……」

「アルマのおま×こ、ちょっと開くぞ」

「えっ……あ、あぁぁぁ……っ[image: ][image: ]」

　ヨアルは股関節のあたりにそっと指を添え、軽く力を込めて肉びらを開く。

　瞬間、アルマエイラは羞恥のあまりに手のひらで顔を隠した。

　露わになる熱く火照った膣前庭。ぬらぬらと淫らなぬめりに光り、透明な愛汁を垂らす生殖粘膜。ひくひくとうごめく薄ピンク色の表面を、ヨアルはまるで見惚れたようにじっと見つめる。

「……やっぱり、ここも綺麗なピンク色」

「い、いわなくて、いいですからぁっ……[image: ]　ひぁぁんっ……[image: ]」

　すかさず膣粘膜に舌を這わせる。表面にまとわりつくぬめりを広げるように、そっと舌肉をかすらせる。

　甘酸っぱいような感覚と濃厚な雌の臭におい。うねりを垣間見せるひだに誘われ、ヨアルは丁寧に舌を這い回らせた。

　膣前庭、小陰唇、尿道口、肉びらの裏側、陰核の根っこのあたり。隅から隅まで舌を這わせ、舐めつくす。膣口から新たに滴る愛汁を舌で受け、ねっとりと舌を使い塗り広げる。

　最後にちゅっと肉豆を吸った途端、アルマエイラのちいさな総身がびくんと跳ねた。

「あっく……ぅ、んぅ……[image: ]　あ、あ、それっ……いぃ、いい、です……[image: ]　もっと、ぉっ……[image: ]」

　アルマエイラが甘く鳴くのに合わせ、陰核の周辺にねっとりと舌を這わせる。時折、口づけては舌先でノックし、包皮越しの反応を確かめる。

　同時に乳首をくにくにとこね回し、白い乳房を揉みしだく。ちいさな身体の肉づきは柔らかで瑞々しく、まるで手のひらに吸いつくようだった。

　多少強い刺激にも彼女はふるふると背筋を震わせ、突起責めの快楽にくいくいと腰を浮かせる。はしたない仕草しぐさにも遠慮がなくなり、自然と脚が大きく開く。陰唇はひとりでにぱくぱくとうごめき、淫らに濡れ光る粘膜を露出させた。

「かわいいよ、アルマ。おま×こひくひくして、奥まで見えてら」

「……っ、うぅぅっ……[image: ]　だって……きもちい、ですっ……いい、のっ……[image: ]」

　甘く喘ぐアルマエイラにご褒美代わり、ちゅ、と陰核に口づける。彼女はぞくんと背筋を痙攣させて目元を蕩けさせる。

　ヨアルは不意にうごめく膣口の奥、可憐にたたずむ純潔の証を垣間見た。膣肉のうねりに合わせて伸縮するそれは、最奥の子宮口を守護するかのよう。

「……綺麗な処女膜。破らずに取っときたいくらいだ」

「っ、な、なにかんがえてるんですっ……[image: ]」

「せめて記憶に焼きつけておかないと、と思って」

「……ば、ばか……へんたい……っ[image: ]　最低、ですっ……あぁぁんっ……[image: ]」

　罵る言葉を耳にしながら、小振りのクリトリスを唇でついばむ。口づけ、吸いつき、とんとんと舌先で何度も小突く。時に膣口の周りを舐めしゃぶり、膣粘膜を伸縮させるように愛撫する。

　ちゅぷちゅぷと淫らな音が立ち、しとどに蜜が滴り落ちる。同時に乳首をこね回せば、アルマエイラは腰を浮かせて絶頂に上り詰めていく。

「……ぁ、あ……イく、イく、イくイくイくっ……[image: ]　イっ……あ、ぁ、あぁぁっ……[image: ][image: ]」

　陰核での絶頂を訴えてひた走り、肉悦の波に意識をさらわれ──そしてふと快楽を取り上げられ、彼女はもどかしげに腰をくねらせた。

　ちゅぷん、と唾液の糸を引いて唇が離れる。たっぷりと秘芯を愛した唇と舌が遠ざかり、アルマエイラは恨めしげにヨアルを睨めつける。

「っ……ま、またっ……[image: ]　ヨアル、いじわるぅぅっ……[image: ]」

「ごめんって。……もうおま×こ、すっかりほぐれたから、な？」

　ヨアルはそういってアルマエイラの顔をじっと見つめ、火照りきったちいさな身体を抱きかかえる。

　凶悪なまでにいきり立った肉竿が下腹部にこすれ、その硬さと熱にアルマエイラはぞくぞくと肩を震わせた。

「……ずっと、待っててくれたんだもんな。20年、ずっと待たせた分だけ……思いっきりセックスしような。もう熱々に火照ってる身体、思いっきり気持ちよくしてあげるからな」

　ヨアルは彼女の耳元で囁き、またちいさな頭をそぉっと撫でる。

　アルマエイラの瞳にじわりと涙が浮く。かんばせに花咲くような朱色が散り、むき出しの下腹部がきゅんきゅんとヒクつく。手慰みにくにくにと乳首を揉みしだかれ、くびれた腰が切なげにくいくいと揺れ動く。

「……に、20回はしなきゃ、許さないんですから……」

「そんなんで済むと思ってるのか？」

「ひぇっ……じゃ、じゃあ、２００回、２００回ですっ……[image: ]」

「そんなにしたら、アルマのおま×こが戻らなくなるかもな」

「……い、いいですもんっ……ヨアルのおち×ぽ専用です、し……ヨアルのおち×ぽが気持ちよくなれるおま×こなら、それでっ……[image: ]」

　唇と唇が触れ合うような距離。卑猥な睦言を遠慮なく交わし、下半身をぬちゅぬちゅとこすり合わせる。

　ついに陰茎と陰唇が密着し、愛汁と先走り汁がたっぷりと混ぜ合わされた。お互いの火照りが肉欲を昂ぶらせ、交尾の欲求はもはや最高潮。

　ヨアルは彼女をあやすようにゆっくりと白金の髪を撫ですきながら、つぷりと膣口を竿先で探り当てた。

「……行くぞ。アルマ」

「ぁ……ぁ、もぅ……おま×こ、うずいて……むずむず、するんですっ……[image: ]　おねがいですっ、ヨアル……[image: ]　おま×こ、してっ……[image: ]　イかせて、くださいっ……[image: ]」

　是非もない。

　ヨアルはアルマエイラの身体をしっかりと抱きすくめ、いたいけな膣口をずぷんと割り開いた。

　膣口周辺の肉ひだは柔らかくこなれ、抵抗らしい抵抗はほとんどない。狭隘な締めつけと心地よい火照りに苛まれ、亀頭がぎゅっと押し包まれる。カリ首の溝に滑り込むような柔軟さで柔肉が絡みつき、ヨアルはぐっと歯を食いしばる。

「ぁ……あ、く……お、おっき……ぁ……ぁ、これっ……[image: ]　すごっ……[image: ]　あ……あぁんっ……[image: ]　あぁぁっ……[image: ]」

　アルマエイラはさしたる痛みもなく、野太い傘肉を咥え込む。もっとも太いカリ首を受け入れれば、あとの挿入は楽なもの。彼女はちいさな身体をうっとりと脱力させ、なだらかな胸を忙しく上下させる。膣肉のひだはヒクヒクと引っきりなしにわななき、亀頭を締めつけるように収縮する。足の指が込み上げてくる快楽にきゅっと丸まり、全身がびくびくと痙攣する。

　そして──アルマエイラの表情は、あまりに愛らしく、幸せそうに蕩けていた。涎が垂れるのもお構いなしに、とろぉんと目を蕩けさせる。挿入の衝撃にふやけきった顔で舌を出し、えへえへと緩みきった笑みを晒す。痴態というにはかわいらしく、子どもらしいというにはあまりに淫らで──それらすべてが愛おしい。

「……アルマ。このまま奥まで、な」

「……ふぁ……は、ひ……よあるっ……よあるぅっ……[image: ]　すき、すきっ……[image: ]　すき、ですぅ……[image: ]　ちから、はいらにゃ……あぁぁ……これ……っ[image: ]　わたし……しあわせっ……[image: ]」

　恍惚と淫情に溺れきった愛欲の笑み。そのあまりに艶めかしい面持ち、かわいらしいおねだりにあてられて、ヨアルはぞくぞくと背筋を震わせた。

　瞬間、柔らかくほぐれた膣肉をかき分けて、蕩けきったアルマエイラの蜜壺を奥まで貫く。ぶつりと粘膜がちぎれるような感覚のあと、乙女の証──鮮血と透明の蜜が混ざり合い、膣穴の端から溢れ出る。

「ぁ……ぁ、ぐっ……[image: ]　あ、ひ、あぁんっ[image: ]　イ、く、イくっ、イくっ……イク、イっちゃっ、イクぅんっ[image: ]　イくぅっ、イキまひゅぅ────っっ[image: ][image: ]」

　膣奥までいきり立った剛直に埋めつくされ、膣肉をごりごりとこすり上げられ──被虐の悦びに包まれながら、アルマエイラは深い絶頂に泣き善よがる。

　破瓜はかの痛みさえあえかなもの。むしろ激痛を糧とするように性感を昂ぶらせ、身体をふつふつと火照らせる。元からアクメ寸前だった肉体は込み上げる絶頂感に堪えきれず、甘美な肉悦に狂うほかはない。足の指をぎゅうっと丸め、両手両足でヨアルにしがみつく──全身をびくびくとこわばらせてイキ狂う。

　ちいさな蜜壺はぐねぐねとうねり、瑞々しい肉ひだがぴったりと肉幹に吸いついた。表面に浮き立った血管に合わせて形を変え、うねうねと柔肉が絡みつく。

　火照った膣壁に包まれる快楽はすさまじく、ヨアルもまた込み上げる衝動に低くうめく。獣じみた眼差しでアルマエイラを見つめ、鈴口をずっぷりと子宮口に密着させた。

「う……ぐ、アルマ、俺も……膣内なかに、出すぞっ……!!」

「だしてっ……だひてぇっ……[image: ]　できちゃっても、いいですからぁっ……[image: ][image: ]　おなか、ぴゅっぴゅ……しあわせ、してぇっ……あついのっ……[image: ]　よある、すき、すきぃ……っ[image: ]　だいすきぃっ[image: ][image: ]」

「……ぐっ!!　アルマ、好きだ……!!　────う、[image: ]ッ……！！！！」

　意識が白く染まるほどの快楽が腰の奥から込み上げてくる。ぎゅっと持ち上がった陰嚢いんのうから子種が汲くみ上げられ、いきり立った剛直を上り詰める──パンパンに膨らんだ亀頭で快楽がわだかまり、びゅぐんと竿を脈打たせる。竿先がずっぷりと子宮口を押し潰し、腰を回してぐりぐりと柔らかな子宮口をこね回す。

　瞬間、ちゅっ、と子宮口に吸いつかれ──男根がアルマエイラの膣内で激しく脈打った。

　どぷん、どぴゅ、どぷっ!!　どぐん、どびゅる、びゅぐっ!!　びゅぐる、びゅぷ、ぶびゅぷっ────びゅぐんっ!!

「ぁっ……[image: ]　ぁ、あつ、ひっ、イクっ……[image: ]　イクっイクうぅぅっっ……[image: ][image: ]　あつ、ひっ、ひぃんっ[image: ]　とけ、るっ、おなかっ、とけちゃ……っ[image: ][image: ]」

「うっぐ……[image: ]っ……!!　くおぉぉっ……!!」

　まるで獣のようにうめき、あるいは愛らしく泣き善がる。愛し合う男女というよりは、お互いを貪り合う雄と雌のよう。

　深い子宮アクメになだらかなお腹がきゅんきゅんとひくつく。そこに何度ともなく剛直が飛沫を上げ、びゅるるんっ、と濃厚な子種を搾り出す。アルマエイラは精子を流し入れられるたびにぞくぞくと背筋を甘く痺れさせ、また幸せそうに表情を緩めながら深い絶頂に耽溺たんできする。

　強烈な多幸感に満たされる、深くも甘美な子宮絶頂。女に生まれついた幸福を味わわされるような甘ったるい法悦に、アルマエイラははしたなく緩みきった顔を晒す。口元を恍惚感に満ちた笑みで歪め、表情は悦びの涙でもうくしゃくしゃ。

　膣肉がひとりでにきゅうきゅうと剛直を締め上げ、それだけでいたいけな雌穴は甘美な肉悦に苛まれる。

「……えへ……えへへ……[image: ]　よあるぅ……[image: ]　……自信満々だった、のに……そーろー、ですぅ……[image: ]」

「……おまえが言うな。３回もイったくせに」

　そう言った途端、アルマエイラはふやけきった表情を真っ赤に染め上げる──仕返しのつもりがとんだ自滅である。

　しかし、これまでにないほど深い絶頂なのは確かだった。一切の遠慮なく精子を搾り出し、いまだに吐精が止まらない。びゅぷんと脈打っては子宮口に精子を注ぎ込む──アルマエイラの下腹部がぞくんと打ち震える。

「ぅ、く……[image: ]　イ、イきました、けど……っ[image: ]　ヨアルは経験ほーふ、ですけど……わ、わたしは、はじめて、ですもんっ……」

「……そうだな。初めてなのにアルマのおま×こ、最高に気持ちよかった。こんなに大量に出るの、初めてだ……く、ぁ」

「[image: ]っ……[image: ]　も、はずかしいこと、いってぇっ……[image: ]　ぁん、くぅっ……[image: ]　またぁっ……[image: ]」

　びゅるるっ、びゅぷんっ。熱い奔流に子宮を叩かれ、アルマエイラは切なげに腰をくねらせる。

　たっぷりと射精した雄をねぎらうように、膣ひだは優しくヨアルの肉棒を舐め回した。子宮口がちゅうちゅうと吸いつき、蜜壺全体がきゅっと窄まる──まるで残り汁を搾られるような感覚。

　心地よく精を流し入れ、なおも剛直を凶悪に勃起させながらヨアルは彼女を抱きすくめる。

「……じゃあ、もう１回な。次はそうすぐには終わらせないぞ」

「……なんか、さ、さっきより……[image: ]　……ぉ、大きくなってないです……？」

　アルマエイラはヨアルの腰に脚を絡めながら、耳元で困惑げに囁く。お腹の奥にたっぷりと注がれた熱に蕩けきり、全身の火照りは冷めやらない。

　ヨアルは戯れにちゅっと口づけ、剛直に浮き立った血管をびくびくと脈打たせながら囁いた。

「アルマの締めつけがきつくなってるだけだろ。俺は同じだ」

「……同じなのもおかしい気がします……」

「ああ、いや、同じじゃないな──多少長持ちする」

「よ、よけい、わるいからっ……[image: ]　……お、おてやわらかに……」

　蕩けた眼差しでおずおずと言うアルマエイラ。

　ヨアルは彼女の汗みずくの額に貼りついた前髪を払い、頭をくしゃくしゃと撫でる。濡れた髪をすっとすくように指を通す。

　濡れた視線がぴくんと跳ね、彼女は腰をもじもじとくゆらせる。

「……お手柔らかに、でいいんだな？」

「……う、うぅん……ぉ、おま×こ、めちゃくちゃにしてっ……[image: ]　いっぱい、イかせて……何回も、お腹のなか、しあわせに、して、くださいっ……[image: ]　あたま、おかしくなっちゃっても、いいからぁ……[image: ]　ちゅー、ちゅーも、もっとっ……[image: ]　きもちいいセックスいっぱいしたいっ、したいのっ……[image: ]」

　彼女がそう口にした瞬間、柔膣肉がくにゅくにゅと激しくうねる。いきり立った剛直に絡みつき、男をしきりに誘惑する。

　膣穴が急速に男のものに馴らされ、馴染んでいく──彼だけのために柔らかなひだを吸いつかせる。

「する、ってちゃんと言ったもんな。快楽目的の、気持ちよくなるためだけのセックス。……全部、お腹の中にどぴゅどぴゅしてやるからな」

「……か、顔とかにも、出してほしいかも……です……」

「変態め」

「……す、すけべでもいいですもん……あつくて、くさいの、ほしいんです……っ[image: ]」

　切々と懇願する彼女にちゅっと口づけ、囁く。

「じゃあ半分はお腹の中に、半分はそのかわいい顔に出すぞ。……あとで、お口でもしゃぶらせてやるからな」

「……うんっ……それ、します……するっ……お口で、ごっくん、したいっ……[image: ]」

　アルマエイラはこくんと喉を鳴らしながら、お返しのようにちゅっと口づけを返した。






25　淫欲に囚われて





　ちゅぱっ、ちゅ、と淫らな水音を立て、ふたり分の唾液が糸を引いた。

　ヨアルはじっとアルマエイラを見つめ、白金色の髪をそっと撫ですく。同時にぐいっと腰をひねり、膣奥まで埋めつくす剛直を軽く引いた。

　野太く勃起した肉竿が柔らかな肉ひだをえぐり、アルマエイラは濡れた吐息をうっとりと漏らす。

「動かすぞ。アルマ」

「……う、んっ……[image: ]」

　先ほどは盛大な絶頂を極めたアルマエイラだが、つい先ほどまで処女であったことには違いがない。

　そのちいさな膣穴を気遣うように、ヨアルはゆっくりと腰を動かし始める。

　膣奥へはすぐに届くため、ストロークはあくまで小刻みに。

「ぁ、や、ぁんっ……おち×ぽっ……[image: ]　でてかないでぇぇ……っ[image: ]」

「……大丈夫だ。すぐお腹いっぱいにしてやるからな」

「ぁ、んうぅぅっ……[image: ]　ぅんっ、うんっ……[image: ]　いっぱいっ、いっぱい、してぇっ……[image: ]」

　腰の引き際、アルマエイラは切なげに訴える。

　片時たりとも離すまいとするような膣肉の締めつけ。ヨアルは彼女をなだめるようにくしゃくしゃと髪を撫で、ゆっくりと奥まで腰を突き入れる。

　アルマエイラはそれだけでうっとりと甘いため息をつき、女悦の涙を溢れさせた。

「んっ……んっ、んっ……[image: ]　ん、ふっ……く、ふぅんっ……[image: ]」

　アルマエイラは膣奥を突かれるたびに首筋を仰け反らせ、足の指をきゅっと丸める。声は甘くうわずり、なだらかな下腹部がきゅんきゅんと痺れるようなわななきを帯びる。

　ヨアルは彼女の反応をうかがいつつ、あくまでじっくりと膣内の性感帯を開拓する。ゆっくりと腰を引きながら柔肉をかきえぐり、挿れる時は体重を乗せて力強く突き入れる。

　ずぷんと最奥に打ちつけた時には子宮口が心地よい弾力で受け止めて、抜き去る時には瑞々しい膣粘膜がにゅるにゅると精を搾るように絡みつく。寄りすがるように必死な締めつけのせいで快楽もおびただしいが、ヨアルは下半身に力を入れてぐっと堪えた──〝そーろー〟の汚名を二度もいただくのはいささか面白くない、という稚気ちきめいた理由であった。

「……アルマのおま×こ、気持ちいいぞ。壁がぎゅって締めつけてくるし、中はうねうねって絡みついて……つぷつぷって、奥のところが触れるたびに吸いついてくる」

「……んぅっ[image: ]　ぁんっ、えへへっ……[image: ]　ん、もぉっ……きかせない、で、くださいっ……[image: ]」

　アルマエイラは恥ずかしげに眉を垂らし、一方で悦びを隠せないように笑みをほころばせる──ぱっくりと脚を開き、マン穴に剛直を迎え入れたまま。

　その最中にもゆっくりと腰を引き、こりこりとした感触の膣天井を肉傘のエラでかき上げる。ぐりぐりとこすりつけながら抜き去り、まだ硬さの残るマン肉をかきえぐる。

「ぁ……ん、ぅくっ[image: ]　んっ[image: ]　あぁんっ[image: ]　はぁぁっ……[image: ]っ……[image: ]」

　長めのストロークで膣内に亀頭だけを残し、そしてまたすぐに挿入する。腰と腰がみっちり密着するほど深く入れ込み、子宮口をぬとんっと打ち据える。

　やや強めに突き上げた瞬間、アルマエイラはかすかに声を高くして甘く鳴いた。腰がぷるぷると小刻みに震え、ちいさなお尻が軽く浮く。

　彼女の些細な反応を手がかりに、お互いの生殖粘膜を余すところなくじっくりとこすり合わせる。膣後壁や膣横なども丹念に摩擦して、彼女のお気に入りを確かめる。

「アルマは……奥でもちゅーされるのが好きなんだな。こうやって奥まで挿れられて、ずんずんってされるの」

「……ぁ、やぁんっ……[image: ]　ぁっ、んっ、ぁっ……[image: ]　すき、だなんてっ……んうぅっ……[image: ]」

　ぬぷんっと膣奥を勢い良く突き、子宮口と鈴口を隙間なく密着させる。奥まで挿れたまま腰をひねり、ぐりぐりと子宮口を摩擦しながら押し潰す。わずかに引いてはすぐ奥を突く──小刻みなピストンを膣奥に食らわせ、子宮を壁越しにずんずんと揺さぶってしまう。

　執拗な子宮責めにアルマエイラは思わず迎え腰を使い、甘い快楽と多幸感に全身をぐったりと脱力させた。

「好き、じゃないか？」

「……わ、わかんない、ですっ……頭のなか、ふわってして……身体が勝手に浮いて、どこか、飛んでいきそうな感じ、で……ぱちぱちって、お腹の中がはじけるみたいに熱くって……っ[image: ]」

「……完全に子宮でイクの覚えたみたいだな」

　一瞬困惑げに目をしばたたかせるが、子宮口をぎゅうっと押し潰された途端にアルマエイラは「んぁぉお[image: ]……っ[image: ][image: ]」と獣のような甘鳴きをほとばしらせた。

　ヨアルはすかさず彼女の唇を奪い、ねろりと舌肉を舐り回す。ねっとりと唾液を流し込み、濃密な口づけと快楽を結びつけさせる。

「……し、しきゅ……ぅ、れ……？」

「そう。おま×こでイクのよりもっと深いイキ方。よっぽどすけべじゃないとそんなすぐにはイけないんだけどな」

「っ……[image: ]　わ、わたし、そんな、しらないですっ……ずん、ってされたら、お腹の奥に、じわぁって、しあわせな感じが広がるだけでっ……[image: ]」

「……よっぽどだな」

「ひ、ひどっ……！」

　こうも簡単に子宮快楽を覚えてしまったのは、ひとえに先ほどの性交渉の衝撃が強すぎたからだろう。単なる肉体的要因もないではないだろうが、それだけでは説明がつかない。

　長年待ち望んだ相手との思いを果たした瞬間──挿入だけでお互いに絶頂を迎えてしまうという体験は、心身に深く刻まれたに相違ない。

　かくしてアルマエイラは、ずんずんと子宮口を突き揺さぶられるだけで、いともたやすく深い法悦に上り詰める。重くのしかかるような快楽が子宮に染み込まされ、瞬く間に全身へと馴染んでいく。

「……なら、もっと何回も何回もイって馴染ませないとな。20年も待たせた分、全部取り返すくらい気持ちよくしてやる」

「ぁっ、あんっ、あ、はっ……[image: ]　そんな、の……な、なんかい、するつもり、ですかっ……[image: ]」

「２００回じゃ……全然足りないよな。１年分にもならない」

「ま、まいにち、するつもりですっ……？」

「いや、１日３回」

「ば、ばかっ、このばか、ばかですかっ、ばかぁっ……[image: ]」

「語彙がぶっ飛んでるぞ」

　罵倒などめったに口にすることもないから無理もなかろうが。

　ヨアルは再び回すように腰を使い、野太くいきり立った竿で肉穴をえぐり回す。柔らかな弾力に富む子宮口をずっぷりと押し潰し、体重を乗せてずんっずんと繰り返し突き上げる。

　次第にマン肉のうねりは激しさを増し、すがりつくような締めつけはなおも狭まる。子宮口が自ずから下がってきて、じゅぷっと覆いかぶさるように吸いついた。

「ぁ、んっ、も、そのっ……[image: ]　ぐりぐりって、するのっ……[image: ]　や、ですう[image: ]……っ[image: ]」

「これは嫌、か？」

　ヨアルはすぅっと彼女の髪を撫で下ろし、濡れた蒼い瞳を覗き込んだ。

　アルマエイラは迷いなく頭を振りながらも切々と唾液まみれの唇を割る。

「じわぁ、って、なるの……ずっと、とまらなくって……おなか、へ、へんになっちゃうからっ……[image: ]」

「……わかった、わかった。それなら、こうやって……」

　ヨアルはぬちゅぬちゅと膣肉をかき分けながら腰を引き、くびれた腰をがっしりとつかんだ。

　アルマエイラの身体をしっかりと固定して膣奥をぬとんっと突く──触れた瞬間、弾力に跳ね返されるようにすぐに引く。

　引いたらすかさずぬとんっと突き、傘肉に膣ひだを巻き込みながらまたぬるりと引く。

　小刻みに引いては突く。それを何度ともなく繰り返す。一定のペースを崩さず保ち、子宮口を執拗に責め嬲る。

「ぁ、あ、あっ……[image: ]　ぁ、あんっ、あっ……[image: ]　ぁ、ふうぅぅっ……[image: ]」

「どうだ、アルマ。これならゆっくり、味わえそうか」

「ぁ、う、うんっ……[image: ]　きも、ちぃっ……[image: ]　きもちいぃ、ですっ……[image: ]　んぅっ……あぁぁっ……[image: ]」

　アルマエイラはねとりと艶めかしく舌なめずりし、子宮をトントンと叩かれる快楽を堪能する。全身をきゅっとこわばらせ、心地よい子宮アクメが迫りくるのを待ち構える。

　ぬとんっ、ぬとんっ、ぬとんっ──子宮口に触れるたび先走り汁をこすりつけ、代わりに本気汁でべっとりと濡れる亀頭。ぶっくりと膨れた弾力が子宮口を打つほどに少女の身体は火照り、子宮口はひくひくとうずきをたたえてうごめいた。

「ぁ……ぁんっ、あっ……[image: ]　ヨアルのっ、また、おっきくっ……[image: ]」

「……アルマも、わかるんだな」

「ぅ、んっ……[image: ]　おち×ぽ、ごつごつ、してるとこがっ……[image: ]　ごりっ、てぇっ……[image: ]　おなかの、うらっかわ、こすってるのっ……[image: ]　いいっ、いい、ですぅぅっ……[image: ]」

「アルマのおま×こも、さっきよりキツく締めつけてきて気持ちいいぞ。ぞわぞわって、チ×ポ引き込むみたいに絡んでくる……傘のとこがぶわって開いてるの、わかるか？」

「ぁ、あん、や、もっ……そこ、こすりつけ、ないでぇっ……[image: ]　い、いつでも……っ[image: ]　だ、だして、ん、んふぅっ……[image: ]　いいっ、ですから、ねっ……[image: ]」

　アルマエイラはうっとりと目を潤ませてほほ笑み、ヨアルに吐精を誘いかける。赤く染まった頬にじっとりと汗が流れ、白いうなじを艶やかに輝かせる。

　すでに込み上げてきているのは確かだが、そこはぐっと堪えて膣奥をこつこつと突き続ける。ぬとんっと先走り汁をこすりつけるように突き、抜きながら最奥の膣天井をかき上げる。

　ぬとんっ、ぬぽっ、ぬこっ、ぬとっ、ぬちゅっ──膣奥は次第に本気汁で濡れそぼち、鈴口を重ねるたびに淫汁の泡がじゅぷんと弾けた。

「ぁ、あんっ、あ、あひっ……[image: ]　よあ、よあ、るぅっ……[image: ]　　は、はやくぅっ、だして、くだひゃっ……[image: ]　わ、わたしっ、もぅっ……[image: ]」

「ん。イキそうなら先にイっていいぞ……このまま、登っていけそうか」

「ぇあ、ちょ、ちょっと、まって……っ[image: ]　わ、わたしぃっ……[image: ]　あぁんっ……[image: ]　ぁ、あ、あっ……[image: ]　これ、だめ、ぁ、いやぁっ……[image: ]」

　強い刺激で無理やり絶頂させられるのとは違い、じっくりと責められては我慢するのも難しくない。そのせいで快楽の上限は際限なく高まり、いつの間にやら深いアクメの一歩手前。アルマエイラはいまさらそのことに気づくが、もうすでに手遅れだった。

　いやいやと身をよじる様子とは裏腹、彼女は膣穴を食い締めながら下腹部をきゅんきゅんと震わせる。気持ちよさそうに全身を震わせ、子宮口の痙攣を激しくする。

　その間、ヨアルは一定のペースを徹底して保つ。凶悪な硬度と勃起で膣奥を叩く。とんっ、とんっ、とんっ、とんっ、と小気味良くピストンを打ち込んでいく。ほとんど機械仕掛けのような正確さで、刻一刻と昂ぶるアルマエイラの女肉を追い詰める。

「あぁぁんっ[image: ]　や、ぁ、これ、やっ……[image: ]　やぁんっ[image: ]　とんとんって、やぁぁっ……[image: ]　だめ、ですっ、おなか、とけちゃっ……[image: ]」

「……じゃあ、こっちか」

「[image: ]ひっ[image: ]　こ、これっ、も、だめ、だめぇってぇぇっ[image: ]　ぐりぐり、や、ぁ、あぁぁんっ……[image: ]」

　すかさずヨアルは子宮口を押し潰し、ゆっくりと腰を回す。ぐりぐりと子宮口を圧迫し、体重をかけてこね回す。

　丹念な責めで蕩けきった子宮口を強く嬲られてはひとたまりもない。アルマエイラは急に正気を失したように泣きむせび、びくびくと内ももを痙攣させる。か細い腰は逃げ場もなく、ずっぷりと貫かれたちいさな穴は男の腰使いの餌食にされるだけ。

「アルマはダメなのばっかりだな。……どうされるのならいいんだ？」

「……ら、らってっ……わ、わたしだけ……また、イっちゃいます……」

「イっていいんだって。……俺ももうちょっとでイくから、大丈夫」

「……ほ、ほんと、です、かっ……？　────ぁ、あ、だめ、だめぇぇっ[image: ]　とんとんって、しないでくださひぃぃぃっ……[image: ][image: ]」

　ヨアルが再び腰を使い出せば、アルマエイラは切なげにお腹を震わせて善がり泣く。ちいさなお尻をもじもじとくねらせ、股穴からぶしぶしと愛汁の飛沫を上げて身悶えする。

　ひんひんと甘く泣く嬌声を耳にしながら、ヨアルは凶悪な剛直を膣奥に送り込む。膣奥をぐりぐりとこね回すより、こちらのほうが快感が強いのだ──やろうとすれば、彼女ばかり何度も絶頂させるのも難しいことではない。

「本当に我慢しなくていいからな。アルマが気持ちよくイっちゃう顔、俺に見せてくれ」

「や、ぁ、やぁぁっ……[image: ]　……そんな、はずかしい、とこっ……」

「恥ずかしい顔だから見たいんだろ──ほかに誰も見ちゃいないんだから」

　ぬとんっ、ぬとんっ、と柔らかな子宮口を突く。肉と肉がぶつかる音がして、みっちりと腰を密着させる。すぐに離れてはまたお尻を叩くように突き、同時に片手でくしゃくしゃと頭を撫でる。

　それだけで我慢ができなくなったように、アルマエイラはふにゃりと蕩けた笑みを見せる。快楽に耽溺して抗わない面差し。こなれた柔肉はカリ首の溝に滑り込むほどねちっこく絡み、精を搾り取ろうとする。

　濡れた双眸そうぼうがヨアルを見上げ、彼女は切なげに告げた。

「……い、いっしょにっ、いっしょに……イキたい、の……っ[image: ]」

　まるで恋い焦がれるように甘えた声。

　ヨアルの腰の奥でぞわぞわと熱いものが渦を巻き、それに衝き動かされるように彼は腰を使う。

　一定のペースを刻んでいたピストンがにわかに早まる。とんっとんっとんっと休みなく膣奥を突き、火照った子宮口を容赦なく嬲り抜く。

　重たくのしかかる亀頭は弾けそうなほどパンパンに膨らみ、鈴口はどろりと濃い先走り汁をにじませる。

「ぁ、あっ、あんっ[image: ]　ひっ[image: ]　ひぃぃんっ[image: ]　な、んっ、なんっ、なんでぇぇっ[image: ]　は、はげし、とま、とまっへ、くだひゃっ……[image: ]」

「俺も、すぐに出そう、だから……一緒になら、イクの我慢な」

「ぅ、うんっ[image: ]　ぅっ、く[image: ]　ひ、ひどっ、ひぃんっ[image: ]　も、りゃめっ、イくっ[image: ]　イくっ、イキそっ、イっちゃっ……[image: ]」

　自らの性感を高めるために腰を速めるも、アルマエイラもまた余計に快楽を昂ぶらせてしまう。火照りきった身体がにわかにさぁっと紅潮し、汗ばんだ肌がぴくぴくと痙攣する。必死に身体をこわばらせて快楽を溜め込み、もじもじと腰をくねらせる。

　それはさながら尿意を堪えるようなもの。非常な精神力があれば膀胱の限界を超えて我慢することは不可能ではないが、結局いつかは無理が出る。全身を赤らめながら腰をくねらせ、ぷるぷると恥ずかしい部分を震わせて──それでも堪えきれるものではない。我慢した分だけ強い解放感を伴って、溜め込んだものは溢れ出る。

　いまのアルマエイラはまさにその状態だった──おびただしい快楽の波濤はとうにいたいけな生殖器官を苛まれ、さらに刻一刻と新たに快楽を注がれる。お腹の奥から込み上げてくる絶頂感に衝き動かされ、緊張の糸はいまにも切れてしまいそう。一秒ごとに膣ひだが激しくうねり、絡みつく。子宮口がちゅうちゅうと吸いついて、鈴口から子種を吸い上げようとする。

「……あぁんっ……[image: ]　も、い、イくっ……[image: ]　ほんと、に、イくっ、イくっ、も、むり、むりぃぃっ[image: ]　よあるっ、よあるぅぅっ……[image: ]」

「アルマッ……もうちょっと、だからなっ……お腹の中に思いっきり精子、出してやるからなっ……！」

「やっ、ぁっ[image: ]　あぁぁんっ……[image: ]　むりっ、むりだってぇっ……[image: ]　きてるっ、おなか、しびれっ……とけるっ[image: ]　とけちゃうぅっ[image: ]　イ、イく、イくのっ、も、イきますぅぅっ……[image: ]」

　ヨアルがあえて我慢を強いるように言うと、アルマエイラはむしろ切なげに下腹部を震わせた。ぞくぞくと甘い痺れに背筋をわななかせ、絶頂の兆しに身悶えする。

　彼女の抑圧的な性分がゆえか、勧められるよりも禁じられるほうがかえって興奮してしまうらしい──ならば、と膣奥を規則的にぬとんっ、ぬとんっと突きながら囁きかける。

「俺もアルマと一緒にイキたいから、な……？　もうちょっとだけ我慢、できるよな？　それまでイったら駄目だぞっ……!!」

「……うぅ[image: ][image: ]っ[image: ]　も、ほんと、ほんとっ、にぃっ……[image: ]　がまん、できなっ……[image: ]　イ、イくっ、イくっ、イくっ……イっちゃ、ぅ……っ[image: ]」

　本当はヨアル自身も気を抜けばすぐに達してしまいそうな状況だが、あえてそれをひた隠しにして子宮口を責め嬲る。肉棒がびくびくと脈動し、濃密な先走り汁を膣奥に撒き散らす。

　その反応にアルマエイラも気づかないわけはない。ぶっくりと浮き立つ血管の凹凸さえ感じるほど、彼女の膣粘膜は敏感に成り果てていた。柔らかな肉ひだが懸命に剛直を締めつけるが、そのせいで彼女自身も快楽を貪ってしまう。くいくいと迎え腰を使ってお尻を振り、絶頂寸前の甘美な肉悦に感じ入る。

「くぁっ……そうか、残念だな……俺もアルマとイキたかったのに、アルマはひとりでイっちゃうんだな？」

「……そんな、ことっ……いわないで、よぉっ[image: ]　う、ん、うぅぅっ……[image: ]　いじわる、ですっ、いじわるしないでぇっ[image: ]　お、おち×ぽっ、もうびくびくしてるくせにぃっ……[image: ]」

「〝そーろー〟は嫌だろ。俺もちゃんと我慢してやるからな」

「うぅぅっ、き、気にしてたんですかっ……あ、あやまりますからぁっ、こし、とめっ、とめれぇぇっ……[image: ][image: ]」

　自然とヨアルの表情にも嗜虐の色が浮く。それは被虐の悦びを垣間見せるアルマエイラとしっかり噛み合い、お互いの情欲を際限なく昂ぶらせていく。

　ヨアルはそぉっと彼女の頭を撫で、続けてほっそりとした顎をくいっと持ち上げる。淫情に染まりきった顔を晒させる──絶頂するはしたない表情を拝むために。まだイクな、という命令とは裏腹に。

　その意図は言葉にするまでもなく明白だった。

　精いっぱい堪らえようとして我慢できず、無理やりにはしたなく絶頂させられる──そんな恥辱極まる屈服の悦びを、彼女の身体にすり込むのだ。

「アルマも、いっぱい我慢してくれたからな……いまイったら、きっといままででいちばん気持ちいいだろうな。なんにも考えないで、頭も身体も幸せでいっぱいになって……そうやって、すぐにも気持ちよくイけるのにな」

「……ぁ、あ、[image: ]……やめ、いわなひでっ……よあ、よあっ……よあるぅぅっ……[image: ]　あぁ、もっ……[image: ]　イ、イくっ、イくイくイくイくっ……っ[image: ]」

　甘い誘惑に女肉がひきつり、アルマエイラの身体がびくびくと跳ねる。全身が絶頂を迎え入れるかのようにこわばって、甘美な快楽電流にぞわぞわと痙攣する。

　──まさにこの時を待っていたようにヨアルは腰の動きを激しくし、ぱんっぱんっと力強い交尾音を響かせながら子宮口を打ち据えた。精を搾り上げるようにうねる膣肉をかきえぐり、吸いつく子宮口をずっぷずっぷとめった突きにする。

　瞬間、アルマエイラは両手両足でヨアルにしがみつく。両脚をしっかりと腰に絡めながら、泣き出しそうな眼で男を見つめ、お腹の奥から込み上げる絶頂感を弾けさせた。

「……ごめん、なさ、ぃ……っ[image: ]　イっくっ、もぉ、イキますっ、イくっ、イクイクイクイクうぅぅぅ～～～～っっ[image: ][image: ]」














　びくんっ────びくびくびくっ。

　ちいさな身体が壊れたように激しく跳ね、全身を仰け反らせながら絶頂の悦びに震え上がった。溜めに溜め込んだ快楽が全身を駆け巡り、おもらしのような解放感とともに股穴を衝き上げる。

　さんざんじっくりと昂ぶらされ、我慢を強いられた末に味わわされる凶悪極まりないおま×こアクメ。子宮での絶頂までも同時にすり込まれ、アルマエイラはぷるぷると下腹部を小刻みに痙攣させる。お腹越しにわかるほど奥の宮を打ち震えさせ、甘い痺れはお腹の奥から全身まで瞬く間に行き渡った。

　ごめんなさいごめんなさい、とうわ言のように呟きながら長い長い絶頂に溺れるアルマエイラ。偽りの罪悪感すら背徳の悦びに替え、彼女は心行くまで浅ましく快楽を貪る。その表情ははしたなく、そして淫らに緩んでいた。

「いつでもイっていいって言ったろ。……アルマのかわいいイキ顔見てたら、俺も……くっ……！」

　ヨアルが耳元で囁けば、アルマエイラの膣内は歓喜に震えるようにぐねぐねと激しくうねる。愛汁がぴゅぴゅっと飛沫を上げ、ぎゅうぎゅうと締めつけを激しくする。

　その蠱惑こわく的な歓待と締めつけに揉まれ、ヨアルは一気に上り詰める。絶頂の最中にある子宮口にずっぷりと体重をかけて押し潰す──ぐりんぐりんと腰をひねってこね回す。

「あ、[image: ]っ……[image: ]　よあ、るっ、それ、それらめぇぇっ……[image: ]　わたひ、イってっ、また、イっく、イくっ、イクっイっちゃっ──イっくぅんっ……[image: ][image: ]」

「俺も……射精すぞ、アルマ……!!　ぐ────う[image: ]……っ!!」

　鈴口と子宮口をみっちりと密着させ、ぐりぐりとこね回しながら吐精する。

　先ほどとまったく遜色ない──むしろ時間をかけただけ濃密で大量の第二波が、ドピュドピュと叩きつけるような勢いでぶちまけられた。

「ひっぐっ[image: ]　……あぁぁぁ[image: ]っ……[image: ][image: ]　あっ[image: ]　ぁっ[image: ]　あぁんっ……[image: ]　ぁ、あっ……[image: ]　よあ……る、ぅっ……[image: ]」

「うっ……くぉ、お……アルマっ……!!」

　びゅぐん、びゅるっ、どぶぷっ──びゅぐるっ、どぴゅっ、びゅぷっ、ぶびゅっ!!

　瑞々しい膣肉の甘美なうねりに誘い出され、肉棒が脈打つたびに噴出する濃密な子種汁。

　絶頂に震えるマン肉はそれに飽き足らず、さらなる交尾をねだるように剛直に絡みつく。精子の奔流は止めどなく、10や20の脈動では一向に収まることがない。射精は数十秒以上も続き、アルマエイラはそれを受け止めるたびに蜜壺をきゅんきゅんと心地よく締めつけた。

「……ぁ、あ、ふっ……ぅ、ん……[image: ]」

「……く、は……」

　甘い甘い絶頂の余韻に浸り、力尽きたようにふたりはつながりあったまま。

　睦み合い生殖粘膜はひとりでにぬちゅぬちゅと絡み合う。絶頂したばかりだというのに淫らな体液を交換し、膣ひだは肉竿を舐めしゃぶる。子宮口は鈴口にちゅうちゅうと口づけ、残り汁を余すところなくすすり上げる。

　はぁ、はぁ、とふたりして甘い息を漏らす。吐息まで重なり合うような距離。どちらともなく唇を差し出し、すぐに貪り合うように口づけを交わす。ねっとりと舌を舐め交わし、上気した肌も醒めやらぬまま舌を絡め合う。唇をむちゅむちゅと密着させ、吸いつきながらゆっくり離す。

　唾液の糸を引きながら、ヨアルは絶頂の余韻に蕩けたアルマエイラのはしたない表情をじっくりと堪能した。

「……初めてでこんなイキ方覚えたら、本当に変態になっちゃうかもな」

「……よ……よあるの……せい、です……」

　からかうように笑って声をかければ、アルマエイラは拗すねたようにそっぽを向く──声の甘さがまるで隠せていない。

　濡れた蒼い瞳、赤く上気した頬、乱れた甘い息遣い。淫情の余韻そのままに、彼女はじとりとヨアルを見つめる。

「……こ、こんな、いじわる、ばっかり……するつもり、なんですか……？」

「お望みとあらば。責任は取らんとな」

　ちゅっと唇に口づけ、汗に濡れた髪を優しく撫でる。

　アルマエイラはそれだけできゅんと蜜壷をひときわ締めつけ、膣奥から本気汁をとぷりとにじませた。

「……い、いじわる……」

「ああ」

「……いじわる、すきです……いじめられるの、これ、すきっ……[image: ]」

「もう充分変態だったか……？」

「すっ、すなおに、いいましたのにぃっ……！　っ、ふ……あぁんっ……[image: ]」

　アルマエイラの抗議を聞き流し、ヨアルはずぷずぷと肉竿を引き抜く。柔らかな膣肉が名残惜しそうにすがりついてくるが、ヨアルはそれを引き剥がすようにこすりながら抜き去った。

　抜いた途端に上向き、激しく反り返る肉竿。とてもアルマエイラの膣内に収まるとは思えないそれを、彼女の口元に突きつける。

「なら、これを綺麗にしてもらおうか」

「……っ……ぁ、く、くさい、です……っ[image: ]」

　極太の陰茎は淫らな汁にべっとりと濡れ、二度射精してなお勃起たくましい。

　アルマエイラはすんすんと白い鼻筋をひくつかせ、瞳をとろんと湿らせる。うっとりと目の前の男根に見入り、ぷるぷるの唇をそっと近づける。

　ヨアルはアルマエイラの頭にそっと手のひらを添える──勃起から目を逸らさせない。

「……こんな……ぁ……[image: ]　くさくて、おっきくて、ふとくて、いやらしいかたちの……おち×ぽ……[image: ]」

「これがアルマを気持ちよくイかせてあげたチ×ポだからな。アルマのすけべな汁でべとべとになった分、お仕置きだ」

「……ぁ、あぁっ……[image: ]　ぁ、んっ……[image: ]」

　アルマエイラの熱い吐息が敏感な亀頭に触れる。肉棒がびくんと跳ね、先端にぶくりと先走りの泡を浮かばせる。

　彼女はちゅっとカリ首に口づけ、マン汁を舐め取るようにおずおずと舌を寄せながら、上目遣いにヨアルを見た。

「……こ、こんな、の……ごほうびです……っ[image: ]」

「手遅れだわ」

「なんでぇっ……!?」







26　ただの女として





　ベッドの上であぐらをかき、ちいさな頭を優しく撫でるヨアル。アルマエイラは彼の股ぐらに顔を埋め、柔らかな唇と舌で肉棒に奉仕する。

　肉竿の汚れを綺麗に舐め取ってなお、アルマエイラは口を離そうとしなかった。裏筋をなぞるように根本から先端までねろりと舐め上げて、亀頭にちゅっと口づける。カリ首の裏側にちろりと舌を這わせ、こびりついた汚れまで綺麗にこそぎ落とした。

　技術そのものは拙つたないが、念入りかつ心のこもった口奉仕にヨアルの陰茎は凶悪なまでに奮い立つ。

「よくできたな。もういいぞ」

「……ふあ……？」

　くしゃりと白金色の髪を撫でられながら、アルマエイラは惚けたようにヨアルを見上げる。その言葉を理解しかねるように蒼い瞳を揺らし、その間もにちゃにちゃと亀頭を舐り回す。

「だいたい綺麗になっただろ」

「……れ、れも……」

　ヨアルの生殖器官にはもう、アルマエイラの舌が触れていないところはない。表面は彼女の唾液がべっとりとまとわりつき、鈴口にはぶくりと先走り汁の泡が浮く。愛しい想い人から熱心に、かつ執拗にしゃぶりつかれ、気持ちよくないわけもなかった。

　そのうえで、アルマエイラはなおも分厚い肉傘にねっとりと舌を這わす。まるで甘え、すがりつくように唇で吸いつく。挙げ句の果てには頬をすり寄せ、ぷにぷにと柔らかな弾力を伝える始末だった。

「……そんなにチ×ポ舐めるのが気に入ったか？」

　瞬間、アルマエイラの身体がぴくんと跳ねる。黒い法衣はすでにずり落ち、艶めいて白い肩がむき出しだった。

　快楽の余韻醒めやらぬ頬がじわりと紅潮し、そのくせに口淫は止まらない。ちゅるちゅると先端の先走り汁をすすり、ねろねろと鈴口を舐め回す。ドス黒い亀頭にちゅっと口づけ、カリ裏をねろりと舌で一周する。

　それは言葉よりも雄弁に彼女の本音を物語った。

「……す、き……すき、です……これ、おち×ぽ……味、こいの……いっぱい、なめても……味、なくならなくって……っ[image: ]」

「せっかく大きくしてくれたから、またおま×こ穿うがってやろうと思ったんだけどな」

「……い、いま、はっ……いまは、おくちでおち×ぽ、たべさせて、くださいっ……[image: ]　もっと、いっぱいっ……ちゅぽちゅぽ、したいの……」

「わかったわかった。……そんなにチ×ポしゃぶるの好きになっちゃうとはな」

　ヨアルが揶揄やゆするように言うと、アルマエイラは顔を真っ赤にしながら拗ねたように口をとがらせた。

「……ち、ちがいますっ……こんなに、おっきくて、かたくて、あつくてっ……こゆくて、くさいの……好きになるに、決まってますっ……」

「普通、ちょっとは怖がるじゃないか」

「……こ、こわくないですもん……おち×ぽはこわくないです……いっぱい、きもちよくしてくれましたし……いやらしいカタチ、ですけど……よくみるとかわいいですし……」

「いやかわいくはないな……」

「……で、でも、好きなんですもの……」

　そう言いながら、アルマエイラは本当に愛おしそうに竿先へ口づける。ぶっくりと膨らんだ先端を唇で包み、柔らかな粘膜でねっとりと亀頭をしごき上げる。

　鼻から抜ける強烈な雄臭さに頬を染める彼女を見下ろし、ヨアルはそっと頭を撫でながら問うた。

「……しゃぶるのと、ハメられるのと、どっちがいい？」

「……ふ、ぇ……？」

　アルマエイラはちいさく首を傾げ、悩ましげに眉根をひそめながら亀頭をしごき続けた。亀頭からカリ首までをぬっぽりと唇で咥え、口腔粘膜をこすりつけるように頭を振る。口腔を肉穴のように使い、舌を絡めながらぬぽぬぽと唾液を塗り広げる。

　黒光りする竿先に透明の雫をべっとりまとわりつかせたあと、彼女は唾液の糸を引きながら困惑げに言った。

「……そ、そんなの……いじわる、です……どっちも、すき……おち×ぽ、だいすきです……どんどん、すきになっちゃうのに……比べたりなんか、できないです……[image: ]」

　声はうっとりと甘く蕩け、むき出しの股ぐらはぐっしょりと濡れそぼつ。瞳はうるうると切なげにヨアルを見上げ、名残惜しそうに竿先をねろねろと舐め回す。

　剛直はもはや青筋のような血管を浮き立たせ、鋼鉄の芯を通したようにそり返る。彼女のはしたない告白に、ふつふつと肉欲を煮えたぎらせているのだった。

「そんなに好きなら、邪魔しちゃ悪いな。……これはアルマのものだから、アルマの好きにしていいぞ」

「……っっ[image: ][image: ]　……っ……は、ぃ……[image: ]」

　ぞくぞくと背筋を歓喜に震わせ、嬉々として頷くアルマエイラ。バキバキに勃起した剛直を突きつけられ、喜色満面の表情をまったく隠せない。まるで発情期の雌犬のごとく息を乱し、彼女はねっとりと舌を這い回らせる。すんすんと白い鼻筋をひくつかせ、濃厚な雄臭を堪能する。しきりに漏れる熱い吐息が触れるたび、肉竿はびくびくと激しく脈打った。

「……おち×、ぽ……いただきます、ね……[image: ]」

　アルマエイラはヨアルの腰に手を添え、ちゅっと竿先に口づける。先端を滑るように咥え込めば、あとはそのまま亀頭をぬっぽりと頬張った。

　輪っか型になった唇をカリ首のくびれに引っかけ、にゅもにゅもと小刻みに前後する。さも美味おいしそうに舌も絡め、亀頭を磨き上げるように舐め回す。

「っ……く、ぉ……」

「ん……ぅっ……ん、む……うーっ……[image: ]」

　にゅもにゅも、ぬもぬも、ぬぽぬぽ──柔らかな唇が亀頭の出入りに合わせて形を変え、心地よい弾力を竿に伝えた。アルマエイラは口腔粘膜をぴったりと亀頭粘膜に貼りつかせ、隙間なく密着しながら肉幹をしごき上げた。ぽってりとした唇が敏感な肉傘をぬっぽぬっぽと重点的にこすり、刺激する。

　決して上手な口淫とはいえないが、敏感な部位をしつこく熱心に責め立てられて、否が応でも甘美な快楽が込み上げてくる。

「アルマ、すごい恥ずかしい顔になってるぞ……口なんか、完全に俺のチ×ポの形になってる」

「んうぅぅっ……！　んっ、ぅ……[image: ]　ん、ふ、うぅぅっ……[image: ]」

　瑞々しい唇は肉幹に貼りついて伸び、柔らかな頬は吸いつきのあまりぽこんとへこむ。言葉と視線で辱められてアルマエイラは息を荒らげるが、それでも口から肉棒を離そうとはしなかった。

　ちいさな唇はカリ首のみならず、ぬもぬもと竿の半ばまで頬張りだす。瞳は恍惚の色にうっとり蕩け、じゅるじゅると先走りをすする水音も激しさを増す。

「かわいいよ、アルマのチ×ポに吸いつく顔。……このまんま絵に描いて残したいくらいだ」

「……ん、ぅうぅぅ……ら、っへ、おひ×ぽ……っ[image: ]　……んうぅぅ……おいひっ……[image: ]　んっ……ふっ……[image: ]」

　アルマエイラを口の中を男根でいっぱいにして、すぅっと深く息を吸い込んだ。当然、彼女の鼻腔は口腔を通じて入り込む雄の臭においで満たされる──彼女は途端に全身を赤く火照らせ、切なげに眉をとろんと垂らす。口内が熱い唾液で溢れ、先ほどまでよりねちっこく絡みつく。

　心地よく生殖粘膜をもてなす口奉仕を受け、込み上げる快楽は止めどない。ヨアルはぐっと歯を食いしばり、腰の奥から湧き上がる射精感にちいさくうめく。

　アルマエイラは男の反応をつぶさに観察しながら、じゅっぽじゅっぽと激しく口を使い始めた。

「うっ……ぐ、うっ……！」

「ん、ふっ……[image: ]　んっ、ふぅーっ……[image: ]　ん、んっ[image: ]　んむっ、ぅ……[image: ]　ぅんっ、むふーっ……[image: ]」

　鼻腔から抜ける熱い息を漏らしつつ、愛情たっぷりに幹をしごき上げるアルマエイラ。柔らかな口腔粘膜は隙間なくみっちりと貼りついて竿をこすり、肉傘の出っぱりをぷりゅぷりゅと小気味よく弾く。亀頭から根元近くまでを長いストロークでしごき、それを何度も何度も繰り返す。ちゅっぽちゅっぽと淫靡な水音を響かせ、激しい吸いつきで先走り汁を搾り上げる。

　娼婦でも決してやらないような卑猥極まりない口腔奉仕に、ヨアルは思わず低くうめく。硬く張り詰めた陰嚢がきゅっと持ち上がり、内側に精を渦巻かせて脈動する。

「く、[image: ]っ……気持ちいい、ぞ……アルマのお口、おマ×コみたいになってるな……」

「……っっ[image: ][image: ]　ぅっ……ん、ふーっ……[image: ]　ふ、ぅー……[image: ]　んっ[image: ]　ふっ[image: ]　んっ[image: ]」

　みっちりと吸いつく口腔を生殖器官として扱われ、アルマエイラの背筋はぞくぞくと甘く震える。しかし口淫は緩むことなく、ちゅぽちゅぽと情熱的に竿をこすり上げる。濡れた粘膜がねっとりとまとわりつき、吸いつきながらしごき上げ、舌先は敏感なカリ首をしきりに弾く。ストロークのたびにちゅっぽんちゅっぽんと淫猥な音を立て、じゅぞぞぞぞっと派手な水音とともに先走りをすする。

　ヨアルが頭を撫でる手に力がこもり、彼女もまた男の腰をしっかりとつかんだ。頭だけを上下に振って、一生懸命に男性器をしゃぶる愛欲の口腔奉仕。唇でこすり上げるだけでアルマエイラは肌を火照らせ、お腹の奥で甘い欲求をうずかせる。

「んっ……ふ、んぅっ……[image: ]　よあ、るぅっ……[image: ]　ん、ふふっ……[image: ]」

　肉棒をぬっぽりと咥え込みながら、にっこりとヨアルにほほ笑みかけるアルマエイラ。なにがそんなに嬉しいのかと言いたくなるほどの満面の笑みで、また重点的にカリ首をしごく。小刻みな上下で敏感な肉傘をぷりゅぷりゅと唇にこすり合わせながら責め立て、そのたびに肉棒はびくびくと震え上がる。

　ヨアルの衝動もすでに限界が近かった。込み上げる射精欲求はおびただしく、カリ首をぷりゅんとこすられるたびに甘い快感が下半身を襲う。睾丸から汲み上げられた子種が肉棒に集い、竿先を衝き上げるような快楽が脳裏を焼く。

「……このまま、口の中に出してもいいか？」

「……ふぁ、んぅ……[image: ]」

　ヨアルが尋ねると、アルマエイラはくすりとちいさくほほ笑んで鈴口をぺろっと舐める。口づけ、竿の根本──陰嚢に片手を添えながら、彼女はじぃっとヨアルを見つめた。

「……どこ、でも……いいです、よ……[image: ]　だして、ください……びゅっびゅ、って……[image: ]　いっぱい、だして……[image: ]　わたしで、いっぱい……[image: ]　せーし、たっぷり、ぬきぬきして……[image: ]」

「く……うぐっ……!!」

　一瞬唇が離れ、冷たさを感じたのも束の間。温かな口腔粘膜にぬっぽりと包まれ、ヨアルは快楽のあまりほうと息を漏らす。

　アルマエイラのちいさな指先がそっと陰嚢を揉む。竿の根っこをくにくにとくすぐり、押し寄せる精を充填させる。

　興奮のあまり剛直は余計にいきり立ち、亀頭はひと回りもぶっくりと膨らんだかのようだった。

「ん、ふ……こい、におぃ……えへへ……[image: ]　もーひょっろ、れ……っ[image: ]　ん、ぅ……[image: ]　んふーっ……[image: ]」

「う、あ……く、出るっ……出そう、だ……!!」

　濃縮された雄の臭においで射精の兆しを感じ取る──言われるまでもなくきゅっと唇を窄め、肉棒を心地よく締めつける。

　ヨアルが限界を訴えようが、アルマエイラの奉仕は片時も止まらない。むしろ射精を煽るように、にゅぽにゅぽと口穴が敏感な部位をこすりまくる。柔らかな粘膜が怒張に合わせて弾み、歪み、にゅもにゅもとうごめきながらしごき上げる。

　まるで精を搾り取られるような感覚に陥りながら、ヨアルはすんでのところで吐精感を押しとどめる。アルマエイラを精液排泄の道具に使うようで、口腔に精を漏らすのは少し気が引けたのだ。

　あれほど濃密かつ淫猥なセックスを交わし、彼女から貪欲に求められてなお──やはりアルマエイラは、ヨアルにとって特別な存在だった。

「……ふぁ、んぅ……？　ん、ふっ……[image: ]　がまん、しなひれっ……[image: ]」

「っ……!!　……アルマ、その顔……変態、すぎ……っ！」

「んっ、ふっ……[image: ]　んふーっ……[image: ]　ん、むっ[image: ]　ん、ちゅっ[image: ]　ちゅぽ……っ[image: ]」

　ヨアルのうめきにも構わず、アルマエイラは精いっぱいに竿へ吸いつく。唇はまるで壷の口のようにすぼまり、頬はぺこんとへこんだまま。

　淫猥を通り越して無様ですらある醜態を晒しながら、アルマエイラは口腔粘膜で肉棒をしごくことに専念する。さんざん辱められた仕返しのように唇が加速し、淫らな水音がちゅぽんちゅぽんと間断なく響く。先ほどにも増してみっちりと密着する締め付けと吸いつきが心地よく、そのまましごかれてはたまったものではない。

　肉棒はバキバキに硬く勃起して、血管までぶくっと浮き立つように凝固する。カリ首はぶわっと傘を広げ、鈴口はひくひくと切なげに収縮する。アルマエイラの卑猥な口淫顔にもむしろ興奮し、陰嚢がぐぐっと竿の根本まで持ち上がった。

「ん……ちゅ、ぽっ……[image: ]　ん、ちゅっ……[image: ]　ん、ちゅ、ぷっ[image: ]　ん、ふっ[image: ]　ん、むっ[image: ]　ん、ぷっ[image: ]　ん、ふー……っ[image: ][image: ]」

　唇の肉がきゅっと窄まり、肉竿に吸いついたままねっとりと伸びきる。恥ずかしすぎる表情を晒しながら、アルマエイラは口淫をやめない。自らの羞恥よりヨアルの男根を気持ちよくすることを最優先する、愛情たっぷりのドスケベフェラチオ。

　ばっくりと開いた傘をぬもぬもとしごかれ、じゅぞぞぞっと肉棒全体を吸い上げられ──こみ上げる甘美な快楽が、ついに我慢の限界を超えた。

「ぅ……ぐ、ぁ、アルマ、そんな──」

「……いいの……[image: ]　いーんれふ……[image: ]　わらひっ……よあるの、せーえきべんじょ……[image: ]　ち×ぽといれ……[image: ]　びゅっびゅって、おもらしひて、いーからぁっ……[image: ]」

「……ぐっ……!!」

　がつん、と脳天をぶん殴られるような衝撃。腰の奥から衝き上げる快楽が下半身を支配し、渦を巻く精の奔流が上り詰める。

　誰よりも大事な人を、誰よりも愛しい女を。アルマエイラを自らの所有物のように使い、誘われるままに性欲をぶちまける。それはほかのなによりも背徳的で、蠱惑的で──アルマエイラが誘惑するからこそ、たまらなく甘美に思われた。

　もはや止められるはずもない。ヨアルは竿先で弾けるような絶頂感を覚えながら、射精の快楽に頭を白くして、アルマエイラのちいさな頭を押さえつけ────。

「アルマッ!!　出る、出るッ……！　ぐっ────う[image: ]ッ……!!」

「……らひて、らひてっ……[image: ]　せーし、びゅっびゅっ……てっ……[image: ]　────ふぁぁんっ……[image: ][image: ]」

　────どぴゅっ!!　びゅぐるるるっ!!　びゅるっ、びゅぶっ、ぶぴゅっ!!

　アルマエイラの甘美な口吸に誘い出され、ヨアルの鈴口が盛大に濃厚なザーメンを撒き散らす。震え、脈打つたびに精子が噴き出し、彼女の口腔粘膜をべっとりと白く汚していく。

　アルマエイラは歓喜の声を上げ、うっとりと頬を染めながら種汁を受け止めた。ドピュドピュと飛び出す白濁液を舌で受け、時折精を吸い出すようにちゅうっとすする。カリ首をこすり、ちゅうちゅうと頬をすぼめて吸い上げる。

　拙いながらも丁寧で熱烈な搾精に、ヨアルは「ぐ……う、ぐっ……！　お、[image: ]ッ……!!」と生々しいうめきを漏らしながら精を噴く。がくん、がくん、と腰を突き上げ、そのたびに気持ちよく精子をたっぷりとひり出す。濃密な塊が射精管を通り抜ける快楽さえ味わいながら、いつまでも脈動を長引かせた。

「……うふっ……[image: ]　ん、ふ……[image: ]　んぅー……っ[image: ]」

　アルマエイラはたっぷりと口腔で精子を受け止めたあと、口から肉棒を咄嗟とっさに抜いた。

　鈴口からなおも噴き出す種汁が彼女の顔にぶちまけられる。白濁は火照った肌の色に映え、アルマエイラは精子を浴びながらうっとりと嬉しげに口元を緩める。

「く……はっ……！　まだ、出るっ……!!」

「……んっ……[image: ]　ふぇ……[image: ]　いっぱぁい……[image: ]」

　頬に、額に、唇に、鼻筋に、眼尻に。あちこちに飛び散った種汁が顔を伝い、ぬらりと首筋までも白濁に汚される。

　顔中すべて精子まみれになりながら、アルマエイラはくんくんと鼻を鳴らしてはにかむ。えへえへと悦びが隠せないように笑み、またべえっと舌を出してザーメンを受ける。

　びくんびくんと男根が空撃ちして、射精がようやく終わりを告げた。ヨアルは荒い息を吐き、先端に精液の残り香を染みつかせる。

「く……ぁ……気持ち、よかった、ぞ、アルマ……」

「……んふ……[image: ]　ん、うんっ……[image: ]　えへー……[image: ]」

　くしゃくしゃと頭を撫でれば、アルマエイラは精子まみれの顔でにっこりとほほ笑んだ。迷わず鈴口に口づけて、ちゅうちゅうと精子汚れをすすり上げる。白濁が伝った跡さえ舐め取り、すっかり綺麗にしてしまう

　彼女はさらに舌と唇で射精直後の亀頭をねぶり、陰嚢をくにくにと揉みほぐす。するとヨアルの股間が蕩けるような快楽に包まれ、射精管に残っていた子種汁がびゅくんと噴き出した。

「うっぐ……ぁ……!!」

「……えへ……[image: ]　どう、です……[image: ]　わたひ、も……よあるの、せーえきべんじょ……[image: ]　なれます、よね……[image: ]」

「……対抗心とかじゃないだろうな」

　気だるい射精快楽の余韻にひたりながら、ヨアルは肩をすくめて項垂うなだれる。

　もしそんな理由なら罪悪感で死ぬかもしれない──この期に及んで死ぬつもりはまったくないが。

「……ち、ちがひまふ、よ……？」

「ザーメンを口の中に溜めるのやめろ」

「……ん、ん……[image: ]」

　アルマエイラはふるふると首を振り、口の中に溢れかえらんばかりの精子を見せつける。ぬらぬらと舌の上で舐め転がし、飲まずにその味と臭においを堪能する。

　彼女はそのまま深呼吸し、胸いっぱいに広がるザーメン臭にうっとりと惚ける。まるで酒に酔ったように目を蕩けさせ、ふやけきった表情で唇に付着した子種を舌なめずり。

「……わたひが、うらやましかっただけ、れふ……[image: ]　……んはぁぁっ……[image: ]　くひゃ……くひゃい、れふぅ……[image: ]」

「わかったから早く……いや、吐いてもいいから」

「んーっ……[image: ]　んぅ、うっ……[image: ]」

　絶対に渡さない、と言わんばかりにそっぽを向いてアルマエイラは口を閉じる。

　そのまま彼女はくちゅくちゅと口内で白濁をかき混ぜ、ねぶり、舐め転がし──味がなくなるまで堪能したあと、ようやくこくこくと喉を鳴らして嚥下した。

「……べぇー……[image: ]」

　べ、と突き出されたちいさな舌は元どおりの淡紅色。あーんと開いた口腔内にはひと欠片かけらの精子もなく、余すところなく綺麗に飲み干したのが見て取れる。

　いかにも褒めてほしそうなアルマエイラを見つめ、ヨアルはちいさな頭をくしゃくしゃと撫で回す。

「……よくできました」

「……ん、ふふっ……[image: ]　……よある、これ……毎日、しましょうね……[image: ]」

　アルマエイラはどこか物足りなさそうに指先で舌をなぞる。顔中にこびりついた子種をすくい取っては口元に運び、細やかな粒を咀嚼そしゃくする。

　──そんなはしたない痴態を目の前にして、ヨアルの勃起はまったく萎えることを知らなかった。

「アルマは欲しいところが多すぎるな」

「……ヨアルが、こんなにたくましいから、ちょうどいいんです……[image: ]」

「じゃあ、どこに欲しいかちゃんと言うようにな。……もう１回、アルマのおま×こでチ×ポしごくぞ？」

「……もちろん、いいにきまってます……[image: ]　……あんなに、いっぱい出したんだから、すこしは……ぁ、うそ……っ[image: ]　カタ……い、ですっ……うぅ[image: ]っ[image: ][image: ]」

　股の間に顔を埋めていたアルマエイラをあっという間に転がし、ベッド上に横臥おうがさせる。

　そしてヨアルはすかさず彼女の片脚を上向きに持ち上げ、もう片方の脚をまたぐ──ぐしょぐしょに濡れ蕩けた膣穴に竿先をあてがい、ずっぷりと肉竿を突き入れる。

　不安定な側位での挿入に、パンパンに膨らんだ亀頭が膣壁と激しくこすれる。あくまでゆっくりと股穴をほじくり返せば、アルマエイラはたちまち甘い声を上げて泣いた。

「……ぁ、あぁん……っ[image: ]　こ、これ、さっきよりっ……[image: ]」

「アルマの弱いところも力の加減も、だいたい覚えたからな。……行くぞ」

「あっ……ぁ、ぅんっ……[image: ]　……ひっ[image: ]　そん、なっ……ぁ、い、いぃんっ……[image: ]　きもちぃっ……[image: ]　いいっですぅっ……[image: ]　ぁ、ん、い、いっ……ふっ、んぅぅ……[image: ]　ぁ、イっ……[image: ]　イキそっ……[image: ]」

　口淫で悦ばせてくれたお礼をするように、ヨアルは巧みな腰使いで柔らかなマン肉をかき回す。

　ぬとんっ、ぬとんっと規則的に腰を入れるピストン運動。一対の雌雄はまた生殖粘膜をこすり合わせて高め合い、ふたりして絶頂の悦びに駆け上る。その日のあいだ、ついぞ淫らな鳴き声がやむことはなかった。
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　夕日が沈み、夜が更けてまた朝が来る。

　外から地下室まで漏れ聞こえる小鳥のさえずり──おだやかな自然の声にまぎれ、こんこんと扉を叩く音がした。

「……誰だ？」

「私ですが。入っても？」

「ああ。いまなら」

　ベッド上からヨアルが応じるとともに、扉からひとりの少女が顔を覗かせる。

　アルマエイラよりもなお小柄な身の丈。ふたつ結びの銀髪がふわりと揺れ、砂色の瞳がにわかにすぅっと細められる。

　お仕着せ服姿の側付侍女レディーズメイド──エアリィ・ヘイレムは大きな鉄鍋を片手に持ち、如才じょさいない足取りで入室した。

「ひどい臭においですね」

「……悪いな。片づける暇もなかった」

「見ればわかりますし、予想してもいました」

「有能な護衛がいるのもいまとなってはありがたいな。皮肉じゃなく」

「食事をお持ちしましたが、不要でしたか」

「……すまん。是非ともいただきたい」

　エアリィはちいさくため息をつくと、暖炉に鉄鍋を寄せかけた。馴れた手つきで火を点け、加減を調整しながら弱火で加熱を開始する。

「訂正します」

「なにがだ」

「以前、邪悪な強姦魔といったことです」

「いや、それは間違ってないと思うが……」

「よく見てください」

　そういってエアリィはヨアルの隣にいる彼女を指し示す。

〝魔女王〟アルマエイラ。彼女はちいさな頭をヨアルの腕にもたせかけ、すぅすぅと穏やかな寝息を立てながら寝こけていた。幸せそうに緩みきった表情を浮かべ、口端からは涎まで垂れ流し。

　ふたりは24時間以上も飲まず食わず、ぶっ続けで延々と交わり続けた。快楽を心行くまでたっぷりと貪り、いまは力尽きて休憩の時間。それでいて肉欲は収まりがつかないのだから始末に終えない──アルマエイラもいまは眠っているが、果たして目が覚めたらどうなることか。

「──アルマ様がこれほどふやけきった寝顔を見せられることなど、いままでに一度もありませんでした」

「観察していたのか」

「しばしばうなされておいででしたから」

「……ああ」

　ヨアルは深々と頷く。彼女の死に際を思い返してみれば、悪夢にうなされるのも納得だ。

　しかしいまのアルマエイラにはそんな気配もなく、胸を緩やかに上下させる。むき出しの白い肩をヨアルにすり寄せ、安穏な眠りにとっぷりと浸かっている

「正直なところ、感謝の念を禁じえません。私やシャルではきっと、何年かけてもこうはならなかったでしょうから」

「……感謝されるようなことじゃない。俺が好きでやったことだ──それはそれ、これはこれ、だな」

　結果的には丸く収まったと言えようが、それでエアリィにやったことが変わるわけではない。

　ヨアルが肩をすくめるのに、エアリィは鍋の様子を見ながら言った。

「そうですね。すべてがなかったことになるわけではありません」

「同感だ」

「ですから、強姦魔にしては邪悪ではない方、とでも言うべきかと」

「訂正する意味があるのかまったくわからんな……？」

　エアリィは火かき棒で木炭を積み、適度に火加減を整える。

　ぐつぐつと泡立ち湯気を立たせる鍋を確認し、彼女はヨアルを振り返る。

「シチューです。煮立ちましたら温かいうちにどうぞ。アルマ様が起きてこられないようでしたら、またその時に温めてください」

「ああ。ありがとう」

「それとですが、ヨアル様──」

「……前も思ったが、その呼び方はどうにかならないか」

「では、旦那様と」

「さてはあらためる気がないな？」

「私の立場から見ればそうなりますので」

　確かに間違ってはいないが、とヨアルは肩をすくめる。だが自分のやったことを思えば違和感は拭えない。

　エアリィは無感動な砂色の瞳で彼を一瞥すると、こつこつと足音を立ててベッドの傍らに歩み寄った。

「では、旦那様」

「……なんだ」

「────仕置きを、いただけますか……？」

　瞳をわずかに潤ませ、エアリィはそっとお仕着せ服の裾をたくし上げる。

　白い下着ごと見せつけられるなだらかな下っ腹。禁忌を感じさせるほどいたいけな白い肌。

　ヨアルはそれをまじまじと見て、エアリィの表情をうかがう。

　彼女の眼は薄膜を張ったように濡れ、頬はかすかな火照りに赤みを帯びていた。

「……悪いが」

　ヨアルがそう言いかけた瞬間、ほっそりとした両腕が男の首筋に絡みつく。

「……ん、ぅ……[image: ]」うっとりと恍惚げな息を漏らし、アルマエイラは彼を抱き寄せようとする──寝ぼけたままでは叶うべくもないが。

　ヨアルは彼女の頭をくしゃくしゃと撫で、もう一度同じ言葉をなぞった。

「悪いが、できない」

「そうすれば私はあなたの罪を赦ゆるします、と言ってもですか」

「……聞いていたのか？」

　思い返すのは、上の教会でアルマエイラが話したこと。

　エアリィは特に悪びれず頷いた。

「……そうか」

「全員が聞いていました」

「そっかあ……」

　あの小っ恥ずかしい告白まで聞かれていたというわけか。頭痛を覚えながら、ヨアルは寝ぼけたアルマエイラをあやすことに専心する。

「そうするつもりは、ないのですね」

「赦してもらうために新しい罪をこさえるのも詮ないだろ」

「……少し、安心しました」

「なにがだ」

　エアリィは不意に目を伏せ、たくし上げた裾から手を離し、一瞬だけ顔を手のひらで覆った。

　次の瞬間にはまったく元どおりの無表情。彼女は顔を上げてヨアルに視線を落とす。

「あなたはアルマ様を決して裏切らない、とわかりましたので」

「できるかぎり誠実でありたいとは思う」

「アルマ様には、ですか」

「そういうことになる」

　ヨアルもまた悪びれず言えば、エアリィの表情がほんのわずかに緩む。

「それで充分です。では、お邪魔しました──しばしごゆっくりなさってください」

　そういって踵を返す彼女を「待った」とヨアルが呼び止める。

　エアリィは淀みない所作で振り返り、肩越しに問いかけた。

「……なにか？」

「おまえに刻んだ呪紋だが、俺なら解体できる──いや、シャルロットでもできそうだが。どうする」

「いえ」

　エアリィは言葉少なに首を振る。

　──そして悪戯いたずらげにスカートをぺろんとまくり上げ、肉の詰まったちいさなお尻を見せつけた。

「これはあなたの刻んだものですが、あなたの罪の証でもあります。忘れないでください。私に刻んだ御印を消させはしません。消しもしません。私はそうしますし、おそらくは彼女らもそうするでしょう。────覚えていてください。どうしようもないクズでゲスですが強姦魔にしては邪悪ではない方のヨアル様」

「邪悪な強姦魔のほうがまだマシだったのでは……？」

「私が夜な夜なひとり寂しく肛門を慰めて達していることも」

「……それ、覚えておいてほしいか？」

「……やっぱり忘れてください」

　エアリィはにわかに顔を赤らめ、今度こそ足早に歩み去った。

　扉の向こう側に消えた彼女を見送り、ヨアルはちいさく息を吐く。

「……あれはまだあきらめがいいほうなんだろうな」

　苦笑し、ぽんぽんとアルマエイラのちいさな頭を撫でる。彼女はすがるように腕の力を強めながら身を寄せ、体温の高い裸身をこすりつけてくる。

　先刻のやり取りなど知りもせず寝こけるアルマエイラを見やり、安堵する──それでいいとヨアルは思った。いままでさんざん苦しんだのだ。もうこれ以上苦労させたくはない。





＊＊＊






「……おや、シャル。こちらにいらっしゃったのですか」

　地下室を退出し、廃教会の表に出るエアリィ。

　そこではシャルロットが壁に背をもたせかかり、周囲を見るともなく見回していた。

「ああ、邪魔が入らないようにと思ってね。めったなことはないだろうけど」

「盗み聞きはあまり褒められたことではありませんね」

「私は薬を盛るのもどうかと思うけどね？」

「──その節は正直、申し訳ないことをしたと思っています」

　エアリィは表情を変えずに言う。

　シャルロットは皮肉るような口振りだが、怒ってはいない様子だった。彼女の顔にはかすかな笑みすら浮かんでいる。

「でも意外だね、エアリィ。あんたがそんなことまでしでかしたってことは……あの男、あんたも落としてたんだろう？」

「言い訳のつもりはありませんが、そのとおりです」

　エアリィは正直に頷く。いまさら隠しても仕方がない。

「じゃあさ、エアリィ。──あんたがあの男になにをされたのか教えてくれたら、許してあげなくもないけど？」

「……ぅ」

　隠しても仕方がない──そう言いたいところだが、さすがにそれは恥ずかしい。

　エアリィは白い頬をにわかにさっと赤く染める。

「な、なんでそんなことを尋ねるのですか」

「あんたがなにをされたのかわかったらさ、まぁ、薬を盛ったのもしょうがないかな、って思えるんじゃないかい？」

「他人事みたいに言わないでください」

　エアリィの恨めしげな声。シャルロットはくつくつと喉を鳴らして笑う。

　シャルロットもべつに無理強いしたいわけではないだろう。が、たったそれだけで蟠わだかまりを解消できるならそれに越したことはない。

　エアリィはしばし俯いたあと、銀色のふたつ結びを揺らし、ふっと顔を上げた。

「……お、お尻を」

「お尻を？」

「…………お尻の穴を、開発されました」

　それを聞いたシャルロットは笑った。腹を抱えて笑った。

　そんなに笑うことはないでしょう、とエアリィが憤慨するほどに大いに笑った。

　エアリィの顔は火がつきそうなほど真っ赤──対するシャルロットは目元の涙を拭いながら言う。

「……いやはや、魔王軍随一の暗殺者をケツ穴狂いにしちまうとはね。とんでもない男だよ」

「誰がケツ穴狂いですか誰が」

「そこまでは行ってないってのかい？」

「……ち、違わなくはないですが」

　いまさら嘘をついても仕方がない。もう20年来の仲なのだ。

　魔王軍などとは言ったものの、すでに腹は決まっていた。

　アルマエイラがヨアル・ヤオトルを伴侶に選んだ以上、魔王に反旗はんきを翻すことは避けられない。これはもはや変えようのない運命だ。

「で、ふたりはどうだったんだい？　これで上手うまくいってなかったらヤられ損だよ、私は」

「その点についてはご心配なく──じつに仲睦まじい様子でした。まだしばらくは出てこられないかと」

「……そうかい。ならいいんだ。うん、それなら私から言うことはない────」

「心なしか残念そうにも聞こえますが」

　エアリィは淡々として言う。シャルロットは少し困ったように眉を垂らす。

「……んなこたあないさ。そりゃ、あれだけ抱かれりゃ少しは気持ちも湧くけどね。それだってあんたの薬の影響だろう？　べつに本気になってるってわけじゃない」

　シャルロットは言いながら、蜂蜜色の髪をくしゃくしゃとかきむしる。

「……なんか、我ながら言い訳がましいね」

「自覚はあるのですね」

「そりゃあね。相手はアルマの長年の想い人なんだ──さすがに手出しする気にはなれないよ」

「私もそう思いまして、最後に手をつける気はないかと誘ってみたのですが」

「なにやってんだいあんたは」

　シャルロットは白目を剥いてエアリィを見る。

　エアリィは勢いのまま、開き直ったようにあけすけに言う。

「あいにく、ヨアル様は存外に堅物であらせられるようです。袖にされてしまいました」

「……意外なんだか、予想どおりなんだか……」

　アルマエイラはしばしばかつての想い人──ヨアル・ヤオトルのことを断片的に話した。

　彼女が語った人物像を統合すれば、誠実かつ生真面目、立場に囚われず気さくに接してくれる優しい男性、という印象を受ける。

　現実のヨアル・ヤオトルはというと──アルマエイラ相手に限るならばそのとおりなのかもしれない。

「まぁ、私たちに手ぇつけた責任を取る気はないと」

「そうですね。私たちにしてみればクズでゲスな強姦魔にすぎませんが」

「ひどい言われよう」

「アルマ様に対する気持ちのみは確かなものと言うわけです────その点も含めて、私は彼を好いておりますよ」

「……あんたは気持ちの整理をつけた、ってわけだ」

　シャルロットはちいさく鼻を鳴らす。

　彼女にとっても、アルマエイラを泣かせないならそれだけで申し分のない男だった。少なくとも、魔王などよりはよほど。

「ええ。ですからシャルも、薬のせいなどと言い訳せず、率直に仰ってみればいかがでしょう」

「言い訳じゃないってぇの。……でも、そうだね。もうそこまで嫌っちゃあいないよ」

　そもそもの誤解は、ヨアルの生存を認めなかったことから始まっていた。

　ヨアルは確かに一度死んでいたのだが……まさか、〝伝説の魔女王〟シェラハの関与があろうとは。

　エアリィがそのことを話すと、シャルロットはますます深いため息をついた。

「……シェラハの直弟子ぃ？」

　シャルロットも、先代の魔女王に伝手つてがある、とは聞いていた。

　しかし彼自身が弟子だったとはまさか思いもしない。

「そのようですね。魔王様の対策についてもなにかしらあるようですが──あの方に仕込まれたという線は濃厚かと」

「……道理で不覚を取ったわけだ。認めたくはないけどさ」

　そもそもの話。

　多少の薬物を盛られようが、シャルロットの戦闘能力は健在だ。どれだけ肉体が淫らな感覚に侵されようと、彼女の隙を突けないのならば意味がない。

　そのためには人並み外れた地力が必要であり──。

　ヨアルは見事にそれをやって退けた。

　シャルロットはいまさらながら腑に落ちたように頷く。

「……なにがシェラハの目に留まったんだか。私には普通の男にしか見えなかったけどね」

「下の才能では？」

「あんまりすぎやしないかい？」

　その指摘が一抹の真実を含んでいるなど、彼女らは知る由もない。

　さておき、とエアリィは咳払いしながら言う。

「順当に考えるならば、熱意ではありませんか。ヨアル様が蘇ることができたのも、結局はアルマ様ひとりのためというところに行き着くのです」

　そう──すべて。

　彼が冥府から引き上げられたのも。シェラハに師事したのも。単身〝魔女の国〟に分け入り、３人の女を手篭めにしたことも。

　結局、そのすべてはアルマエイラの元にたどり着くためでしかなかった。

「私が薬を盛られたのも、あんたに薬を盛らせたのも？」

「そうなるでしょう。彼の言い分に則るならば、ですが」

「──怒る気もなくなるね」

「同感です」

　シャルロットは呆れを通り越し、ふっと口元に微笑をたたえた。

　些細ささいな葛藤を吹っ切るような淡い笑み。

「それなら────まぁ、いいさ。屈辱的だけれど、悪くはない一夜の夢だった。どうせ男を知る機会なんてほかにないだろうしね」

「シャルは仕事ひと筋でしたからね」

「エアリィ、あんたが言えるこっちゃないだろう」

「私はそもそも人付き合いをしておりませんから」

「自慢げに言うんじゃないよ」

　ふたりとも、生きた年月はすでにアルマエイラの比ではない。

　ゆうに彼女の２倍は生きているだろう。

　彼女らに釣り合う男性がいなかった、ということもある。

　シャルロットはあまりに強すぎ、そしてエアリィはあまりに近寄りがたすぎるのだ。

　このまま死ぬまで色恋を知ることはないだろう、とほとんどあきらめかけていた。

　ゆえにこそ──悪くない夢だった、とシャルロットは言う。

「これまでどおり、アルマの傍そばにいられるんだからそれでいいさ。アルマの幸せを見守れるんだからさらに申し分ないね」

　魔王へ反旗を翻せば、情勢の変化は避けられない。

　その混乱に対応するため、シャルロットやエアリィの力はかならずや必要となる。

　そういった点を差し置いてでも、ヨアルはシャルロットとエアリィに「アルマの傍にいてほしい」と言った。

　ふたりを武力で排除しなかったのも、いま思えば、アルマエイラの気持ちを考えてのことだろう。

「……本当に、殺さなくて、よかったよ」

　シャルロットは自らの手を見つめ、しみじみと言う。

　可能であったか否かは別にして──もしあの時、ヨアルを本当に殺していたら。

　シャルロットは一生アルマエイラに恨まれただろう。悔やんでも悔やみきれないほどの過ちだ。

「ヨアル様ならばまた冥府から舞い戻ってこられるやもしれませんが」

「ありそうだからやめなよ」

「冗談です。が、その点については同感ですよ──ヨアル様がいらっしゃらなければ、アルマ様の安んじた笑顔は二度と見られなかったでしょう。傍にいるのが私たちとヨアル様とではずいぶんわけが違います」

「へぇ。そんなにいい感じだったのかい？」

「未亡人と新婚の奥様くらい違います」

「具体的すぎるよ」

　たとえにしては明け透けすぎたが、表現は的確だから始末に負えない。

「そいつは……私もおこぼれに与りたいね」とシャルロットは笑う。

　アルマエイラがしばしば悪夢に魘うなされていたのはシャルロットも知るところ。

　彼女の苦しみが晴れるならそれに越したことはない。

　アルマエイラはもう、充分すぎるほどに苦しんだのだから。

「おこぼれと言いますと」

「うん？」

「シャルもおこぼれを狙われるのですか」

　ぶふっ。

　と、シャルロットはなにかを口から噴き出した。

「き……聞いてたのかい？」

　あの時の独り言。聞かれてたのかい、とシャルロットは頬に汗を伝わせる。

　エアリィは立ち去ったあとだったはずだが。

「自慢の耳ですから。否が応でも聞こえざるを得ません」

「……ちょ、ちょっとした気の迷いだから。さっきも言ったろう？　アルマが悲しむようなことはできやしないよ」

「つまりアルマ様がお許しになられる限りは、と────」

「そんな仮定は考えなくていいっての!!」

　シャルロットはにわかに頬を赤くする。むっつりと唇を引き結んで腕組みする。

　エアリィは満足したようにからかうのをやめ、ふと気配を感じて周囲を見渡す。

　同時にシャルロットも視線を走らせれば、そこにいたのは──。

「シャル」

「……あんたも感じたかい？」

「邪魔者がいらっしゃったようですね」

「よーし。張りきって排除しようかい」

　やたらと豊満な肢体を黒いローブに覆った魔女──ニルン。

　密かに廃教会へ忍び寄っていた彼女は、ふたりの視線を察知して震え上がった。
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　アルマエイラが目を覚ましたあと、ふたりは食事を摂るとまた交わり合った。

　失われた年月を取り戻すように濃密な情交を繰り返し、貪るように快楽を堪能する。

　淫らな水音や雌の嬌声は絶えず響き、たび重なる絶頂が理性を押し流す。アルマエイラは蕩けきった甘い声でむせび泣き、恥知らずな言葉を何度となく紡ぐ。

　避妊など微塵みじんも考えず子宮に精子を直接たっぷりと注ぎ込み、そのたびにアルマエイラは甘美な絶頂に溺れていった。

　生殖粘膜を睦み合わせるほどに快楽は増し、蕩けた雌洞はどこをこすられても気持ちがよいほど敏感に成り果てる。じっくりとねちっこい責めで性感が次々に開発され、開拓され、身体を重ねるほどに淫らな弱点が増えていく。

　一日、二日と日を重ね、ヨアルの指と舌が触れていない部分はもはやない。あらゆる体位も試し尽くし、アルマエイラの嗜好や嗜癖までもすべて詳つまびらかにしてしまう。ヨアルは培った技巧の限りを駆使し、アルマエイラにありとあらゆる快楽の味わいをすり込んだ──もう二度と忘れないように、身体の隅々にまで覚え込ませた。彼女が欲しいとねだったことには進んで応え、そのたびにたっぷりとはしたないアクメ顔を晒させた。




　──時には獣のようによつんばいにさせ、うしろからずっぷりと極太の男根を突き入れる。

「……あ、あんっ、あぁんっ……[image: ]　……こんなっ、動物みたいな、かっこ……やぁっ……[image: ]」

「さっきよりキツく締まってるんだけどな。……興奮してるのか？」

「ぁ……あ、やぁっ、そんなっ……[image: ]　……だって、こんな……変態、ですっ……[image: ]」

「それがいいんだろ。動くからな」

「……ぁ、あ、あっ、あっ……[image: ]　あんっ、あぁんっ、や……い、いっ、きもちいいっ……[image: ]」

　パンパンと尻に小気味よく腰を打ちつけ、ぎちぎちに締めつける膣肉をほじくり返す。狭い締めつけのせいで肉竿と膣壁が激しくこすれ、アルマエイラへの快楽もまた強い。シーツに突いた膝はがくがくと震え、愛汁が内ももをだらだらと滴り落ちる。

「マ×コひくひくしてるぞ。尻穴までぎゅって締めつけて……もうイクのか？」

「よ、よあ、るっ、そこっ……[image: ]　……っ、や、そこ、みないでっ……[image: ]」

「大丈夫だ、恥ずかしくない。かわいいよ、アルマのケツ穴。いますぐキスして舌挿れてもいいくらいだ」

「ぅ[image: ]っ……[image: ]　ひ、ひらかないでぇっ[image: ]　や、い、イくっ、イクうぅぅっ[image: ][image: ]」

　ちいさな尻たぶをぱっくり割られ、かわいらしい窄まりをひくつかせながらの子宮アクメ。淫らな辱めに火照った恥部を突き回され、アルマエイラはたちまち絶頂に追い立てられる。白い背筋をぴんと伸びやかに仰け反らせ、ぶるぶると全身を痙攣させながらイク。膣内も切なげに剛棒を食い締めて、絶頂に達したことが丸わかりだった。




　──また時にはヨアルの上に跨がらせ、彼女自身に腰を動かさせる。

「……そう、そうやってアルマが気持ちいいように腰を動かすんだぞ。ちょうどいいところにチ×ポが当たるようにな」

「……わ、わたしっ、こんなっ……[image: ]　いやらしい、うごき……して、いいのですか……？」

「駄目なわけないだろう。大丈夫だ、俺しか見てないから」

「……よ、よあるがみてるから、はずかしいんです……っ[image: ]」

　アルマエイラはふるふると首を振りつつも、くいくいと小刻みに腰を動かした。

　恥ずかしげな様子とは裏腹、華奢な腰は巧みにくねる。剛直の反り返りをぐりぐりと膣天井にこすりつけ、切っ先を子宮口に誘導する。子宮口がむちゅっと亀頭に密着し、押し潰される快感にアルマエイラはうっとりと息を吐く。

「……っ、あぁぁ……っ[image: ]　いぃ……いい、です、これっ……[image: ]　ん、んっ……[image: ]」

　彼女はきゅっと目を閉じながら、腰をくねらせお尻を振り振り、主導権を取るセックスの快楽に夢中になる。

　やや前傾になってクリトリスをヨアルの下腹部にこすりつける。ごわごわとした陰毛が勃起陰核にぐりぐりとこすれ、アルマエイラは思わず甲高い嬌声を漏らす。

　そのまま小刻みに腰を振り、最奥で粘膜同士の口づけを繰り返す。子宮口と鈴口をむちゅむちゅと何度も重ね、腰を回してこすりつける。ぐりぐりとこね回される肉悦に、いたいけな股のあいだがぞくぞくと痙攣する。

「ここがいいんだな？」

「ひっ[image: ][image: ]　……い、いきなり、突き上げないでぇっ……[image: ]　あ、んんっ……[image: ]」

「すまん。……じゃあ、このままな」

「……ふぁ……は、い……[image: ]」

　ずんっと下から突き上げた途端、アルマエイラはぞわぞわと膣ひだをうねらせて絶頂の兆しに震え上がってしまう。

　男は彼女の言いつけどおり、おとなしく勃起だけをいきり立たせた。くびれた腰にそっと手を添え、時折胸を揉みしだく。かちかちに勃起した乳頭をくにくにと揉みほぐせば、アルマエイラは切なげに声をうわずらせる。

　くいん、くいんと淫らに踊りくねる彼女の華奢な腰。何度も円を描くように腰が揺れ、お尻はちいさく上下する。ヨアルの身体から離れるかどうかも微妙なほどわずかにお尻が浮き、ぷにゅっと弾みながら着地する。小振りの柔らかなお尻が何度も跳ね、そのたびに子宮口と亀頭が密着する。

　最奥での密かな逢瀬を重ね、アルマエイラは弾けんばかりの快楽を胎内に積み重ねる。

「ん。……このまま、イクか？」

「……ふぁ、い……[image: ]　イクっ、イキますっ……[image: ]　イくっ、イクイクイクっ……[image: ]」

　淫魔も顔負けの腰使いを見せつけながら昇り詰めるアルマエイラ。長めのストロークで竿にマン肉を引きずられ、硬直した剛棒の感触を味わいながら素直に絶頂する。

「イっ……く、ぅんっ……[image: ][image: ]」

　びくんっ──びくびくびくっ。

　ヨアルの下腹部にぺたんと腰を落とし、蜜壺内を痙攣させ、アルマエイラはうっとりと法悦の快楽に耽溺する。眼はきゅっと閉じたまま、小柄な身体を仰け反らせ、びくびくと全身が甘く痺れる。淫らに踊りくねっていた腰がぴたりと止まり、お腹の奥から込み上げる多幸感と快楽に夢中になる。

「……は……ぁ……[image: ]　はぁっ……[image: ]　はぁ、はぁっ、はぁっ……[image: ]」

　絶頂の余韻も露わに熱い息を吐き、身体をぐったりと脱力させる。

　膣内に収まった剛直はまだガチガチに硬いまま。それがまるで芯のように蜜壺を貫き通し、絶頂の直後さえ心地よい快感を味わわせる。みっちりと膣内を埋め尽くされるのがたまらなく、こぞってきゅうきゅうと膣ひだを吸いつかせてしまう。

「すごい動きだったな」

「……だって……こんなに、カタくって……[image: ]　……目いっぱい味わいたくなるに、決まってます……[image: ]」

「どうする。俺のを搾れるまで頑張ってみるか」

「ぁ……んっ……[image: ]　……もぉ、馬鹿にしないでください……」

　アルマエイラはうっとりと顔を火照らせたまま見下ろし、ほほ笑み──そしてふと蒼い瞳を瞬かせた。

　お腹の奥から込み上げてくる甘ったるいうずき。絶頂後に押し寄せる肉欲の誘惑を、彼女はいつもより何倍も強く感じてしまう。

　戸惑い、切なげに腰をくねらせ、息を乱し──ヨアルの指先にくにくにと乳頭を揉まれ、うずきはさらに激しさを増す。

「……あ、ふ……あぁんっ……[image: ]　や、よある……っ[image: ]　っ、んっ……[image: ]」

　くすぐったくも確かな気持ちよさに甘い息を漏らし、再びずっぷりと子宮口を鈴口に密着させる。

　瞬間、アルマエイラは理解した────なぜこんなにも腹の奥がうずくのか、そのはっきりとした理由。

　なんのことはない。

　彼女はヨアルの力強い腰使いで突き上げられ、何度も何度も甘美なアクメを極めさせられた。そのたまらない快楽を身体で覚え、絶対に忘れないようにすり込まれた。そのせいで、騎乗位ではかすかな物足りなさを覚えてしまったのだ。

　ヨアルのたくましい腰使いで膣奥までほじくり回され、体重をかけて子宮口を押し潰される。あの凶悪なほど甘美な肉悦を味わわなければ──アルマエイラはもう、満足することができなかった。

「……よあ、る……」

　彼女は跨ったまま倒れ込むようにしなだれかかり、甘ったるい声で囁きかけた。

「どうした。アルマ」

「……わたし、もう……自分じゃ、だめみたいです……ヨアルに、ぎゅーっておしつぶされて……強く、ずんずんってしてもらわないと、ちゃんと、イけないの……」

　淫猥極まりない告白も、アルマエイラ自身は真剣そのものだった。素直に狂おしいうずきを吐露し、切なげに眉根を寄せて訴える。

　ヨアルはそっと彼女の髪を優しく撫で、汗みずくの額から前髪を払い、そこにちゅっと口づけた。

「わかった。なら、ちょっと激しくするか」

「……ちょ、ちょっとじゃなくても、いいの……激しく、して、ください……[image: ]　……もう、おなかの奥……きゅんきゅん、って……せつないんですっ……[image: ]　おねが────」

　アルマエイラが言い終えるより早く、ヨアルはあっさりと彼女を転がした。

　瞬く間にちいさな身体を組み敷き、男はその上にのしかかる。ずっぷりとちいさな雌穴を埋めつくす肉棒はそのまま、体重をかけて子宮口をずぷんっと押し潰す。

「……ぁ、あっ……[image: ]　あぁ、んっ……[image: ]　これ……っ[image: ]　……これ、ですっ……[image: ]　あぁぁっ……[image: ]　おなか、とけ……っ[image: ]　あ、ぁ、しびれ、ちゃっ……[image: ]」

　まだ動いていないにも関わらずアルマエイラは全身をびくびくと痙攣させる。柔らかなマン肉をうねらせて肉棒を絡め取り、バキバキに勃起した硬度を堪能する。

　ぎゅっと丸くなる足の指先。もじもじとくねる華奢な腰。肉悦に蕩けたはしたない表情。白い艶肌が火照りにさぁっと赤く染まる。すべての兆候が絶頂を意味する中、アルマエイラはうっとりとヨアルを見上げた。

　そしてびくんと肩を跳ねさせる──その視線の先には、荒々しく獣欲をたぎらせたヨアルの姿があった。

「どれだけ上手く誘惑すれば気が済むんだ、くそ……！　本当に激しくするからな、アルマ……!!」

「……ふぁ、え……？　……そんな、つもり、じゃ──―あぁぁんっ[image: ][image: ]　あっ[image: ]　あぁんっ[image: ]　ひぃんっ[image: ]　ひっ[image: ]　ま、まって、まってっ[image: ]　まってっ……くだひゃいぃぃ……っっ[image: ][image: ]」

　アルマエイラの制止を振りきり、ヨアルは激しく腰を使い出す。必要以上に彼女の脚を大股開きにさせ、パンッパンッと力強く叩きつけるように腰を突き入れる。剛直はいままでにないほど硬く太くいきり立ち、まるで熱した鉄槍のよう。

　ほじくり返された膣口からぐちゅぐちゅと愛汁がしきりに飛沫を上げる。白濁した蜜がべっとりと竿に絡み、膣内の潤滑をよくする。太マラをじゅっぽじゅっぽと激しくピストンされ、それでもいたいけな肉ひだは柔らかく包み込むように亀頭をみっちりと咥え込んだ。

「あひっ[image: ]　[image: ]っ[image: ]　[image: ]っ[image: ]　あぁんっ[image: ]　イっ[image: ]　イくっ、も、イくっ、イっちゃっ[image: ]　とけちゃうっ[image: ]　おなか、とけるぅっ[image: ]　やぁ、やっ、イくっ、もぉっ、イくぅっ[image: ]」

「いいぞ、イけっ……!!　俺も、すぐにっ……!!」

　アルマエイラが泣き善がる最中、ヨアルのピストンは片時も止まらない。肉竿の反り返りがずりゅずりゅと膣天井をかきえぐり、子宮口をずっぷりと押し潰す。

　アルマエイラのちいさなお尻がくいっと浮き、男のものを迎え入れるために上向く。接合部から淫らな蜜がしとどに溢れ、股間をべっとりと濡らしていく。

　甘ったるい泣き声を張り上げるのとは裏腹、彼女は子宮口を責められるたびにぐったりと脱力する。甘美な多幸感がお腹の奥から込み上げ、自然と力が抜けていく。全身に甘い痺れが駆け巡り、頭の中が子宮快楽で真っ白に塗り潰される。

　押し寄せる津波のような絶頂感に股の間から脳天まで衝き上げられ、全身をこわばらせながらアルマエイラは男に必死でしがみついた。

「……い、ぃ、イくっ、イくっ、イくイクイクイクっ……[image: ]　イっく、イキますっ、イっちゃ────ぁ、イくっ、イクっ[image: ][image: ]　イっくうぅぅぅ～～～～っっ[image: ][image: ][image: ]」

　びくん、びく、びくびくびく────びくんっ。

　アルマエイラはおびただしいほどに矮躯を痙攣させ、蜜壺を締め上げながら甘美な絶頂快楽に耽溺する。膣内をほじくり回される膣イキ、子宮口をぐりぐりとこね回される子宮アクメ。その両方がまとめて押し寄せるような肉悦に震え上がり、涙までこぼしながら善がり狂う。多幸感に蕩けたマン肉は甘い痺れに合わせてうねり、いきり立った剛直に絡みつく。

　中途半端な絶頂で焦らされた分、男の重みを感じながら貪るアクメはどっぷりと沈むように深い。胎内の激しいうずきが甘く溶け、ほっそりした四肢がヨアルにぎゅっとしがみつく。白肌がぷるぷると小刻みに震え、膣壁は逸物の根本をぎゅっと抱きすくめるように締めつけた。

「い……イくっ……[image: ]　あんっ……[image: ]　あぁんっ……[image: ]　イ、く、イくっ……[image: ]　イくぅぅ……[image: ]」

「俺も……出るぞ、出るッ……ぐ、[image: ]ッ……！！！」

　──びゅぐんっ、びゅるるるっ、びゅぶっ!!　びゅるるっ、びゅぶぴゅ、ぶびゅっ!!

　甘い余韻に震えるアルマエイラの胎内に、ヨアルはどっぷりと種汁を注ぎ込んだ。最奥と亀頭を隙間なく密着させ、容赦なく精液を噴射する。

　ぷにぷにと柔らかな子宮口がヒクつき、流し込まれた精子を余すところなく飲み干していく。鈴口に吸いつきすらして残り汁をすすり、濃密な精液の熱を存分に堪能する。

「……[image: ]っ……[image: ]　あぁんっ……[image: ]　ひぃっ……[image: ]　あつ……あつ、ひぃっ……[image: ]　んんっ……[image: ]」

「……く、お……お[image: ]……ッ!!」

　どくん、どくどくっ、どぷんっ。

　柔肉に揉まれた肉棒が残り汁まで搾り出し、ヨアルは快楽に低くうめく。

　アルマエイラもお腹の奥にたっぷりと精子を注入され、さも嬉しそうに下腹部がひくつく──子宮口が鈴口にちゅうちゅうと吸いつく。まるで射精を果たした怒張をねぎらうようだった。

　心地よい弾力とうねりで海綿体をもてなし、射精後の甘美な余韻を提供する。亀頭にこびりついた白濁を蜜壺に洗われ、ヨアルは思わず熱い息を吐いた。

「……あ、ぁっ……[image: ]　……やっぱり、わたし……もう……[image: ]」

　アルマエイラもうっとりと恍惚した息を漏らす。お互いの息が重なり、やがて唇をむちゅむちゅと睦み合わせる。

　おなかの奥の激しくも甘いうずきはもはやない。先ほどの子宮アクメが忘我の快楽を味わわさせ、肉欲の疼きを見事に晴らしてくれた。

　そして否が応でも理解せざるを得ない──やはりもう、ヨアルの力強い腰使いがなければ、満足に快楽を得ることもできないのだ、と。
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　唇をすり合わせ、舌を絡め、唾液をたっぷりと交換して口を離す。

　濃密な口づけを10分以上にもわたって交わしたあと、ヨアルはゆっくりと上体を起こした。

　そしてふと視線を落とし、気づく──アルマエイラの下腹部に浮かび上がった淡い光。

「これは──」

「……ぁ……」

　アルマエイラも快楽の色に惚けきったままそれに気づく。

　術者は確かめるまでもない。穏やかな日差しのような白光が、アルマエイラ自身であることを知らせてくれる。

　それは一見して天秤のようだった。

　秩序を司る秤の御印。かつては神に捧げられた御身で、すなわち貞節の証。

　おそらくはヨアルの魔力に反応して現われたのだろう。何度ともなく大量の精子を注がれて、現われないほうがかえって不自然だった。

「……懐かしい、です……わたしを、護ってくれた術式。……〝天秤の祝印〟……」

「いまはこんなざまだが」

「……ヨアルには、働かなくて、いーんです……[image: ]」

　アルマエイラは甘えた声で囁き、くすくすと悪戯げに笑う。

　ヨアルも自然と笑みをほころばせ、ちゅ、とまた口づける──ぬらりと舌を絡め、にちゃにちゃと舌先をつるませる。

　互いの舌の上を行き来する唾液の塊。たっぷりとお互いの唾を混ぜ合わせながら、ふたりは淫らなキスに没頭する。

　肉幹はなおもいきり立ち、淫壷をみっちりと埋めつくす。下半身で未練がましくつながり合い、生殖粘膜をこすり合わせる。

　どちらともなく肉体を睦み合わせるのを楽しみながら、アルマエイラはうっとりと下腹部をなぞって言った。

「……ね、ヨアル……わたしの、ここに……どうですか……？」

「──それは、その、そういうことか」

「……シャロにも、刻んだでしょう……？」

　アルマエイラは少し不満気に頬を膨らませる。

　つまりは淫紋。凌辱と征服、そして支配の証。それを刻んでほしいというのである。

　呪紋の本質は祝印とさして変わりない。要するには方向性が違うだけだ。相手がそれを許すなら、さして難しいことでもない──ましてや身体も心もつながり合った相手なら。

「いいのか」

「……欲しいんです……わたし、も……ヨアルのオンナ、っていう証……[image: ]」

　アルマエイラの媚びるような眼差しに、ヨアルはくらくらと脳が揺らされるような感覚を覚えた。

　誰よりも愛しい人に、誰よりも大事な人に──自らの手で淫紋を刻み込む。

　それはあまりにも背徳的で、許しがたく、そして想像するだけでも背筋が震えるほどの興奮を催させた。

「……本当に、いいんだな。なんだかんだ言っても、俺は人を物扱いできるような人間だぞ」

　その点において、彼はかつてのヨアルと決定的に異なった。

　しかしアルマエイラは、あまりにあっさりと頷いてみせる。

「……意外と意気地なしなところとか、やっぱりヨアルだって思います……」

「おい」

「……ん、ふふ……[image: ]　ね、好きにして、いいんですよ……？」

　ヨアルは熱い息を吐き、悩ましげにアルマエイラを見つめる。

　煩悶するが、やはり内なる欲望に打ち勝てるものではなかった。

　どのみち、やろうと思えばいつでも解除は可能なのだ──そう開き直ってしまえば覚悟は決まった。

「わかった。じゃあ、祝印の解除から」

「……このままで、いいでしょう……？」

「待った。そんなことをしたら、祝印と絡み合って」

「……それで、いーんです……[image: ]」

　アルマエイラはほほ笑み、無防備に白いお腹をさらけ出す。

　瞬間、ヨアルは戦慄を禁じ得なかった──呪紋の重ねがけは基本的に御法度だ。簡単な呪紋ならまだしも、複雑なものを重ねたら解除が極めて困難になる。

　効果が変質するような心配はないが、不可逆の変化を引き起こすのだから危険には変わりない。

　ヨアルが思わずためらうのに、アルマエイラは花咲くような笑みをほころばせて言う。

「……わたしの祝印は、もう、必要がないもの。……ヨアルので、重ねて、ぜんぶ、塗りつぶして……いい、から……[image: ]」

　──その言葉は、ヨアルの些細な躊躇をすべて蹴散らして余りあった。

「……アルマ」

「あぁんっ[image: ]　……い、いま、そっちは、だめ……っ[image: ]」

　ヨアルは腰を奥に進める。分厚い亀頭がずっぷりと子宮口を押し潰し、身体の最奥で濃密な口づけを交わす。

　これ以上ないほど深くつながり合い、悦びを交えながら、ヨアルは親指に歯を立てて血をにじませた。

　指先を彼女の下腹部に走らせる。鮮烈な赤の線形図を描き出す。

　女の生殖器官を模した呪紋──血色の淫紋が白い祝印と混ざり合い、まったく別の紋章に変貌する。

　まるで透きとおるようなピンク色。

　ただの淫紋でもなければ、神の祝印でも断じてない。

　祝福された生殖器官の御印が、アルマエイラの下腹部にうっすらと浮かび上がった。

「……あ……あっ……[image: ]　……これで、わたし……っ[image: ]」

　彼女はただそれだけで恍惚として、きゅうきゅうと蜜壺を締め上げる。涙に目を潤ませながらほほ笑み、きゅうっと目を瞑つむる。

　ヨアルもまた得も言われぬ満足感に浸り、アルマエイラに覆いかぶさった。

　ふたりしてじっと見つめ合う──お互いの息遣いと鼓動を感じ取る。

「……本当に、よかったんだな？」

「……よある、指……」

「ん」

　血がにじむ親指を差し出すと、アルマエイラはそれにちゅぷんと吸いついた。

　ちゅ、ちゅ、と味わうように血を啜る。傷口をぬるぬると舐め、ちゅうっと指先を軽く吸う。

「そんなの、飲むもんじゃないぞ」

「……ん……じゃあ、精子だけにします……」

　ちゅぱ、と口を離しながらアルマエイラはぽそぽそと囁く。

「そっちはお腹で飲んでもらおうか」

「あぁんっ……[image: ]　……ん、もおっ……[image: ]　……じゃあ、つば飲ませてください……ちゅーします、ちゅー……[image: ]」

「……甘え上手め」

　そのままほとんど彼女の唇を奪うように口づける。ねっとりと舌を絡め合う。ぴちゃぴちゃと舌先だけで舐め合い、続けて舌肉をねちっこくもつれ合わせる。

　上でも下でも深くつながり合い、淫らに体液を交換する。ずんずんと腰を突き上げるたび、アルマエイラはさっそく身体を火照らせて肉棒を食い締める。

　なんら変わりなく情交を重ねる最中、御印だけがふたりを祝福するように淡く輝いていた。
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　夢を、見た。

　遠い、遠い過去の日の記憶。

　20年前のあの日から、アルマエイラの時間は止まったままだった。

　──聖女。

　かつてそう呼ばれた少女は罪業の海を何事もなく渡り、冥府の門を仰ぎ見た。

　彼女の周囲には荒廃した大地が横たわり、地平線の果てまで続いている。

「……これは、また……」

　艶やかな白金プラチナブロンドのロングストレート、憂いを帯びた蒼い瞳、身にまとうは襤褸ぼろのようにすり切れた白の法衣。

　谷間に咲く白百合めいて場違いなほど美しい少女──アルマエイラ・セレナリエは目を見開き、眼前の巨大な扉に圧倒された。

　アルマエイラの身の丈はせいぜい１５０ｓｕあるかないかといったところだが、冥府の門はその数十倍もある。

　そしてさらに奇妙なことに、その扉はどこにもつながっていないように見えた──扉だけがぽつんとあるのだから必然的にそういうことになる。

「……開ければ、よいのでしょうか……」

　魔術的要因で空間が接続されている可能性は大いにある。

　そう考え、魔術という言葉から不意にひとりの男を想起する。

　密かに愛おしく思っていた幼馴染。彼女の秘めたる恋心を捧げた男──自分のせいで死なせてしまった、大切な人。

　ずきり、とちいさな胸が痛みを覚える。

　自分だけが死ぬなら納得できた。民衆の糾弾は不条理だったが、結局は自分の力不足が原因だ。アルマエイラは彼らを救うことができなかった。

　だが、ヨアル・ヤオトルまでもが殺されるいわれはない。

「……はぁ……」

　その時のアルマエイラは一種の自暴自棄だった。

　結局のところ、自分はただの見栄っぱりで意地っぱりだ。

　ヨアルとは異なる道を歩み、それでもお互いに誇りに思える人間であろうとした。〝聖女〟などという仰々しいふたつ名はその結果にすぎなかった。

　本当に人々を救いたいと考えていたのかも怪しいもの──確かにアルマエイラは貧困に喘ぐ人々を数知れぬほど助け、彼らの救済を声高に訴えた。各区の教会とも手を取り合い、実際に救済策を展開した。個人でも無償の医師として国を回り、あらゆる傷病者に治療を施した。

　それは決して楽なことではない。現実の弱者とは純然たる被害者ではありえない。

　彼らは時として乱暴で、気難しく、生きるためには犯罪も厭わなかった。彼らは往々にして汚れていて、悪臭を漂わせ、アルマエイラに醜悪な欲望を向ける者もいた。

　弱者救済とは、そういった人々と真正面から向き合うことだ。根気よく付き合うことだ。悪いのは彼らではない。貧困こそが悪なのだ。貧困が人を悪たらしめるのだ。

　言葉にするだけなら簡単だが、実際にやり遂げるのは並大抵のことではない。

　しかしアルマエイラはそれをやった──強靭な意志、清廉な精神、たゆまぬ信仰心などによるものでは決してなく。

　結局のところ、自分は、彼に認めてほしかっただけなのだ。

「……もう、いいですよね」

　だから、彼がいない世界に意味などない。

　アルマエイラは半ば自棄やけっぱちのまま、冥府の門をぐっと押した。

　ひやりとした金属の扉がきしみを上げ、ぎぎぃとひとりでに口を開く。

　そこには漆黒の闇が茫漠と広がっていた──分厚い闇の向こう側は一切見透かせない。

　────冥府むこうで、一緒になれたらいいのに。

　そんなことを考えて儚げに笑い、アルマエイラは前に一歩踏み出した。

　冥府の門をためらいなく跨ぐ。

　────瞬間、彼女の視界は急速に暗転した。
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　落ちる。

　どこまでも落下するような感覚を覚え、アルマエイラは目を見開いた。

　引っくり返った視界を無機質な暗闇が流れていく。

　そして気づく──それは空間転移の感覚によく似ていた。

　きゅっと目を瞑り、アルマエイラは重力に身を任せる。

　ほどなくして彼女のちいさな身体はぼてんと床の上に落ちた。

「……あいたっ……」

　頭から落ちたが特に痛みはない。

　手で床に触れる。そこにはいかにも高級そうな赤絨毯が敷かれている。

　周囲はまばゆいほど明るく、伝説に聞く冥府とは大違いだった。

「……ここ、は……」

「よく来たな。聖女よ」

　アルマエイラが顔を上げるよりも早く、尊大な重低音が頭上から聞こえた。

「いや、元聖女と言うべきか──我が闇の伴侶よ」

「伴侶ではないです」

　聞き捨てならない言葉を真っ先に否定する。

　周囲にざわめきが起こるが、アルマエイラは気にもしない。彼女は声の主に視線を向け、自らの目でその姿を確かめる。

　瞬間、アルマエイラははっと驚きに目を見開く。

　身の丈は彼女の倍以上にも及ぼうかという巨漢。肌は毒々しい紫色。黒い毛皮のマントで身を覆い、ほかに身を隠すものは肌着のほかになにもない。筋骨隆々のたくましい肉体を露あらわにし、手足は野太い丸太のようだった。

　瞳は血走った白一色。顎には真っ黒な髭を豊かにたくわえ、髪はごく短く切られた黒。頭の左右からは土色の角を生やし、螺旋を描くようにねじれながら天を衝くように伸びている。

　男の両隣にはお仕着せ服姿の夢魔が侍り、彼の言いつけに備えるために控えていた。

　その姿を見れば誰もが直感するだろう。

　双角白眼の魔族の王──彼こそは〝魔王〟ガルデル・グロンドに違いないと。

　魔王はそれ自体がすでに巨大な玉座に腰かけ、アルマエイラを高みから見下ろしていた。

「ば、馬鹿な！」

「どういうことだ」

「婚姻の契約はなされたはずでは？」

「いやはや、これは……なんともはや」

　左右から口々に聞こえる反応は多種多様。驚愕や否定を示すものがいれば、興味深げに成り行きを見守ろうとする声もしばしばある。

　アルマエイラは彼らの姿を確かめもせず、ゆっくりと身体を引きずるように立ち上がり、真正面から魔王に向かい合った。

「……わたしに、伴侶はありません。これまでも、そして、いまも」

　静かな、それでいて部屋中によく通る涼やかな声。

　途端に喧騒が激しくなり、魔王は不快げにすぅっと目を細める。

　そこでようやくアルマエイラは周囲を見渡す。

　いまいるのはどうやら開けた講堂のような部屋であるらしい。王が坐まします部屋であるからには、謁見の間とでも言うべきか。

　現に彼女の立ち位置は謁見者のそれだった。左右には臣下と思しき魔族たちが群れをなし、一様にアルマエイラを注視する。

　魔族の中でも位の高いものだけが集められたのか、種族はてんでまとまりがなかった。

　吸血鬼や夢魔などの人間と変わりない姿の者もいれば、人間とはまるでかけ離れた姿の者も数多い。

「どういうことだ？　邪神官」

「……はっ、こ、これは……契約の呪紋が抵抗レジストされたのではないかと……」

「そんなことはわかっておるわ。なぜそうなったのか、と俺は聞いているのだが？」

「そ、それは……おそらくですが、彼女個人の資質によるところが大きいのではないかと……」

「もうよいわ」

　哀れみを感じるほどカタカタと震え、骸骨の魔術士が弁明する。

　魔王は呆れたように一瞥をくれたあと、あらためてアルマエイラに向き直った。

「ふん。少し手違いがあったようだな」

「……どういう、ことです？　……ここは、冥府には見えませんが……」

　どこかは見当もつかないが、魔族が支配する地域のひとつには違いないだろう。

　とすれば、アルマエイラは冥府から現世に蘇ったことになる────幼馴染ヨアルがいなくなったあとの現世に。

「はいはい、ちょっと待った。説明は王がすることじゃない。そこはちょっと俺に任せてもらえませんかね、魔王殿」

　そういってアルマエイラの右方から歩み出たのは、まるで二足歩行の蜥蜴トカゲのような魔族であった。

　身の丈は大柄な成人男性と変わりない。腰と背にはそれぞれ剣を帯び、黒い軽鎧で身を覆う。

「控えよ、ズヴェク。貴様ごとき新参者が──」

「まぁまぁ、新参者の点数稼ぎにそう目を尖らせんでくださいよ。誰かがやらねばならんのです。違いませんかい、ドルカン殿？」

　オークの勇士ドルカンが彼──リザードの氏族長ズヴェクを咎めるが、当人は飄々ひょうひょうとして受け流す。

　アルマエイラに集中していた視線が一瞬ズヴェクに向く。彼はそれを気にもせず、魔王の意見をうかがった。

「ズヴェク、貴様はこの件に通じていないと見るが？」

「そのとおりです。が、事実関係だけは把握しておりますから、そのほうがかえってよいかと。古参のお歴々れきれきのお手をわずわらせることでもないでしょう」

「……構わぬ。好きにせよ」

「ありがたいかぎりで」

　魔王相手にも変わらず軽薄に言ったあと、ズヴェクはアルマエイラの目の前に立ちはだかった。

　彼はどこからどう見ても人間ではないが、アルマエイラは一種の人間らしさを感じ取った──傭兵稼業のものにしばしば見られる極端な楽天家。

　魔王が種族間の言い争いを諌いさめないのは、いわゆる分断統治の一環か。被支配者同士が争うならば、その矛先が支配者に向けられることはない。

「というわけで、聖女様。あんたは死んだ。ここまではいいかい？」

「……ええ」

「そう、死んだ。あんたが精いっぱい尽くしてきた王国に殺されたのさ。ここまでは？」

「……記憶は、はっきりとしています」

「そりゃあいい。それなら話は早い」

　ズヴェクは咳払いし、いささか怪訝そうにアルマエイラを見やった。

「あんたは死んだ。王国に処刑されて死んだ。それであちらにあらせられる根性曲が……おっと、魔王殿が考えられたのさ。あんたは国に殺された。いかに聖女といったって恨みを抱いていないはずがない。そこであんたを利用しようと、魔術士団を動員して冥府の門にちょちょいっと細工をしたって寸法さ──と、まあ、どうやら一部は成功して、一部は失敗したようだがね。ハハ」

「……ありがとうございます。……理解はできました」

　アルマエイラはちいさくため息をつき、肩をすくめる。

　特にこれといった感慨は湧かなかった。

　確かなのは自分が現世に帰ってきたこと──自分だけが、まんまと生き返ってしまったこと。

「で、あんたには言いなりになってもらいたかったんだろうが、どうもそういうわけにはいかなくなった。さてどうしようか、ってのがいまの課題になるわけだね」

「……少々おしゃべりがすぎるようだな、ズヴェク」

「こりゃ失敬」

　魔王に叱咤され、ズヴェクは戯おどけたように肩を落としながらすごすごと列に戻った。

　アルマエイラはゆっくりと赤絨毯の上を進み、再び魔王に相対する。

「……あなた方に与くみするつもりはありません。……わたしを、あるべき場所に、返していただけますか？」

「聖女よ。……否、アルマエイラよ」

　魔王は玉座の袖に頬杖を突き、眼光鋭くアルマエイラを射すくめる。

「人が、憎くはないか」

「……いえ、特には……」

「なに？」

　魔王の白光がいぶかしむように細くなる。

「……人は信じたいものを信じる。わたしは、人が信じたいと思えるものに足り得なかった。……残念であり、無念ですが、わたしの力不足がいたすところでしょう。……悲しくはありますが、特に憎む気持ちはありません」

　憎む気持ちがあるとすれば、そう──彼を殺したことは看過しえない。

　それだけは決して許せない。

　左右で大きなざわめきが起こる。ヒュウ、とどこかから軽薄な口笛が響く。魔王の目がにわかに伏せられた。

　無理もない──その言葉は、魔王を筆頭として彼らの目論見を根底から覆すものだった。

　憎悪に駆られた〝聖女〟が蘇って牙を剥き、人々に襲いかかる。そんな未来があったとすれば、人類は恐れ慄き、絶望に震え上がったろうが──その可能性は、この瞬間にほぼ潰えた。

「人間は結局のところ悪だ。貴様を処刑したように。人間は貴様の献身を省みなかった。貴様のやってきたことはすべて無駄だった。なにひとつ報われることなく、貴様は殺められた。挙げ句の果てには、〝聖女〟の再来を待ち望む輩までもが現われる始末だ──貴様の処刑を賛美した人間どもが、だ。それを貴様は、なにひとつとて、憎いとは思わぬというのだな？」

「……まったくとは言いかねますが……わたしに関しては、納得しています」

「せっかく拾ったその命、それをもって、彼奴きゃつらに教えてやろうとは思わんかね。その罪を。その報いを」

「……いえ」

　アルマエイラは首を振り、魔王の言葉を否定した。

　月並みな言葉だが、何人殺しても彼は生き返らない。何人殺したとて彼に誇れるとも思えない。多少は気分がすっきりするかもしれないが、そのために虐殺をやるほどアルマエイラは生に執着がない──この世に彼はもういないのだから。

　アルマエイラは懐に手を伸ばし、流れるように短剣を抜き放った。

　生前、常に忍ばせていたもの──それは死後も健在であった。

　そのまま彼女は迷わず喉を突く。

「──おっと、そいつはいけねえ」

　瞬間、きぃんと鋭い金属音が響き、短剣が宙空に打ち上げられた。

　横合いから飛び出したズヴェクが抜剣し、アルマエイラの凶器のみを跳ね上げたのだ。目にも留まらぬ早業に、彼女は思わず目を見開く。

「……っ……」

　衝撃がちいさな手にまで伝い、わずかな痺れにうめくアルマエイラ。

　魔王は彼女を一瞥して嘆息し、重々しく口を開く。

「聖女アルマエイラ。貴様には相当以上の媒介が注ぎ込まれている。めったなことはするな────しかし、ふん、厄介だな」

　魔王の目論見はすでに破綻したといっていい。

　だがその上で、彼はアルマエイラの使い道を模索する──値踏みをするように彼女を見る。

「貴様の一挙一投足が何百、何千という人間どもを殺す──その呼び水ともなることを心得よ。もっとも、我々に従うというのならそのような心配は無用となろうがな」

「……なにをさせる、つもりです……？」

「元の予定どおりに致そうではないか。契約こそ成らなかったが、ではいまここで交わせばよい。我が臣下となり、我が伴侶となり、我らが魔族に筆頭として────」

「お断りします」

「そのために、貴様の愚かな決断のために、山ほどの人間どもが死ぬとしても？」

「……神に優越するものなど、この世にありません」

　この場合の神とは当然、彼のことを指すのだが──。

　世界的に信仰篤い聖職者として知られる〝聖女〟アルマエイラのこと。並みいる魔族たちはそれを言葉どおりに理解した。想い人の存在などよもや思いもよらなかった。

　それは魔王でさえも例外ではない。

「狂信者が」

「……なんとでも……」

　アルマエイラは誤解をそのままにした。

　魔王の傍らに侍る夢魔たちがそっと彼に囁きかける。

「天に連なる神を生涯の伴侶とする神官は珍しくもありませんわ。変心は並大抵の労苦では……ましてや、彼女ほどの神術士ともなると……」

「おそらくは相当な堅物ですもの。イロに狂わせるのも難渋するかと……」

　魔王はふんと鼻を鳴らし、玉座からゆっくりと立ち上がった。

　周囲の人々が一様に緊張する最中、彼は一歩一歩アルマエイラとの間合いを詰める。

　距離にして数歩。

　アルマエイラに倍する巨漢の魔王は彼女を見下ろし、のっそりと大きな手を伸ばした。

　毒々しい彩りのごつごつとした手が、白金の艶やかな髪にそっと触れる──。

　────刹那、肉の灼き切れる嫌な臭いがして魔王はばちんと弾かれたようにあとずさった。

「グッ……」

「……よこしまなるもの、わがみにふれることあたわず。てをのばすもの、なんじのごうにみをやかれよ……」

　アルマエイラの周囲に展開するは極光の障壁。

　光が折り重なるように層をなし、表面には天秤の御印を表出させる。

　その身に深く刻み込まれた〝天秤の祝印〟──その力の顕現ともいえよう〝聖約の結界〟。

　古今東西、処女おとめに仇をなす悪漢が滅される伝承は枚挙に暇がない。

　転じて、それを基底にした祝印は強力無比だった──ましてやアルマエイラほどの使い手ともなれば、その結界は事実上の無敵といっても過言ではないだろう。

「……小癪こしゃくな」

　魔王は再び光に手を伸ばす。

　光に手を焼かれながらその場で踏み止まる。結界を無効化し、その元となる紋章に傷をつけようとする。

　周囲の魔族たちは固唾を呑んでそれを見守り──そして、結果を目の当たりにした。

　魔王の手首から先は完膚なきまでに消失。

　反面、アルマエイラは指先一本触れられてはいない。

「……認めよう。貴様には手出しができないようだな」

　魔王がおとなしくあきらめて腕を引く。失われた手首から先がすぐに再生を開始する。

　その時、列からひとりの魔族が大声を張り上げた。

「魔王殿ともあろうお方がなんたることか!!　このような小娘ひとりに手間取るなど、あってはならぬこと……!!」

「……ふむ、バルザックか。ならば、その娘を貶おとしめてみせよ。さすれば、それが誰であろうと褒美を取らせよう」

「ふむ、ならば……!!」

　魔王をさらに倍する身の丈を誇る巨漢のトロル、バルザック。

　彼は列の後方からのっそり歩み出て、おもむろにアルマエイラへ手を伸ばした。

「覚悟せよ、小娘。この俺が、このおで……ガアァァァァ────ッ！？！？」

　彼女はそれを一瞬見仰ぎ、興味を失い目を伏せる。

　バルザックが結界に触れた刹那、肉体は下半身から腐り落ち、瞬く間に蒸発して死んだ。

　魔王は再び玉座につき、居並ぶ魔族たちをぐるりと見渡す。

「ほかに挑む気概のある者は？」

　謁見の間がしんと静まりかえる。応じるものはひとりもいない。

　ヒュウと口笛が鳴り、「こいつぁたまげた」とズヴェクが戯けたように言った。

「時に、魔王様。提案があるんだけどね」

「……シャルロットか。申してみよ」

「彼女を〝魔女の国〟に据え、安定化を図るってのはどうですかね。あそこが空白地帯のままでね、いまも王国の進軍を許している状況が続いてまして」

　そう言って進み出たのは、人間とそう変わりない姿の女。蜂蜜色の髪がまばゆく、すらりとした長身に軍服が映える。アルマエイラとは対照的な女性である。

「我らに理がないとは言えないが、その女であることに訳はあるか」

「────彼の地は王国との最前線にほかならないから、ですね」

　言葉にこそしないが、その意図は想像がつく。

　もし彼女が在りし日の〝聖女〟と知れれば王国軍は恐慌状態に陥るだろう。現在の王国の落ちぶれようを見れば、彼女が人間に愛想を尽かすこともあるかもしれない──おそらくはそのような魂胆か。

　魔王はしばらく沈思黙考したあと、頷き、アルマエイラに向き直る。

「アルマエイラよ」

「……なんです……？」

「貴様が無用な殺戮を避けたいのならば、貴様を我々が支配する地に向かわせよう。貴様には魔族のひとりとして、領主として務めてもらうことにする。婚姻の契約についてだが……ふん、やむを得まい。現時点では留保としよう。だが、覚えておくがよい」

「……こちらから攻めることはしない……と？」

「彼奴らから攻め込んできたのであれば、また別の話ともなろうがな」

　実際のところ、その提案をアルマエイラが受け入れる義理はない──だが、それで多くの人が救えるのならば。

　それはある種、彼女が生きていた当時の延長線上にある行ないだった。

　……彼に誇れる自分であれるように。

「……わかりました。……それを、受け入れましょう……」

　少なくとも必要以上に束縛されることはない。

　ならば、あとは頃合いを見てあるべき場所に返ればいい。

　仮に冥府でもまた会えるなら──それがもっとも望むところだから。

　魔王は深く頷いて魔族たちを見渡す。彼らにも異論はないようだった。

　どうやら貧乏くじらしい、とアルマエイラは見当をつけた。人間が領主を務めて構わないなんて、よほどの僻地へきちに違いない。

「エアリィよ。来い」

「……はい」

　その時、壁の中からすぅっと透けるようにひとりの少女が現われた。

　アルマエイラよりもさらに小柄な影。そのちいさな身体はすっぽりと黒衣に覆われている。

　銀の短い髪は目映く、砂色の瞳には感情の機微が一切うかがえない。

「我が護衛の任を解く。受け持ちの任を引き継ぎ、アルマエイラの護衛につけ。よいな」

「はい。かしこまりました」

　エアリィは静かにかしずき、また壁の中にかき消える。

「シャルロット」

「は！」

「貴様が副官につけ。現地の軍事は一任する」

「……了解。誠心誠意務めさせていただこうかい」

　彼女は列から進み出て、アルマエイラの隣についた。

「……予定とは異なったが、以上だ。本日はこれで散会とする」

　そういって魔王が奥の部屋へ引っ込むのに、アルマエイラはようやく息を吐いた。

　どうせ一度は死んだ身だが、これだけの魔族に囲まれて緊張しないはずはない。

　惚けたように天井を見ていると、ふと彼女の肩に手が置かれた。

　そこに害意はない──軍服姿の妙齢の女魔族、シャルロットの大きな手のひら。

「貧乏くじ、引いちまったねえ」

「……あなたが、ですか……？」

「いいや。お互いにさ」

　彼女は皮肉げに笑い、アルマエイラの傍らに付き添う。

「さっき言われたとおりさな。近いうちにここを出て、領地へ向かうことになる。ちょっと長い旅になるだろうから、準備はちゃんとしといておくんな」

「……いつ頃になるんです……？」

「なにか不都合なことでもあるのかい？　死んで手ぶらになったってのに」

「いえ。……そうですね。そのとおりです……本当、に……」

　この世にはもう、本当に大事なものなどなにもない。

　冥府から蘇ってなお、アルマエイラの時間は止まったままだった──ヨアルが殺されたあの日から。

「……ど、どうして泣いてんだい？　いまさらビビるような玉かい、あんた──」

「おいおい、さっそく泣かしてなにやってんだい副官様。俺も話に入れてくれよ」

「やかましい、すっ込んでなズヴェク！」

　寄ってきたリザードをしっし、と追い払いつつシャルロットは気遣わしげな目を向ける。

　アルマエイラは顔を法衣の袖で拭い、深呼吸する。

　覚悟は決まった。

　止まったままでも、生きていた頃の真似事くらいはできる。

　だから、せめて胸を張ろう。彼に恥じることのない自分であろう────決して訪れることのない再会の日のために。

「……いえ、なんでも。なんでも、ないです。……出発までのお部屋か、どこか、案内してもらえますか……？」

「……ああ。わかったよ」

　納得したわけではないだろうが、シャルロットは彼女を先導するように歩み出す。

　それが、アルマエイラ・セレナリエとシャルロット・ユークリーズの出会い。

　それから５年が経ち、10年が経ち、時は無常にも流れ続けた。

　アルマエイラはその間、ただひとりの男との再会を祈り続けた。

　決して訪れることのない再会の日。

　もうアルマエイラの時間は動かない。

　そのはずだった。

　あの日から、20年後。

　────止まっていた時間は、再び、動き始めた。







29　夢のあと、あとの夢





　──ふたりが地下室にこもって４日目の朝。

　ヨアルは３日ぶりの眠りからようやく目を覚ました。

「……夢、か……？」

　はっとして汗に濡れた身を起こす。

　すぐ隣ではアルマエイラが無防備な裸身を晒し、すぅすぅとちいさな寝息を立てていた。

　彼女はちょくちょく力尽きるように眠っていたが、ヨアルのほうはほとんど起き続けだった。

　昨夜はようやくお互い満足したように寝床に着き、ふたりして存分に惰眠を貪ったわけだが──。

　────夢にしては、妙な……。

　夢とはつまるところ、記憶の整理と再構成にほかならない。必要な情報は脳裏に深く定着し、不要な情報は切り捨てられる。

　しかしいましがたヨアルが見たものは、およそ彼の記憶にある光景ではありえなかった。

　そう、あれは彼女の──。

「……アルマ？」

　ヨアルがそう声をかけると、アルマエイラは不意にうんうんとうなされるような声を上げた。

　額に眉根が寄り、表情が苦しげにしかめられる。頬にうっすら朱がにじみ、うーうーと鈴が転がるようなうなり声を漏らす。

「どうした。……大丈夫か」

「……だめ、です……うう……はじめては……ううう……」

　いったいなにを夢に見ているのだ。

　不本意ながら揺り起こすと、彼女は眠たげに寝ぼけ眼をこすりながらゆっくりと顔を上げた。

「……よあ、る……？」

「どうした。……うなされてたぞ」

　ヨアルもあの日の記憶──悪夢にうなされることはしばしばあったが、果たして彼女もそうなのだろうか。

　アルマエイラは潤んだ瞳で男をじっと見つめ、きゅっとむき出しの腕にしがみついた。

「……ヨアル、少し、そばにいてください……」

「大丈夫か」

「……は、はい……」

　こくん、とアルマエイラは素直に頷く。その表情はすでに泣き出しそうだった。

「……大丈夫じゃなさそうだな。なにがあった。なにを見た」

　自分が見たものも興味深いが、それより彼女が気がかりだった。

　ヨアルが問うのに、アルマエイラはどこか言いづらそうにもごもごと口をつぐむ。

「無理に、とは言わないが」

「……い、いえ……言いづらいのは、確か、なのですが……ヨアルの、ことで……」

「俺か。俺のことならべつに……」

「よ、よくない!!　よくないです!!」

「……お、おう」

　アルマエイラの剣幕に押し負け、ヨアルはじっと言葉を待つ。

　彼女はしばし逡巡したあと、男だけに聞こえるちいさな声でそっと囁いた。

「……ヨアルの、はじめての……」

「初めて」

「……ちいさな人に、またがられて……シェラハさんという方の……こ、これ以上は、わたしの口からは……」

「シェラハ」

　身に覚えがありすぎた。

　その時のことはすでに伝えたが、実際に見るのとではやはり衝撃度が違うということだろう。

「……や、やっぱり、本当にあったことですか……」

「そういうことになる」

　至極不本意ながら、ヨアルは低くうめき、頷く。

「……だ、だめですよ。ヨアルは、わたしのですもん……」

「わかってる」

　アルマエイラがすがりついてくるのを抱きすくめ、ちいさな頭をそっと撫で回す。

　おそらく彼女が夢に見たのは、彼女自身が生み出した想像などではない──ヨアルの記憶を垣間見たのだ。

　そしておそらくは、ヨアルも。

「……俺が見たのも、実際にあったことってわけか」

「……えっ……？」

　驚きの声を上げて目を丸くするアルマエイラに、ヨアルは自分が見たものを話して聞かせた。

　途中、彼女が異論を挟むことはなかった──彼が聞き及んだ名前のひとつひとつさえも。

「……間違い、ないです。……20年前、わたしに、あったこと……」

「この時には婚約話ってのもなかったんだな」

「……その時は、目論見が外れたばかりだったから。……実際に形になったのは、この国の開発に手をつけて結果を出してから、でしたっけ……」

「なるほどな」

　夢でも見たとおり、彼女は無辜むこの民を人質に取られていた。表立って断るのは難しかろう。婚約、というのは最大限の譲歩であろうか。

　時期ははっきりしないが、およそ20年前で間違いはないとのこと。つまり、彼女が〝魔女王〟と呼ばれるようになった頃のことだ。

　ただでさえ難攻不落の黒き森を、無敵の自然要塞と化さしめたのは、間違いなくアルマエイラの功績だった──そのせいで王国軍が防衛に徹するようにもなったのだが。

「……これまでは、できるだけ取り合わないで流していたのですが……」

「問題ない。火種を抱えてるってのはわかっていた。その上でやったことだ」

　不安げに眉を垂らすアルマエイラを安心させるようにヨアルは断言する。

　しばらく愛おしむようにゆっくり頭を撫でていると、彼女はかすかながらほほ笑みを浮かばせた。

「アルマが案じなくていい。こっちで手は打つ。全部、綺麗さっぱり片づけてやる」

「……話し合い？」

「で、済むと思うか？」

「……あんまり……」

「だろ」

　もし自分の与り知らぬところで、アルマエイラが傷つけられたとしたら。

　想像するだけでも腸が煮えくりかえる思いだが、これが魔王ならばどう考えるか。

　怒りはさほどでもないかもしれないが、婚約者を奪われたという風評は体面に関わる。放置すれば権威を毀損きそんする羽目にもなりかねない。

　平和的な解決はまず見込めないだろう──あるとすれば無条件降伏くらいのものか。

「……でも、暴力に頼るのも……危ないです。もっと大きな戦いに、引きずり込まれかねない……」

「ああ。上手くやらないといけない」

　相手はひと癖もふた癖もある様々な魔族たちを率いる王。彼に仇をなせば多くの敵を作ることになる。厄介だが、それが自然の成り行きというものだ。

「……算段は、あるのです……？」

「無駄に20年も待たせたわけじゃない。それにもともとは俺ひとりか、あとは師匠に頼るしかないと思っ──」

「そ、その人はだめ。だめです……近づいてはだめです……」

「警戒しすぎだ」

「……それは……その……わかって……？」

「わかる」

　気持ちは痛いほどにわかる。これからの懸念事項すら吹き飛んだように涙ぐむアルマエイラの髪をくしゃくしゃと撫で、華奢な身体をぎゅっと抱きすくめる。

「……にしても、なんで……わたしも、ヨアルも……」

「──これのせいかもな」

　腕の中で首をかしげるアルマエイラ──ヨアルは彼女の下腹部をそっと撫ぜる。

　深く刻みつけられた愛欲の御印。なだらかな白いお腹を彩る淫紋は、お互いの術式が複雑怪奇に混在している。

　これがふたりの境界線を曖昧にしたとすれば、相手の夢を垣間見ても不思議ではないだろう。

「……これ、が」

「ああ。実際、アルマの考えることもだいたいはわかる」

「……そ、そんな効果まで、あったの……？」

「アルマの弱いところとかも、全部」

「……え、あ……ぅ……」

　そう囁いた瞬間、アルマエイラは耳まで真っ赤になって男の胸に顔を埋めた。

　ちいさな頭を男の手のひらにすり寄せ、恥じ入りながらも甘えるようにか細く鳴く。

　ヨアルはぷるぷると震える桃色の唇をちらと見て、彼女の瞳を覗き込むようにじっと見つめた。

「アルマ。目、閉じて」

「……よあ、る……ん、ぅっ……！」

　そのまま唇を奪うように口づけ、隙間なくねっとりと重ね合う。

　何度触れても飽きない柔らかさ、瑞々しさ。甘い感触を味わいながら、ふたりはたっぷりと舌を絡ませた。

「……ん」

「ぁ……ん、んぅ……[image: ]　ん、ちゅ……ちゅ、ぷっ……[image: ]　ん、ふっ……[image: ]」

　肉欲を貪り合う時の口づけとは似て非なるディープキス。

　激しいながらもまったりと、愛おしむように唇をすり合わせる。決して急かずに、あくまでゆっくり舌を絡める。ぴちゃ、ぴちゃ、と水音が後を引くように響き、それが何度も繰り返される。

　ねちゃ──にちゃ、にちゃ、ぬちゅっ──ぬち、ぬじゅっ、ぬちゅ。

　唾液の交換さえも緩慢に、ふたりの舌先がツンと接触する。白く泡立った唾液が橋渡しされ、お互いの口腔粘膜を行き来する。

　アルマエイラがちいさな唇で男の舌をそっと咥え、ちゅうちゅうと軽く吸い上げる。その次はヨアルが彼女の舌をそっと咥え、同じようにちゅっと吸いつく。

　互いの口腔粘膜で愛し合った舌をまた重ね、押しつけるままにもつれ合わせる。大小の舌肉がぬりゅぬりゅとこすれ、唾液をたっぷりと舌の上に塗り広げる。

「……ぁ、ん……っ[image: ]　……あぁんっ……[image: ]　ふ、ぁ……[image: ]　ん、ぅ、ん、ちゅっ……[image: ]」

　はむ、はぷ、と唇で唇をついばむようにキスを交わす。

　ヨアルは彼女の頭に手を添え、背中を抱き、よりいっそう口づけを深くする。

「……ん、ふっ……[image: ]　んむぅっ……[image: ]　ん、ちゅっ[image: ]　ぅ、んっ[image: ]　んむぅぅっ……[image: ][image: ]」

　果てには唇同士をぴったりとつなぎ合わせ、舌で舌を舐め合う濃厚なベロチューに耽溺する。

　くちゅくちゅと絡め、ぬりゅん、ぬりゅんと舌を這わせ、ゆっくりと唇を離れさせる。

　ねっとりと橋を架ける唾液の糸──アルマエイラはそっと口を閉じ、唾液を舌の上で舐め転がした。

「っ……あぁぁ……[image: ]　こ、こんな、で……ご、ごまかされません、から……[image: ]」

「……もっとするか？」

「ち……ちがい、ます……っ[image: ]」

「大丈夫。たぶん、そっちから力を借りなくてもなんとかなる」

　アルマエイラは甘く熱っぽい息を吐く、ふるふるとか細い肩を震わせる。伏し目がちの瞳はぐっしょりと濡れ、波立つ水面のように揺れる。

　ヨアルはぽんぽんと彼女の頭を叩き、背中をぎゅっと抱きすくめ、そしてふと肩越しに背後を振り返った。

「……で、いつまでそこにいるんだ」

　瞬間、扉越しにがたんと大きな音が響く。

　腕の中でアルマエイラの矮躯がぴくんと跳ねた。

　ヨアルは彼女の肩にそっとシャツをかけ、自らも下穿きを穿き直す。

　その時、軋みを上げた扉がバンッと開かれ、向こう側にいた３人が折り重なった。

「ぐえ」

「むぎゅうっ」

「ああああ」

　下から順番にシャルロット、ニルン、エアリィ。

　ヨアルはのっそりとベッドから身を起こし、彼女らに視線をくれる。

「……なにやってんだ」

「ね、寝込みを狙いにきましたわ!!」

「３人でか」

「なわけないだろうさ。ちょっと、そっちの耳に入れたい話があってね」

　シャルロットが這いずって身を起こすと、上に乗っていたニルンがあえない声を上げて地べたに伏す。

　呆れたようにシャルロットは頭をかき、懐から丁寧に丸められた１枚の書状を取り出した。

「面倒事か」

「まさに、だよ。あんたがおおよそ危惧していたとおりってわけだね」

「アルマにか？」

「そう。──魔王様から、さね」

　ヨアルはそれを受け取り、「いいか？」とアルマエイラに確認を取る。

　彼女はこくんと決断的に頷き、黒の法衣を羽織り、もそもそとベッドから這い出した。

　ヨアルは書状を開き、その内容を検あらためる。

　特に特筆すべき点はない。婚約破棄の噂や、それに関連する国内での事変────つまりは不信の種を問い質ただすもの。合わせて側近の護衛に対する責任も問われていた。

　情報の早さに思わず舌を巻くが、確たる情報ではないのだろう。なんにせよ、適切に対処する必要がある。回答次第では戦禍を招く可能性も充分ある。

「しかし、思ったより早かったな。どこかに密偵でも紛れていたのか……」

　ヨアルがぽつりと呟くと、起き上がったニルンの肩がぴくんと跳ねた。

「ニルン」

「……な、なにかしら？」

「なにかしたか」

「ま、まったくなにもしておりませんわよ──このへんの魔女に事の次第を触れ回った以外には……!!」

「完全におまえじゃねえか！」

　突っ込まれたニルンは露骨に肩身を狭める。人一倍無駄に大きな乳も尻も縮こまらせ、「だ、だって、ほとんどの方は喜んで祝ってくださいましたのよ……？」と言い訳を述べる始末である。

「……まあ、特に困るわけじゃないんだが」

「じゃあなんで怒られましたの!?」

「時と場合によるってことだ。今回はよかったってだけでな」

　ヨアルがそう言うと、部屋の隅で押し黙っていたエアリィが口を挟む。

「問題がありましたら私が止めておりましたので、心配なさらず」

「……さすが。諜報畑は頼りになるな」

「情報の漏洩元はすでに処分しました。反動勢力のあぶり出しにもなりましたので、あとから発覚するよりかえってよかったかと思います」

「頼りになりすぎるな……」

　むしろ不安になるくらいだが、有能であるに越したことはない。

「つまり、その、むしろ褒められてもいいんじゃないかしら……？　そういうわけでね、ヨアル、ごほうび──」

「調子乗ってんじゃないよ」

「あいた!?」

　シャルロットから拳骨を食らっているニルンはさておいて──。

　ヨアルはアルマエイラに向き直った。

「……思っていたよりかなり早くなったが。面倒事が早く片づくならそれもいい──全員、協力してくれるか？」

「……この分は挽回したいところね」と拳骨の痛みに涙ぐみながら頷くニルン。

「それがアルマ様の幸福のためでしたら」とエアリィ。

「是非もなし。こっちはとっくに腹くくってるんだよ」とシャルロット。

　ヨアルは瞑目して頷き、じっとアルマエイラと見つめ合う。

　彼女は差し出された書面に目を走らせ、こくんと頷き、桃色の唇をそっと開く。

「……あなたと、一緒にいるためなら……どこまでも、いきます。……ヨアル、おねがい……もう、離れたくはありません」

　ヨアルもまったく同じ思いだった。

　この場の全員の力があるのなら、異界の師を頼るまでもない。

　ぐるりと部屋中を見渡し、彼はなんのてらいもなく口にする。




「なら決まりだ。……魔王を、殺す」







30　魔王は死に、世界は続く





〝魔女の国〟──黒き森の目と鼻の先で布陣する魔王親衛隊の宿営地。

　その中でもひときわ大きな天幕のひとつ。




『────正式に婚姻を結びたく思います』




　そう結ばれた手紙を見返し、〝魔王〟ガルデル・グロンドはちいさく鼻を鳴らした。

　事の始まりは〝魔女の国〟から伝えられた情報だ。

　〝魔女王〟アルマエイラがほかの男とよしみを結んだという噂。

　情報の確度は定かでないが、これが広まれば面倒なことになる──〝魔王〟という絶対的な権威の低下にもつながるだろう。

　先んじて問い質す書状を届けてみれば、返ってきた手紙がこれだった。

　どこまでが本当かは怪しいものだが、文面の上では素直なもの。魔王への恭順を示し、長らく放置されたままだった婚約を果たすという約束つき。

　だが、ガルデルはその素直さにかえって不自然なものを感じた。

　いまこそ〝魔女王〟という人類への抑止力として貢献しているが、彼女の信仰心は本物だ。20年前のあの日、魔王の腕を灼いた痛みはいまも記憶にある。あの時を除けばここ20年間、魔王の負傷は皆無であった。

「魔王様、そろそろお時間になりますわ」

〝魔女王〟からの招待を受け、ガルデルは最大限に警戒を払うことにした──かといって、大軍を伴うような真似はしない。傍に最精鋭の護衛をつけ、常に魔力感知式を展開する。

　そもそも〝魔女の国〟は国と呼ぶのもはばかられるほどの小国だ。制圧するならば親衛隊だけで事足りる。にも関わらず大軍を動員などすれば、無用な反発を招きかねなかった。

「……うむ」

　ガルデルは呼びかけに応じて天幕を出る。時は昼過ぎでまだ明るい。

　彼の傍らには親衛隊の夢魔と吸血鬼が付き従う。彼女らは魔術、武術の両面に長けており、各種族の氏族長にも決して引けをとらない実力の持ち主だ。

　武に長けるものはほかにも数多くいるが、黒き森を越えるためには膨大な魔力が必要不可欠だった。

「案内の方があちらでお待ちのようです」

「誰が来ている」

　アルマエイラが直々にお出迎え、ということはないだろう。エアリィか、シャルロットか、はたまた別のものか。

　ガルデルは親衛隊の面々とすれ違うたびに敬礼を受けながら、緩みなく示されたほうへ歩を進める。

「取り立てて特別な方には見えませんでしたが……一介の魔女のようです。名は、ニルンと」

「────左様か」

　それ以上は聞かなかった。自らの目で確かめればそれでいい。

　黒き森にかなり近づいたところで、ガルデルはひとりの人影を目に止めた。

「貴様が、案内役だな」

「間違いありませんわ。魔王様」

　いかにも妖艶な魔女といった風貌。長やかなる黒髪で目元を隠し、その豊満な身体もまた黒衣で覆われている。

　彼女──魔女ニルンは恭しく臣下の礼を取り、魔王ガルデルを一瞥した。

　彼女の背後では、森の暗闇が怪物の顎のように広がっている──黄昏時の夕陽など無関係に、黒き森はいついかなる時も暗い。

「うかがっておられるかと思いますが──不肖、ニルンと申し上げます。不束者ながら、このたびは領内までの案内役を務めてさせていただきます。よろしくお願いいたしますわ？」

「貴様はここの地理に通じているのか」

　王は敬意に応じない。それを当然のものとして受け止める。であればこそ、王の権威というものを維持することができるのだ。

　ニルンは口元をにこやかな笑みの形に変え、片手のランプに火を灯す。

「ちょうどアルマエイラ様がいらした頃から、ずいぶん長くなっております。森の中に住んでおりますから、その一帯でしたら城の御方よりも詳しいと自負しておりますわ」

「結構」

「……城に向かわれるのは、そちらのお三方だけで構いませんの？」

「これで充分にすぎよう」

　親衛隊すべてを率いて領内に踏み入っても仕方がない。それよりは、いざという時のために待機させておくほうが得策だ。

　役目は布陣した時点ですでに果たしている。喉元にナイフを突きつけるのと同じことだ。言うなれば親衛隊は一種の脅し──抑止力にほかならない。

「……失礼いたしました。出すぎたことを申し上げましたわ」

「構わぬ。貴様は貴様の責務を果たせ」

「はい。……では、案内させていただきますわ。足元に気をつけてくださいませ？」

　ニルンは口元を三日月の形に歪め、淑やかな所作で暗闇に向かって歩み出す。

　ガルデルがそれに続き、あとからふたりの護衛が付き従う。

　魔王ガルデルは歩みを進めながら考える。

〝魔女の国〟を訪れたのはこれが初めてではない。その時はおよそエアリィ・ヘイレムが出迎えにきたものだが、これにはどういう意味があるのか。

　より相応しい案内役を見つけ出したとも取れるが、わざわざ危険を冒してまで替える理由は浮かばない。

　普段はこの程度のこと気にもかけないが、今日に限っては事情が異なった。不穏な情報が伝わったあとのことである──警戒するのはむしろ当然といえた。

「ニルン。貴様が案内役に選ばれた理由を教えよ」

「……私が、ですの？」

「そうだ。知る限りで構わん」

　魔術士は言葉に長じている。ガルデルもまた魔術の使い手だ。思いつきの嘘などはたやすく看破できる。

　ニルンはそっと唇に指先をあて、悩ましげに眉根をひそめたあと、肩越しに魔王へ振り返った。

「以前まではエアリィ様が請け負っていた、とは聞き及んでおりますわ。このたびは少々忙しく、手を離せない事情があると」

「……ふん」

　鼻を鳴らし、頷く。嘘はついていないようだが、なんとでも解釈できる情報だ。

　好意的に捉えれば、魔王を迎える準備で忙しいとも考えられるが──ガルデルはそこまで脳天気な男ではなかった。

「よい。足を止めさせたな」

「いいえ、これくらい。……ここからは足元に気をつけてくださいませね。よく木の根が突き出ておりますの」

　──結局、警戒を強めるほかにはないようだな。

　魔王は表情を微動だにさせず、胸中密かに嘆息した。
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　魔女ニルンに案内されるがまま、ガルデルは無事に黒き森を抜けた。

　道中は予想に反して何事もなく過ぎた。暗闇に包まれた森の中は待ち伏せに最適の環境だが、それゆえに警戒も厳しいと判断したのか。

　────それとも、単なる考えすぎか。

　魔王という立場上、ガルデルの敵は数多い。警戒してもしすぎることはないが、取り越し苦労に終わることも少なくはなかった。

「お疲れさまですわ、魔王様。私の案内はここまでとなっておりますの。城からの迎えがすでに来ているはずですけれど──」

　ニルンがそういって周囲を見渡した先、すらりとした人影を目に留める。

　こちらから呼びかけるまでもなく、彼女は落ち着いた足取りで魔王のもとに歩み寄り敬礼の姿勢を取った。

「ご足労をかけるよ、魔王様。少しお待ちいただければ夕食の準備ができると思うけれど、どうします？　ここまで厄介な道のりだったでしょう、休憩を取るのもよろしいかと」

「シャルロットか。……否、話を先に済ませるとしよう。あれは構わんな？」

「もちろん。いつでもお迎えする準備は万端でしょうさ」

　シャルロットはニルンを招き寄せ、「こちらに失礼はありませんでしたかい」と気楽に言う。「お預かりのものがあればニルンに渡しておくんな。きちんと守り通しますよ」そう言葉を添えられ、ニルンは淑しとやかにほほ笑んでみせた。

　どうやら彼女はそれなり以上に信頼されている部下らしい。

　魔王は鷹揚に頷いてみせつつ、シャルロットの様子をうかがった──はっきりそれとわかるような異常はない。

「では、城のほうまで。〝魔女王〟様がお待ちですよ」

　軽薄ともなんともつかない調子まで以前のとおり。違和感と呼べるものは到底感じられはしない。

　だが、わずかに双角がちりちりとした感覚を覚える──それはもはや理ではない。感知式の閾値ぎりぎりをすり抜けていくような、あるとわかっているのに発見できないものがあるかのような────。

「相変わらず城とも呼べない状態だけども、攻めてくる相手もいないからね。城壁を建て替えるくらいならその資材で家を増やせと、まあ、そんな調子ですよ。外からの受け入れ」

　道中、シャルロットの話を聞くともなく聞き、ほどなくして〝魔女王〟アルマエイラの居城にたどり着く。

　彼女が語ったとおり、城は相も変わらず廃墟のような姿を晒している。これでは権威もなにもあったものではないが、国内が平穏を保っているのも確かだった。

　白亜の門をまたぎ、朽ちかけた階段を登って３階へ。

　ほとんど野晒しの廊下を渡り、一行は少しずつ女王の間へと近づく。

　その間、魔王ガルデルの覚える奇妙な違和感はいや増した。螺旋を描くようにねじくれた双角がにわかに震え、感知式を鋭敏に張り巡らせる。

　やがてもっとも頑丈な扉の前で立ち止まり、シャルロットはぴんと背筋を伸ばして声を張り上げた。

「女王様。魔王様をお連れしたよ！」

「……ええ……そのまま、入ってくださって」

　しん、と張り詰めるような静寂のあと、鈴を転がすような声が漏れ聞こえる。

　ごくちいさな声にも関わらず、それは部屋の外までよく響いた。脳を直接揺らすようなそれは、かつて聖女と呼ばれながらも一種の魔性を感じさせる。

「それでは」

　シャルロットはそう言って奥につながる扉を押し開いた。

　彼女とニルンがともに扉を支え、魔王は女王の間に踏み入る。




　────瞬間、ガルデルはシャルロットに手のひらを向けた。

　魔力炉に由来する無形の衝撃を投射する。

　それは言葉による呪まじないを与えられないままぶち撒けられる純粋な破壊。魔術未満の魔術。それゆえに最速の魔術であり、そして破壊のみをもたらす魔王ガルデルの固有術式────純粋魔力投射術式ダムド。

　吹き荒れる破壊の風雨に晒され、シャルロットは大きく後方に吹き飛ばされる。壁に叩きつけられかけたところで受け身を取り、彼女はすとんと床の上に降り立った。

　咄嗟に展開された障壁がシャルロットの肉体を守ったのだ。

「裏切ったな、シャルロット……否、貴様等よ」

「さすが判断が早いね、魔王様」

　しかし彼女も決して無傷ではなかった。黒の軍服はズタズタに傷つき、全身が打撲に打ちのめされている。

　このまま攻撃を続ければシャルロットはほどなく死ぬだろう。

　咄嗟に物陰へ隠れたニルンに至っては言うに及ばず。

　だが、いまは彼女らよりも優先するべき相手がいる。

　魔王ガルデルは、玉座に坐まします〝魔女王〟アルマエイラ────その傍らに立つ男に目を向けた。

「お初にお目にかかるな。魔王」

　灰色の髪、長身の鍛えられた身体つき、パリッとした白シャツに黒コート。

　彼はアルマエイラに柔らかく笑みを向け、そしてぶっきらぼうに歩み出す。

　彼女と視線を交わす様たるや、十中八九は親しげな男女のそれ。疑惑も合わせて鑑みれば疑いの余地はないだろう。

　ガルデルはアルマエイラを一瞥し、憮然ぶぜんとして言った。

「謀はかったか、聖女よ──否、魔女王よ。その座が祟って毒婦に堕したか」

「……嘘は、申し上げておりませんよ。……魔王様」

〝魔女王〟──アルマエイラはゆっくりと立ち上がり、状況に比すると穏やかすぎるほど穏やかに語りかける。

　だが、続けられた言葉はまったく平穏ではなかった。

「……わたし、正式に婚姻を結ぶと決めたんです。……ヨアルと……ずっとずっと、待ち続けた人と」

　ほほ笑み、男の首筋に華奢な両腕をそっと絡みつかせるアルマエイラ。

　その表情に後悔や罪悪感などは欠片もない。運命の人と結ばれる幸福と喜びだけがある。

　毒婦というならばまさに真性の毒婦にふさわしかろう。

　かつて〝聖女〟と呼ばれた少女は、神への信仰を謳い上げた姿そのままに、ひとの男に身を捧ぐ。

　祈りを紡いだ清らな唇で、情愛のにじむ口づけを深く交わす。

「聖女とて所詮はただの女であったか」

　どこの馬の骨とも知れぬ男だが、すり潰してしまえば誰であろうと同じこと。

　ガルデルはシャルロットが動かないのを一瞥し、すっと前方に手のひらを向ける。

「男よ、名乗れ。我が道を邪魔するものがどうなるか、貴様の名と命をもって知らしめるとしよう」

「ヨアル。ヨアル・ヤオトル」

　自らの名を口にし、ヨアルは玉座の段から降り立つ。

　ガルデルには聞いたこともない名であった──当然だ。彼は特別名を知られた魔術士というわけでもない。

「あんたが先にこっちの恋路を邪魔したんだ。恨みはないが死んでもらう」

「吐いた言葉は飲めんぞ、魔術士────」

　そう言って一刹那、ガルデルはうしろの護衛に指示を出す。

「シャルロットを止めておけ。ふたりがかりでな。手負いだが侮るな」

　シャルロットの駆使する戦略級術式は確かに規格外だが、中近距離から数人がかりで押さえ込めば問題なく片づく。最精鋭のふたりならば充分に可能。ガルデルはそう判断した。

　はっ、と護衛ふたりが同時に応じる。




　────瞬間、ガルデルの背中から胸を銀色の刃が貫いた。




「……ガ、ハァッ……!!」

　ガルデルの巨躯がおびただしく痙攣し、口から血反吐を撒き散らす。

　刃を握るのは彼に付き従う護衛のひとり、夢魔の親衛隊員────否。

　彼女は攻撃とともに欺瞞ぎまんを解き、その正体を現わした。

　エアリィ・ヘイレム──魔王軍諜報隊きっての最精鋭にして暗殺者。

　親衛隊員ひとりを殺害して成り代わることなど児戯じぎも同然。本物の親衛隊員の命はすでにない。

「魔王様。お命頂戴いたします」
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「貴様ッ!!　いつの間にッ!!」

　もうひとりの護衛、吸血鬼の親衛隊員が咄嗟に抜剣し、斬りかかる。

　エアリィはその一閃をかい潜り、懐から再び銀の刃を抜き払った。

　吸血鬼の首が跳ね飛ばされる──彼女は素早く胴体に組みつき、床の上に引きずり倒し、的確に心臓を破壊した。

　１秒とかからず事を終え、エアリィは魔王に向き直る。

　しかし彼はすでに胸から刃を抜き、肉体の再生を開始していた。

「────く」

「……やってくれたな。エアリィよ」

　向けられた手のひらはまるで砲口のよう。

　無詠唱、無拍子で破壊の嵐が放たれる──純粋魔力投射術式ダムド。

　ドッ!!　と大気が爆ぜ、動力の奔流ほんりゅうが少女を襲う。

　彼女はそれを斜めに受け、いくらかの威力を逸らしながら後方へ吹き飛んだ。

「ぁ、ぐ……っ!!」

　ガツン、と勢いよく石畳に叩きつけられて床を滑るエアリィ。

　致命傷には及ばないが、先ほどのような身のこなしは不可能だろう。

「揃いも揃って情にほだされたか。そやつのあとで貴様等も粛清せねばならぬな」

　魔王ガルデルは女王の間に踏み入り、黒い血がこびりついた短剣を放り捨てる。

　エアリィは這いつくばったまま腕を突き、低くうめきながら身を起こす。

「……どうして。どうして、動けるのです」

「答えるとでも思ったか」

　ガルデルは彼女を一瞥し、興味が失せたように視線を切る。

　貫かれた傷口は絶え間なく蠢き、破壊された体組織を再生し続ける。その傷は決して浅くないが、魔王を無力化するには至らなかった。

「エアリィ、シャルロット、下がっててくれ。あとは俺がやる」

「万策尽きたか。あきらめがついたようだな──無名の魔術士よ」

「いいや」

　ヨアルは首を振り、広間の隅で立ち上がりかけたシャルロットを止める。

「……仕方がないね」と肩をすくめ、彼女はその場に座り込む。

「ならば、御託ごたくはいらぬな」

　ガルデルはそう言い、ヨアルのほうに手のひらを向けた。

　瞬間、ヨアルは察する。先ほどのエアリィの一撃は確かに心臓を貫いていた──膨大な魔力の流れがわずかに淀みを来きたしている。

「アルマ。止められるか」

「……うん。……いつまでも、とは、いかないですけど────」

　アルマエイラが言い終えるより早く、無形の衝撃波が空を切る。

　それがヨアルに着弾する一刹那、前方に光の障壁が展開されて彼を守る。

　激突した純粋魔力投射術式ダムドが雲散霧消し、結界に表出する天秤の御印をかすかに歪ませた。

「……あと、何度か、でしたら……っ」

「────ふん」

　魔王はちいさく鼻を鳴らし、さらに固有術式を連射する。

　着弾するたびに結界が歪み、蜘蛛の巣めいたヒビが刻まれる。














「……ヨアル、あなた、戦うのはからっきしって言ってたじゃないっ！　まさかそのまま死ぬわけじゃ────」

「焦るな」

　思わず飛び出したようなニルンの叫びを制止する。

　その時、ヨアルの手の中に、魔力で練り上げられた漆黒の槍が表出した。

　それ自体はただの頑丈な槍にすぎない──だが、その表面に刻まれた固有術式の呪紋は別である。

　魔王ガルデルはわずかに攻撃の手を緩め、ヨアルをじっと観察する。

　果たしてそれは警戒心の現われか、魔力の回復を待っているにすぎないか。

「それで俺を殺すつもりか。舐められたものだな」

「いいや。まったく舐めちゃいない。こいつはただの槍じゃない」

「……ほう？」

　ガルデルが侮りに口元を歪める──その槍をさしたる脅威と認めていないのは明らかだ。

　ヨアルはなんの気なく歩を進め、静かに魔王との間合いを詰めた。

「こいつは立派な魔槍でな。絶対に急所を外さない。狙った相手の心臓をかならず突き、殺す」

「たわけが。俺は本物の魔槍の使い手を知っている。貴様などとは比べ物にならん使い手をな。……戦いはからっきしだと？　それで我が道を塞ごうなど、まったく笑止」

「ああ。俺も知っている」

「……なに？」

　魔王がにわかに表情を歪めたその時。

　ぶん、とヨアルの姿が霞み、その場からかき消えた。




〝──────〟




　言葉を発することも許されない刹那の時。

　永遠より短い一瞬のあと、




　────ズドンッ!!




　突き放たれた一閃が魔王の胸に風穴を開け、胸骨を丸ごと消し飛ばした。

「ゴボッ……!?」

　完全に認識の外から放たれた一撃。

　ガルデルの反応が一拍遅れ、気づいた時には血反吐と言わずあらゆるものを穴という穴からぶち撒けていた。

「ガ────アアアアアアアッッ！？！？」

　１秒が過ぎても再生は始まらない。

　それというのも当然だ──圧倒的な威力によって、魔力炉が完全に消し飛ばされたのだから。

　魔王はその場に倒れ伏し、ガクガクと痙攣しながらもんどり打ってのたうち回る。

　ヨアルは黒い返り血を浴びながら、ひゅんっと漆黒の槍を血払いした。

　その結果を目にした誰もが息を呑む。

　なにせ、なにが起こったのか誰にもわからないのだ──〝いつの間にか魔王が倒れていた〟としか言いようがない事象。

「……やったのかい？」

「ああ。もう絶対に助からない」

　ヨアルはきっぱりと断じる。

　────冥境にはびこる異形の何倍もの生命力を魔王が有しているなら話は別だが。

「……嘘つき。なにが〝戦いはからっきし〟よ。ヨアル、あなた、そんな力隠してたの？」

「隠してない。見せたことあるだろ」

「……へ？」

　ニルンが呆気にとられたように目を丸くする。

　もっとも、その言葉に嘘偽りは一切なかった。

　種を明かせばつまらない話。

　ヨアル・ヤオトルの固有術式──主観時間加速術式アクセラレイター。その力には原則として限界が存在しない。

　シャルロットを相手にした時はせいぜい数倍の加速だが、やろうと思えば数百倍、数千倍、数万倍にも加速することができる────ちょうどいまヨアルがやったように。

「戦うのはからっきしでな。壊すのと殺すのは大得意だが」

「……ものすごい屁理屈です……」

「アルマの手紙も大概だろう」

「……えへへ。おそろい、ですね……？」

「お揃いというか、お似合いという感じですが」

　各々が好き勝手に軽口を叩く最中、魔王が口から内蔵をぶちまける。

　いよいよ助からない、と本人にさえ確信させる容態であった。

　アルマエイラは魔王の元に歩み寄り、憂いを帯びた眼で彼を見た。

「……さようなら。長らくお世話になりました。……約束は果たせないと思います……来世でも」

　喧嘩を売ってるのか謝罪なのか判断しがたいが、それも彼女なりのけじめのつけ方か。

　魔王はうめき、苦しみながら、呪いの言葉を紡ぎだす。

「……き、さま、ら……このようなこと……無事で済むと、おも」

「おまえはいま死ね」

「ぶげッッ」

　ヨアルの穂先が魔王の頭を叩き潰す。肉塊が爆ぜ、黒い血液が周囲に飛び散った。

　──魔王ガルデル・グロンドは呆気なく死んだ。





＊＊＊






「おや、なんじゃ──もう片づけてしもうたか」

　艶やかな、甘い声が女王の間に響き渡る。

　声の主──それはアルマエイラよりも、エアリィよりもなおちいさな影。

　彼女は黒髪のひとつ結びを揺らし、虚空から朽ちかけた城壁へと降り立った。

「……あなた、こんなところに、なにを──」

「久しく会ったのぅ、エアリィ。そういきり立つでないよ、私にも用があってなあ」

　魔女シェラハ―伝説の魔女王シェラハ。

　黒の薄絹に透ける褐色肌を惜しげもなく晒し、片手には朱色の槍を持ち、彼女は女王の間に踏み入った。

「……師匠か」

　ヨアルは苦々しげな表情で彼女を見る。

　シェラハは思わせぶりに流し目を送り、くくっとかすかに喉を鳴らす。

「うむ、ヨアル。ようやったのう。冥境を発って少ししか経っておらぬというに、ずいぶんな男ぶりじゃないかえ？」

「……あんたに鍛えられたからな。嫌ってくらいに」

「なに、おぬし自身の資質があってのことよ」

　その言葉は決して謙遜などではない。

　特にヨアルの固有術式──時間加速術式アクセラレイターは彼の資質によるところが大きい。

　時間加速術式の原理は至極単純。すなわち、肉体強化と感覚強化の併用による時間単位の運動量の増進である。

　言葉にすれば簡単だが、実際にこれを行なえるものはヨアルのほかに存在しない。

　肉体強化とは肉体を重く、鈍く、頑なにすること。感覚強化とは肉体を軽く、鋭く、しなやかにすること。

　両者の関係は氷と炎のようなもの。同時に用いれば相殺され、なんの効果も得られずに魔力だけを消費する──通常の魔術士ならそうなる。

　だが、ヨアル・ヤオトルに限ってはそうではない。

　現世で一度は死に、冥府に渡って罪業の海に沈み、そこから引き上げられて異界──冥境に至らしめる。

　三界を渡り歩く数奇な経験の結果、ヨアルは特異な性質を得た。時間、そして空間に関する魔術の適正だ。

　時間という特異な軸が適用されることによって、ふたつの相反する術式が両立し、爆発的な力を生み出す。

　それがヨアルの固有術式の本質だった。

「……役立ったのは間違いない。あらためて、恩に着る」

「なに、構わぬさ。礼はとっくに前払いでいただいておるでなぁ？」

　シェラハはくくっと笑い、意味ありげにアルマエイラを見る。

「……だ、だめです、よ。ヨアルは、わたしの、です……！」

　彼女はぎゅっとヨアルの袖をつかみ、くいくいと誘うように引き寄せる。

「目的は別さ、今代の〝魔女王〟や。またずいぶんとらしからぬおぼこよな────私はシェラハ。魔女シェラハ。お初にお目にかかるのぅ」

「……はじめまして。わたしは、アルマエイラ。アルマエイラ・セレナリエです。……こちらは、初めてじゃないですが……」

　それもあくまで夢の話。アルマエイラは名乗りを上げ、ぺこりと頭を垂れて一礼した。

　ちょこん、と並び立つふたつの影。

　今代と先代の〝魔女王〟。

　かたや警戒を露わにし、かたや気楽に相対する。

「……それで、では……なにか、御用ですか。……ヨアルに、でなく？」

「私が用があるのはそいつでのぅ」

　シェラハは朱槍の石突でコツンと床を叩き、呪いの言葉を紡いだ。

　瞬間、魔王の死骸がむくりとひとりでに立ち上がる。それはぐったりと項垂れたまま、彼女の傍らにつき従う。

「……そ、それはっ」

「おい、師匠、なにを……」

「気にするでない。ただの余興じゃ」

「趣味」

「こやつめも、私に面倒をかけてくれおったからのう。くく、死んだあとでこき使ってやろうと思っておったのだ」

「趣味が最悪だな……」

　ヨアルは思わずため息をつくが、アルマエイラはむしろ安堵に胸を撫で下ろした。

　目的がヨアルでないとはっきりしたからだろう。

「さて、事のついでよ。外に邪魔な蝿が集っておったからのぅ──おぬしらちと手伝え！　どうせたいした怪我でもなかろうぞ！」

　シェラハはそう言ってエアリィ、シャルロット、ニルンを招き寄せる。

「言われるまでもないさね。元から私が片づける手筈てはずだよ」と、シャルロット──彼女の戦略級術式は親衛隊にも充分通用するだろう。

「あなたに指示されるのは癪しゃくですが、やむを得ません」と、エアリィ──宿営地の内情は彼女がすでに完璧に把握している。

「……わ、私にやることありますの……？」と、ニルン──状況判断が追いつかないようにおろおろと視線を左右する。

「よかろう。おぬしには私が直々に教示してやろうぞ。……こやつをいただいていく礼は、外の掃除。それでよいな？」

　シェラハが石突でつんつんとガルデルの屍を突き、問う。

　ヨアルは是非もなく頷いた。邪魔なので持っていってもらえるだけでありがたいくらいだった。

「えらく気前がいいな、師匠」

「なぁに、前祝いというやつよ。おぬしら、結婚するのであろ」

「もちろん」

「……え、あ、えっ!?　……は、はい……」

　ヨアルの即答に赤くなりながら縮こまるアルマエイラ。

「しゃっきりしておれ。女としての好敵手には事欠かぬのだぞ？　ほれ、こやつなどこんなに駄肉をぶら下げおって」

「誰が駄肉ですの!?」

　朱槍の穂先で指し示されたニルンがいたく憤慨する。シェラハは彼女に構わず、くつくつとアルマエイラに笑いかけた。

「それに、そやつは私のものではないが──そやつの初めては私のものなのだからのぅ？」

　アルマエイラは毅然として彼女に応じる。

「……はじめてが、あなたのものなら……最後は、わたしのもの。……わたしが、ヨアルの、最後の女です」

　その言葉に、シェラハはぽかんと呆気にとられたように目を丸くした。

　次の瞬間、くつくつと喉を鳴らして笑う──天を仰ぐほどにけらけらと高笑いしながら肩を揺らす。

　言ってくれる、とこれにはヨアルも苦笑いを浮かべた。

「……な、なにがおかしいのです……！」

「いやなに。……おぼこと言うたのは撤回する。たいした女ぶりよな、まったく」

　ひとしきり笑ったあと、感心したように頷いてシェラハは背を向けた。

「さあて、行こうではないか、おぬしら。新郎新婦の手を煩わすものではないからのぅ」

「言われるまでもありません」

「……うー、もうどうにでもなれ、よ！」

　彼女のあとにエアリィとニルンが続く。シャルロットも歩き出しながら、一度ヨアルを振り返った。

「……正直、こうまで上手くいくなんて思わなかったよ。済まなかったね」

「すまん。決め札は伏せておきたかった」

「万が一の情報漏れ、ってこともあるからね。これで交渉もつつがなくまとまるだろうさ」

　そう言って、彼女は再びシェラハのあとにつき従う。

　彼女らの背を見送りながら、アルマエイラはぱたぱたと手を振った。

「……ご無事で、戻りますように。……約束、ですからね……！」

「うむ」「無論です」「おうさ」「見せつけられたまま死ねないわよ……！」と、てんでまとまりなく応じる４人。

　ヨアルもいざという時に出られるよう準備だけはしておく──が、シェラハだけでも過剰戦力だろう。被害が出るとは毛ほども思わなかった。

「信じておけば大丈夫。……これで、全部お終しまいだ」

「……はい。……ヨアルも、あんなに強かったのですもんね……」

「……もう使わずに済めばいいんだがな」

　そのために〝魔女の国〟は秘密裏に、反動的な各部族との交渉を行なった。

　すなわち、魔王の暗殺を条件にした同盟の締結。現体制崩壊後に協力体制を取るという条約だ。

　魔王を殺し得る戦力とは、それ自体が約束を守らせるための脅しになる。その意味では充分に実効性がある約束だった。

「……もしものことがあっても……ヨアルとなら大丈夫だって、思うもの……」

「それはどうにも……縁起でもないな」

「……頼りに、してますからね……？」

　くすくす、とほほ笑むアルマエイラ。ヨアルは困ったように肩をすくめ、くしゃくしゃと白金の髪を撫でる。

　アルマエイラは懐から手ぬぐいを取り、男が浴びた返り血を綺麗に拭う。

「アルマ」

「……はい？」

「結婚しよ」

「ふぇっ……」

　い、いきなり、それ、だめ──とアルマエイラが首をぷるぷる振るのに構わず、ヨアルは彼女の唇を奪った。

　うっとりと目を蕩かせ、見つめ合い、深く唇を重ねる。唇と舌を睦み合わせ、誓いを交わすように口づけに耽る。

　お互いに最後の人と。




　────魔王殺しの魔術士と魔女王の婚姻を言祝ぐように、遠くで殺戮の雨が吹き荒れていた。







後日譚　前編






　魔王の死から半年後────。

　事件後当初、〝魔女の国〟は各種族との同盟条約をいち早く締結。

　10から20の少数種族が主ながら、互助的な協力体制の構築に成功する。

　一方、混乱の只中に投げ出された魔族たちの反応はいくつかに分かれた。

　魔王の仇討ちを旗印に、〝魔女の国〟へ矛先を向けるもの。我関せずと独立を指向するもの。〝魔女の国〟の側につき、種の安全確保に走るもの。

　大勢を占めたのは仇討ちを目的とする保守勢力だが、結果から言えば戦は起こらなかった。

　勢力内部での権力争いが激化し、内紛に発展したのだ。

　内側からの煽動工作があったとされるが、真相は明らかになっていない。

　戦禍が周囲に飛び火する気配を察知し、ある第三勢力がこの争いに介入した。

　魔女シェラハ率いる異界の怪物──冥境の軍勢が有力な種族を次々に攻撃したのだ。

　これにより権力争いは半ばうやむやのまま途絶。現在は各々の利害をすり合わせるため、諸侯会議が年４回ほど招集されることとなった。

　議会には〝魔女の国〟を代表とする勢力──すなわち革新勢力の席もある。総代表には魔女シェラハが据えられ、各種族に厳しく睨みを効かせている。

　政治形態は大きく変容したが、いまのところ目に見える火種はない。

　ほとんどの勢力は内紛が祟って疲弊しており、人類側に攻勢をかける気運も欠けていた。おそらく、最低でも数年間は内政に専念することを強いられるだろう。




「……なるようになった、という感じだな」

「同感です」

　──廃城内の応接間。

　ヨアルとアルマエイラが並んで座り、その向かい側にお仕着せ服姿の少女が座す。

　エアリィが机の上に広げたのはここ半年間の情勢報告書。概略に合わせて詳細な数値が並び、各勢力が置かれている状況を知らしめる。

　幸いにも〝魔女の国〟を代表とする革新勢力に対する大きな脅威はない。

　その情報はどこから得たかというと、エアリィの指揮下にある諜報部隊が集めたものだ。

　飼い主を失った走狗はすぐにも次の飼い主を探すもの。それが信頼できる飼い主ならばもっとよい。死んだ飼い主の仇討ちなどは考えもしない。なんの得にもならないからだ。

　そういう性質をよくよく理解していたエアリィは、真っ先に魔王を失った諜報部隊の勧誘に向かった。保守勢力からかすめ取るような所業だが、その迅速な行動が功を奏したかたちである。

　現在、エアリィは主に国内に留まって諜報部隊を統括している。〝魔女の国〟がいまなお戦禍に巻き込まれていないのは、彼女の力によるところが大きい。

「……いつも、ありがとうございます……エアリィ。こういうことは、任せっきりで……」

「適材適所です。表に出られるにはよほどアルマ様が向いておられますから」

「説教ばかりは、慣れてしまってるのですよね……」

　儚げに笑うアルマエイラ──かつて〝聖女〟と呼ばれた頃を思い出すように遠くを見る。

「……それと……もう、その呼び方でなくてもいいのですよ？」

「すっかり慣れてしまいましたから。────それとも」

　と、エアリィは不意にアルマエイラの下腹部を一瞥する。

　ゆったりとした黒い法衣に覆われたお腹は、いまやぽっこりと丸く膨らんでいた。

「奥様とお呼びしたほうがよろしいですか」

「……それも、いいかもしれません……」

「……いいのか？」

「この場合、当然、ヨアル様は旦那様になります」

「まだそっちのほうがマシだな……」

「ではヨアル様と」

「ぶち犯すぞおまえ」

「一向にご褒美ですが」

　軽口の応酬を耳に入れ、くすくすとアルマエイラがおかしそうに微笑する。

　彼女はふっと愉しげに蒼い瞳を細めながら、エアリィをじっと見つめた。

「……また、してみます？」

「────え」

　瞬間、エアリィはぴくんと不意を打たれたように肩を跳ねさせた。

　無表情の白い頬に朱が差す。途端にそわそわと忙しなくなり、内ももをもじもじとこすり合わせる。

「……いいえ、それは、アルマ様に申し訳もありません」

「俺の意思は……？」

「ヨアル様はアルマ様のものですから」

「そのとおりだった……」

　いまになって振り返るまでもない。ヨアルが表情をうかがうようにアルマエイラを見るが、実際に満更でもないようだった。

「……この半年、ずぅっと独り占めにしてしまいましたから。……そろそろ、えへへ、この幸せをおすそ分けしてもいいかなと……」

「本番はしないからな」

「……ヨアル、やっぱり、結構生真面目ですよね……？」

「どっちかというとアルマが爛ただれてるんだ」

「……でも、わたしがすけべなのは、ヨアルのせいですもん……」

　むす、と頬を膨らませてアルマエイラは不満気に言う。

　どちらかというと、抑圧が強すぎたせいで反動もたいへんなことになっているだけなのだろうが──少々反論しがたいところもある。

「おふたり、人前で睦み合いませんように」

「すまん」

「……でもですね、やっぱり、わたしも身重ですし……お腹の子に気遣ったほうがいいでしょうか、と……」

「いまさらにもほどがある……」

　アルマエイラに刻まれた淫紋はいまもある。そこには身ごもったお腹の子を守る力があり、悲劇が起こることはない。

　それでも、とアルマエイラはそっと首を振った。

「……前から思ってはいたんです。いつもわたしのほうが先に伏せってしまうので、ヨアルにもちゃんと満足してほしく……」

「それはべつに満足していないわけじゃないからな!?」

　毎日毎日倒れるほど搾られていたら死ぬ。というより、鍛えていなかったらいまでも充分に倒れる域である。

　エアリィは赤く染まった頬をぱしんと叩き、すぅっと砂色の瞳を細めて言った。

「気になっていたのですが、アルマ様」

「……なんです？」

「毎日何回程度で収まっているのですか」

「……えっと、ですね。……１日５回……」

「５回」

「に、減らそうと思っています」

「アホですか」

　エアリィが思わず真顔で罵るほどだった。

　アルマエイラまで顔を赤くして反論する。

「……ち、ちがうんです……！　いつも、おねだりしたぶんだけ、気持ちよくしてくれて……期待以上に気持ちよくなってしまうといいますか……とにかくですね、その、つい……」

「びっくりするほどなにも違わないですね」

「……な、なので、わたしばっかりも悪いと思いまして……」

「なにが〝なので〟かはさっぱりわからんが……」

　ヨアルが真顔で言いつつ、あらかた記憶した報告書を机の上に置いた。

「それより、もうひとつ伝達事項があると言ってたな。それを先にしてくれ」

「ヨアルのおち×ぽと伝達事項のどっちが大切なんです!?」

「伝達事項」

「いえっそれはちが────」

　勢いよく手を突いて立ち上がるエアリィ。

　最後まで言いかけたところでふたり分の視線を受け、彼女ははっと顔を赤くする。いそいそと気まずそうに座り直し、懐から１枚の書状を取り出した。

「……ごほん。はい、ニルンとシャルロットから伝達事項があるとのことです。お確かめください。慶事と仰ってましたので、ご心配なく」

　魔女ニルン。

　女王護衛官シャルロット。

　彼女らふたりは現在、〝魔女の国〟の隣国──レーヴェラント王国に介入するべく奔走していた。

　そう、魔王の死に揺れたのは魔族だけではない。かねてより軍備増強を推し進めていたかの国は、これを機に領土拡張を目論んでいたのである。

　しかしながら王国内部も決して一枚岩ではない。富裕層以外の不満はうず高く積もり、いまにも弾けんばかりだったのだ。

「大事なことじゃないか……というわけで、アルマ」

「……はい。では……」

　す、と書状をアルマエイラの前にたぐり寄せる。

　彼女はこくりとちいさく頷き、書状を机の上でそろりと開いた。

　内容は──簡潔すぎて語るまでもない。３人は見た瞬間に息を呑む。

　そこにはまるでインクをぶちまけたように、やたらとでかい字で書かれていた。

『革命、成功セリ』

　と。





＊＊＊






　────城塞都市ヴェネディウム。

　レーヴェラント王国の枢要ともいえるこの都市はいま、歴史以前の動乱に呑み込まれようとしていた。

「もう我慢ならねえ！」「王を引きずり出せ！」「憲兵はこちらの味方についた！　正義は我らにある!!」

　都市内のあちこちで火の手が上がり、百人単位の暴徒が大通りを駆けずり回る。片手には日常道具を武器に、様々な国家所有の建物を打ち壊す。邪魔をしようとする憲兵は容赦なく打ちのめし、動かなくなるまで囲んで叩く。いまやそれを止めるものはなく、憲兵や自警団といった面々さえも暴動に加わっている。

　暴徒を構成する面々は老若男女を問わなかった。共通するのは粗末な身なりくらいのもので、あとは職業も人種も多種多様。武装化された聖職者も多く、教会が暴動に加わっている様子が見て取れる。

　それでも彼らは一致団結し、中央部の城塞ヴェネディウムに向かって殺到する──すべては腐敗した王政打倒のために。

「いやはや、思ってたよりずっと派手に燃え上がったわね……」

「ま、こんなところだろうさ。いままでこうなってなかったのが不思議なくらいだよ」

　まるで嵐のような革命の最中、暴徒に巻き込まれないよう建物の屋根を渡り歩く女がふたりいた。

　黒いローブに身をまとい、長い黒髪で目元まで隠した豊満な美女──魔女ニルン。

　男性用のシャツとズボンに、狙撃銃を携えた長身の麗人──シャルロット・ユークリーズ。

　なにを隠そう、彼らの決起を煽ったのはニルンその人である。シャルロットはその護衛につき、いざという時には支援も行なう算段だ。

　工作活動はひと月前から実行された。国内で渦巻く不平不満に火をつけるだけの簡単なお仕事。なにせ火種は山のようにあり、工作活動が捗って仕方がなかった。

　野垂れ死にを待つ失業者、支援を受けられない傷病人、日々悪化し続ける労働環境。税金は天井知らずで上昇し、国民の不満感情は頂点に達していた。

　少数の知識人や富裕層などが救済活動に乗り出したが、これに対する国の反応が人々の怒りに拍車をかけた──罪の捏造、強行的な処刑。そう、かつてアルマエイラの身に降りかかった理不尽の再演である。

　ニルンはそこに目をつけ、不正や捏造の証拠を諜報部隊にかき集めさせた。ゲリラ的に国内各所で演説──という名の煽動──を行ない、人々の激情をかき立てた。

『このようなことはいまに始まったことではありません！　20年前ッ！　そう、20年前、〝聖女〟アルマエイラ──彼女が処刑されたその日から、あるいはそれ以前から、国は今日まで営々とこのような捏造を続けてきた！　人々よ、目を覚ますのですッ！　国家が捏造した虚妄を信じ込み、喜々として聖者に石を投げるような真似は！　二度と！　もう二度と、断じて、繰り返してはならぬのですッ!!』

　ニルンの魅惑的な風貌、声音、しゃべり方、身振り手振り──それらはすべて人々を魅了するに足る。

　レーヴェラント王国首脳部からも莫大な懸賞金をかけられるに至った魔女ニルン。彼女は人々から、皮肉にも〝聖女の再来〟として称賛された。

「結局、私に利用されてるだけなのにね。また別の誰かに利用されないか、心配ったらありゃしないわ……」

「いいんじゃないかい。ついでとはいえ、アルマの名誉も挽回できたんだからさ」

「本当に。あの方、自分がどう言われてたかなんて気にもしてないんだから……」

　うそぶきながらニルンは暴徒の進行状況を見守る。いまのところは順調だが、まだ軍隊が出てきていない。

　ある程度の被害は構わないが、あまり混乱が続いてもいけない。

　そもそも革命を起こさせたのにはわけがある。

　外から攻め落とすなら話は簡単だが、その後の統治が問題だ。住民は人間ばかりだというのに、魔族が統治して上手くいくわけがない。

　だが、軍備増強を進める現体制には即刻死んでもらいたい。そのためには人民の革命を煽るのがもっとも手っ取り早かったのだ。

「城が見えたぞ！」「打ち壊せ！」「城壁を乗り越えてでも進め!!」

　ふたりは市内のアパルトメントの屋上に陣取り、城下を見渡す。

　いよいよ都市中心部に殺到する暴徒を見て、ニルンはちらっとシャルロットを一瞥した。

「シャロ」

「ああ。任せときなよ」

　シャルロットは淀みない手つきで城門に狙いをつけ、術式を練り上げ、引き金を絞る。

　瞬間、範囲を限定して投射された核熱術式が城壁を抉る。見張りの城兵を薙なぎ払い、暴徒の邪魔をことごとく排除する。

「な、なんだ!?」「なにが……」「構わねえ！　前が空いたぞ!!」「ま、待て、前から……!!」

　だがその時、城内からまるで雪崩を打つように大量の城兵が現われる。

　十中八九、暴徒鎮圧のためだろう。すでに武器を構えており、交渉の余地はないように思われた。

「……う、まずいわね。あの距離じゃ巻き添えになるわ……」

「問題ないさ。こういう時のためにちゃんと用意してある」

　そういってシャルロットは通信魔術を展開する。

　相手は都市内部に前もって潜伏させておいた予備戦力である。

『ズヴェク。軍が出てきやがったよ。いけるかい？』

『いいねえ、おあつらえ向きだぜ。ちょうど向かってるところだ』

『そりゃあいい。頼んだよ』

『任せとけや』

　リザードの氏族長ズヴェク。

　リザードは〝魔女の国〟と同盟を結んだ種族のひとつである。かつてのアルマエイラが記憶にあったのか、彼は同盟を快く承諾した。

　城から軍が押し寄せる。暴徒は波のように引き、血を見るのも時間の問題だろう。

　────その時、都市の各地から集まったリザードが城門跡に集合する。その数はおよそ１００。彼らは全身を覆うローブなどで身を隠し、暴徒の波をすり抜けながら城兵の前に躍り出た。

「我ら剣竜戦士団!!　義によって助太刀いたす!!」

　どこか芝居がかった名乗りはリザードの氏族に特有のもの。

　彼らは一斉に抜剣し、その独特の剣術で次々に城兵を切り払った。

　瞬間、ニルンは暴徒のさらなる混乱を予期して彼らの前に姿を現わす。

「────彼らは味方ですわ!!　さあ、身体を張って私たちを守ってくれているうちに、参りましょう!!」

　精いっぱいに大声を張り上げれば、その何十倍もの怒号と歓声が返ってくる。彼らは一種の狂乱状態にあり、突然の乱入者にもさしたる疑問を抱かなかった。

　その間にもあちこちで血の噴水が吹き上がる。城兵がばっさばっさと斬り捨てられ、むせ返るような血の臭いが城の外に広がった。

「無駄な抵抗はやめよ。武器を捨てよ。貴様等が守るべきはなんだ？　国か？　それとも彼らか？　国とはなんだ？　それは彼らではないのか？」

　リザードの剣術は独特だ。長い尻尾の扱いまで技として組み込まれており、人間の剣では対処のしようもない。

　あるものは無謀にも打ちかかって斬り殺され、あるものはおとなしく剣を捨て、あるものは思いつめたように立ちつくす──むしろ暴徒のほうに加わる姿もちらほらあった。

　それから１時間が経ち、城は瞬く間に陥落した。

　一部の知識人が指示したのか、王族と思しき男が何人か捕らえられて連れ出される。

　彼らは暴徒に包囲されたまま広場まで引っ立てられた。彼らを助けるものはもういない。逃げ出す余地はもはやない。市場に運ばれる豚のように、ただ殺される時を待つばかりである。

「……あれが、アルマ様を陥れた連中なのかしらね」

「そう考えりゃ腸が煮えくりかえるね──けど、とっくに死んでる可能性もあるよ」

「そう、よね。それなら、まあ……種を断つくらいで勘弁してあげようかしら」

「ああ。綺麗さっぱり、二度と馬鹿な真似をしでかさないようにしないとね」

　黒幕ふたりは悪辣あくらつに笑い、王の死の進行を見守り続ける。

　かくてヴェネディウムの革命は成功のうちに終わり、レーヴェラント王国の歴史は今日をもって幕を閉じた。

　のちの世に代表民主制を基礎とするレーヴェラント共和国が誕生することになるが、それはまた別の話である。







後日譚　後編






　革命成功の報を受け取ってからほどなくして────。

「いま戻ったわよヨアル──今度という今度こそご褒美を貰うわよ！！！！」

「……開口一番それか」

　バンと勢いよく応接間の扉が開かれ、息せき切ったニルンが姿を現わす。

　そのうしろからシャルロットはのんびりとした足取りで歩いてくる。呆れたように肩をすくめ、口元は柔らかな笑みを描く。

「お疲れさまです、ニルン。ですがまずは事後報告を──」

「諜報の子らに任せたわ」

「……そうではないかとは思いましたが」

　頭痛を堪えるように眉間を揉むエアリィの傍ら、シャルロットはその肩にぽんと手を置いた。

「基本的には万事上手くいったよ。こっちの被害はほぼ軽傷のみ。市民のほうは……ゼロとは言えないけど、１００人も死んでないのは確かさ」

「……そう、ですか……」

　ありがとうございます、とアルマエイラがちいさく頭を垂れる。その表情には喜びとも悲しみともつかない微笑がある。

　城塞都市ヴェネディウムの人口はゆうに万を超える。暴動の規模に比べれば被害は極めて軽微といえたが、それでも少なくない死者が出たのは確かだった。

　だが、これで王国が少しでも窮状から立ち直るとすれば。

　腐っても彼の国はアルマエイラの、そしてヨアルの生まれ故郷だ。嬉しい気持ちもまた否定はできなかった。

「……慰霊碑を建てなければなりませんね。こちらからも、なにかできれば……」

「そういうことは自分で考えるだろう……が、復興支援にドヴェルグの連中を送ってやるのもいいだろうな」

　ドヴェルグは鍛冶や建築などを得意とする矮人種族。同盟を結んだわけではないが、〝魔女の国〟の植生から醸成された酒類を頻繁に送っている。しばしば交易も行なわれており、緩やかな友好関係を維持している状態だ。

　然るべき報酬さえ与えれば、彼らは喜んで仕事に出向いてくれることだろう。気難しいが、凶暴性は低く危険もない。

「経過を見る必要があるだろうけど、それがいいね。様子を見て連絡してみようかい」

「……はい。ぜひ、お願いします……」

　ふわりとほほ笑み、ぽっこり膨らんだお腹をそっと撫でながら、アルマエイラはじっとニルンを見た。

「……それで、ですが……」

「な、なにかしら」

「……わたしとヨアルの許す限りは……構いませんよ？」

「…………えっ？」

　一瞬、ニルンは呆気にとられたように頬を赤くした。

　まさかそう言われるとは思ってもみなかったように瞳が潤む。黒髪に隠れた視線がヨアルとアルマエイラのあいだで左右する。

「ほ、本当にですの？」

「ええ。わたしは、ですけど……」

「ヨアルが許さないってオチじゃないわよね!?」

「……本番なしな」

　ヨアルがそう真顔でいった瞬間、

「ヨアルぅぅぅぅぅぅ────っ[image: ][image: ][image: ]」

　ニルンはにわかに目の色を変えて彼の膝下に飛びついた。

　豊満な女肉が揺れるのも構わずすっと通った鼻筋を股ぐらに押しつけ、すぅぅぅ────と胸いっぱいに深く息を吸い込む。

「あっふ……ぁ……っ[image: ]　あっはぁぁぁっ……[image: ]　これっ……[image: ]　これよぉっ……[image: ]　ち×ぽっ……[image: ]　きっついチ×ポ臭っ……[image: ]　あぁぁぁすごっ……[image: ]　のーみそ……とけますわ……っ[image: ]　ばかになりそ……[image: ]　ち×ぽばかになるっ……[image: ]」

「……安心しろ。おまえはもう充分すぎるほど馬鹿だ」

「くふぅぅっ……[image: ]　いまはなにを言われても気になりませんわ……っ[image: ]　あぁぁぁっ……[image: ]　もっと、もっとち×ぽぉぉっ……[image: ]」

　ニルンはさらにすりすりと鼻梁をこすりつけ、すんすんと鼻を鳴らす。ちゅっちゅとしきりに股間に口づけ、吸いつく。その大きな尻に尻尾があればぶんぶんと振り回しているだろう。

「……がっつきすぎだ、精液便所が」

「そーよう精液便所よぉ……[image: ]　ちゃんと排泄むだうちもしなさいよぉっ……[image: ]　アルマ様に精子の有効活用ばっかりしてぇっ[image: ]」

「……言葉のわりに、ヨアルもガッチガチにしてますね……[image: ]」

「……面目次第もない」

　下穿き越しに形がわかるほど剛直を硬くしながら仏頂面で応じるヨアル。

　アルマエイラは横から彼の首筋に腕を絡め、ちゅっと首に吸いつく。喉仏に、おとがいに、頬に──あちこちに口づけの跡を残していく。

「見てるだけでいいのかい、エアリィ。さっきからお尻振ってるみたいだけど」

「そういうシャルも物欲しそうな顔をしていますが」

「えっ……ちょ、嘘────」

「嘘です」

　うっすら頬を染め、もじもじと内ももをこすり合わせるエアリィ──銀色のふたつ結びを揺らし、砂色の瞳が熱っぽく潤む。

　本音を暴かれたことに頬を赤らめ、視線を背けるシャルロット──軍服姿のまま落ち着きなく、蜂蜜色の髪を撫でるようにすく。

「……は、ぁ、はぁぁっ……[image: ]　ち×ぽっ……[image: ]　生ち×ぽとご対面、ですわっ……[image: ]　あぁぁ……ひさしぶりの……よあるの、ち×ぽっ……[image: ]」

　抑制的なふたりとは対照的──ニルンは欲望のままにヨアルの下穿きをずらし、勃起した肉竿を露出させた。

　凶悪に反り返る剛直を目の当たりに、ニルンははぁはぁと息を荒らげる。熱っぽい息が竿に触れ、野太い血管がびくんと脈打った。

「あぁぁっ……[image: ]　ふぅぅっ……[image: ]　むせ返りそうな、ち×ぽ臭っ……[image: ]　[image: ]うぅぅっ……[image: ]　ぁ……あ、く、ふぅぅぅっ……[image: ]」

　ニルンはまた一気に深く息を吸い、裏筋に口づけ、男根の感触と熱を堪能する。

　その時、彼女はにわかに肩から背筋をぞくぞくと打ち震えさせた。びくん、びくんと腰が跳ね、やたらと大きな尻肉がむちむちと波打つほど弾む。お尻の線はローブにくっきりと浮かび、もじもじと切なげに揺れ動いた。

「……臭においだけでイってんのか。ほら、押しつけてやるよ」

「くひぃぃぃっ[image: ][image: ]　ひ、ぐっ[image: ]　く、る、くる……ぅっ……[image: ]」

「……わ、すごいです……[image: ]　よっぽど、おち×ぽ、欲しかったんですね……[image: ]」

「アルマもたいがいだったろうに」

「……わ、わたしは……熱くてカタいの、押しつけられたからですもん……」

　ヨアルは片手でニルンの頭を強く押さえつけ、アルマエイラのぽっこり膨らんだお腹を愛おしげに撫でる。

　その裏腹な扱いが被虐感を増すようで、ニルンはなおもぞくぞくと総身を絶頂の痙攣に震わせた。

「結局、１回目のでもう受精してたみたいだしな。押しつけられただけでイク上に孕みたがりのやらしいお腹して──」

「……い、いじわるばっかりいうお口は、こう、ですっ……[image: ]」

　ちゅぷっ。

　瑞々しく濡れた唇が押しつけられ、ヨアルの口がぴったりと塞がれる。お互いの唇をこすらせるように睦み合い、ちゅむちゅむと淫らな水音を立てる。柔らかな肉が弾むように形を変え、粘膜をこすり合わせる快感に耽溺する。

　そして男の股ぐらでも、ニルンは竿にねっとりと舌を這い回らせた。

「……んっはぁっ……[image: ]　いいっ……[image: ]　いい、わぁっ……[image: ]　ち×ぽぉっ……[image: ]　ん、おいし……っ[image: ]　ん、ふぅっ……[image: ]」

　しきりに熱っぽい息を吹きかけ、舐り回す。ちゅっと口づけ、吸いつく。唾液の跡を残しながら竿先に向かい、亀頭をちゅぽちゅぽと吸い上げる。カリ首にねろんと舌を絡め、濃厚な汚れをこそぎ落とす。

　飢えた女の巧みな舌使いを披露して、ニルンはじっくりと男の肉竿を堪能する。ぽってりとした分厚い唇がこすれるほどに、勃起はさらにひと回りも大きくいきり立った。

　──彼女が夢中で男性器を貪る様子を見て、エアリィはふらふらと誘われるように立ち上がった。

　砂色の瞳は剛直に釘づけになり、もはやほかの何物も目につかない。

「……ん、く」

　シャルロットもまた、ごくんと生唾を飲まずにはいられない。彼女が弄ばれたのは一夜っきりだが、だからこそ過日の記憶は鮮烈だ。

　呼吸を整えるように努めながらも鼓動は速まり、脚先は彼のほうに向く。こつん、こつんと硬い足音が響き、そのたびにヨアルとの距離が詰まる。

「アルマ。舌出してくれ」

「……ふぁ、あんっ……[image: ]　は、ぃ……[image: ]」

「あ、あんっ……[image: ]　よあ、るぅっ[image: ]　こっちも、見なさいよぉっ……[image: ]」

「おとなしくしゃぶってろザーメン便器。……そろそろ、込み上げてきたな」

「[image: ]うううぅぅっ……[image: ]　もぉぉっ……[image: ]」

　にちゃ、ぴちゃ、ぬちゃっ。舌と舌とを絡み合わせ、濃密なベロチューをアルマエイラと交わす。お互いの白んだ唾液を交換し、ねっとりと舌を絡めながら酌み交わす。くちゅくちゅと口腔粘膜を舐め合ったあと喉を鳴らしながら、ヨアルはくしゃくしゃとニルンの髪を雑に撫で回した。

　ニルンは蔑まれながらもどこか嬉しげに頬を緩ませる。肉棒への吸いつきを激しくし、長い舌を竿に絡ませ、ちゅぽちゅぽと巧みに亀頭をしごき上げる。

　肉棒全体がまるで精を吸い出されるような心地よい快楽に包まれ、竿先がじくじくと熱くうずいた。腰がぞわぞわと甘く痺れ、あとからあとから射精欲求が込み上げてくる。

「──ニルン。独り占めはいけません」

　瞬間、左からエアリィがヨアルのものを奪い取った。

　先ほどまでニルンの口内にあった亀頭をちゅぽんと頬張り、小振りな唇で口腔粘膜をこすりつけるようにしごく。にゅるにゅると鈴口を舐め回し、しきりに男の吐精を誘う。

「ちょ、ちょっとっ!?　私が懇切丁寧に育て上げたち×ぽよぉっ!?」

「ヨアル様のち×ぽはアルマ様のものです。そしてアルマ様が許す限りにおいて皆のものです」

「ううう……！　は、はやく代わりなさいよぉ……！」

　目の前で浅ましく貪る姿を見せつけられたためか、エアリィの口淫は初っ端から激しいものだった。

　ちいさな頭で剛直の半ばまで一気に頬張り、口腔粘膜をへばりつかせながら一気にこすり上げる。じゅっぽじゅっぽと大きな水音が響き、そのたびにヨアルは強烈な快楽に苛まれた。

　エアリィがぬっぽぬっぽと唇で陰茎をしごくのをニルンは羨望の目で見つめる。お尻を切なげにくねらせ、手のひらでそっとヨアルの睾丸を揉みほぐす。

「う、ぐ……」

「……えへ……[image: ]　こーやってると……ヨアルの、イキ顔……[image: ]　とっても、見やすいですね……[image: ]　いまにも精子飛ばしちゃいそうなお顔、かわいい……[image: ]」

「やめてくれ、見るもんじゃない……」

「……や、です。……いっつもいっつも、わたしのはずかしいイキ顔見られてる、おかえし、ですもん……[image: ]」

　そう言われてはぐうの音も出なかった。ヨアルは怒張に野太い血管を浮き立たせながら肉悦を堪え、ぐっと下半身に力を入れる。

「私にもひと口おくんなよ、エアリィ」

「……仕方ありません。平等にお譲りします」

「ちょ、私の番っ……あぁぁぁーっ!!」

「先ほどまで味わっていたでしょう」

　意地汚く陰嚢を咥えて舐めしゃぶるニルン。口内にこびりついた先走り汁をしきりに舐め回すエアリィ。ようやく順番が回ってきたね、と竿先に口づけるシャルロット。

　彼女はそのままカリ首のところまで唇を進め、唇をすぼめる。頬をへこませ、口腔粘膜を張りつかせ、激しく吸いつく。

　────じゅぼぼぼぼぼっ!!

「く……ぁっ……！」

「ん、もっ[image: ]　ん、ぼっ[image: ]　ん、ぽっ……[image: ]　ん、むぅっ……[image: ]」

「ど、どこがひと口よ！　完全に精子引っこ抜くつもりじゃない！」

「そ、そのまま出させてはいけませんよ？　きちんと成果物も分け合うべきです」

　ニルンが声を荒らげて抗議し、エアリィは気が気でないように彼女の口淫を見守る。

　シャルロットは淫らな水音が立つのも構わず、むしろ音を響かせるように激しく吸いつく。小刻みに頭を振って唇で肉竿をしごき、敏感なカリ首を的確に摩擦する。未熟ながら要点を心得た肉棒奉仕に、ヨアルは肉棒をバキバキに硬直させた。

　熱した鉄のような棒を、唇で洗い磨くようにこすり上げる。シャルロットの口腔粘膜がみっちりと竿にへばりつき、密着したまま離さない。

「ん、もっ[image: ]　ん、む、ん、ぷっ[image: ]　ん、ぷっ[image: ]　じゅぽ、じゅぷ、んぷっ……[image: ]」

　ぬもぉ、と唇を伸びきらせながら肉棒に吸いつき、ぬるぬると亀頭をこすり上げる。舌をにゅるにゅると絡めつつ先走り汁を舐めすすり、口腔をひねるような刺激まで取り入れる。

「……ふふ、シャロ……いつもかっこいいのに、唇をおち×ぽしゃぶり器にしちゃってます……[image: ]　ヨアル、でちゃい、ます……？」

「……ああ、くそ、もう、出そう、だ……ッ」

　ちゅむ、ちゅぷ。アルマエイラとの濃密な口づけに浸りながら、強烈なバキュームフェラに絶頂へと追い立てられる。

　甘い痺れがぞわぞわと這いまわる背筋をアルマエイラに撫でられ、ヨアルは低い快楽のうめきを漏らした。

　おち×ぽしゃぶり器。そう揶揄されたシャルロットは顔を真っ赤に染めながら、それでも剛直を離さなかった。

　にゅるんと柔らかな舌が絡み、鈴口にべったりと貼りつける。ちゅっと口づけ、吸いつく。小刻みなストロークでぷりゅぷりゅとカリ首をこすり、出して、と言わんばかりに上目遣いにヨアルを見上げ────。

「だ、だめですわっ!!」

　びくん、と怒張が痙攣した刹那、ニルンは涙すらにじませて肉棒を横から奪い取った。

　大事に守るように亀頭をぱくんと頬張りながら、彼女は左右に視線をさまよわせる。

「……あ、くそっ……もうちょっとじゃないかい……」

「もうひょっろれもうちょっとで、れへたでてたひゃないれふのじゃないですの……!!」

「まったく。ひと口と言ったでしょう」

「一度も口は離しちゃいないだろう？」

　はぁっ、と雄臭い息を吐きながら淫靡いんびに笑うシャルロット。彼女は迷わず片方の陰嚢をしゃぶり上げ、竿の根本に舌を這わせる。

　エアリィももう片方の陰嚢をぬらぬらと舐め回し、根っこから半ばまでを舐め回した。亀頭を咥えるニルンを牽制するように、ちいさな舌が裏筋を這い登る。

「……全員にくれてやるから落ち着け精液便所ども」

「……ぁ……ヨアル……それ、わたしには言ってくれたことありませんのにー……[image: ]」

「なかなかの無茶を言ってくれるな……」

　アルマエイラが羨望のこもった目でじっとヨアルを見つめ、ぺろりと唇を舐め上げる。

　彼女こそは唯一婚姻を結び、娶めとった、誰よりも愛しい女性ひと。それを肉便器扱いするのはいささか厳しいものがある。

「ヨアルのお嫁さんはアルマ様ですけどっ……！　ヨアルの精液便所は私なんだからぁっ……!!」

「隙ありです」

「ああっ!?」

　ニルンが一瞬口を離した合間を狙い、エアリィがカリ首に口づける。吸いつき、舌を絡め、カリ裏のくびれを舐め回す。

　シャルロットも反対側のカリ首を狙い、ぬらぬらと舌を這わせる。肉棒のもっとも敏感な部位を重点的に舐めしごかれ、ヨアルの射精欲求が一気に昇り詰める。

「ほら、正面は譲ったげようじゃないかい。精液便所としてはあんたがいちばんの先輩さね……[image: ]」

「年上への敬意は必要であると存じます」

「と、年増じゃないわよ!?」

「言ってねえ」

　吸いつく濡れた唇の心地よさ。肉棒の疼きに腰を震わせながら、ヨアルはシャルロットとエアリィの髪に触れる。巧みな口淫奉仕を褒めるようにくしゃくしゃと撫で、かき回す。

「……ほら、いらないのか？」

「い、いるわよっ、いるに決まってるじゃないっ……[image: ]」

　そしてニルンの頭をくしゃくしゃと撫でた瞬間、彼女は肉棒の根本に吸いついた。そこから裏筋をたどるように舌で舐め上げ、竿先に吸いつく。肉棒の根本をこしゅこしゅとしごき、陰嚢を片手で揉みほぐす。先走りの泡がにじむたびにじゅるるとすすり、また肉傘を舐め回す。

　ちゅぱ、ちゅぷ、ちゅっ。じゅるる、じゅぷ、じゅぷんっ。ちゅ、ちゅく、じゅぞぞっ────。

　淫らな水音がしきりに響き、３人分の舌と唇で愛される。唾液と先走り汁が混ざり合い、もはやどちらの別もない。勃起は快楽のあまりいきり立ち、限界まで硬く張り詰めた。

　カリ裏まで綺麗に舌で清められ、ヨアルは凶悪に膨らんだ剛直を甘いうずきにわななかせた。

「う……く、ぁ……で、る……ッ！」

「……えへへ……[image: ]　いーですよ、ヨアル……出しちゃって……[image: ]　いっつも、おま×こ幸せにしてくれてるぶん……[image: ]　なにもかんがえないで、気持ちよく……びゅーっ、てしよ……[image: ]」

「……っ、ぅ、ぐ……ッ!!」

　ぽそぽそ、とアルマエイラがヨアルの耳元で囁きかける。熱い舌が耳朶に絡み、甘美な誘惑の吐息を流し込む。

　どくん、どくん。剛直の海綿体に血流が流れ込み、矢を番つがえられた弓めいて反り返る。肉傘がぶわっと大きく開き、射精の兆しを訴える。

「ほら、イっちまいな……っ[image: ]　ぶっ濃い精子、思いっきりまき散らしなよ……っ[image: ]」

「────貴重なお子種、お恵みくださいませ、旦那様……[image: ]」

「ちょうだいっ[image: ]　ごほうびザーメンだしてぇっ[image: ]　私の顔、精子でべっとべとにしてよぉっ[image: ][image: ]」

　男に群がる３人もまた、それぞれに淫らがましく舌を吸いつかせながら媚を売る。

　甘く蕩けた媚び媚びの声で精子をねだる。あからさまに射精待ちのザーメン便器顔を晒し、彼女らはねっとりとカリ首をしごき上げる。

　──瞬間、極太肉棒がどくんとひときわ激しく脈打った。

「く……う、あ……出る、出るッ……ぐ、う────[image: ]ッ!!」

　にわかに野太いうめきが漏れ、びゅぐんと剛直が痙攣する。

　竿先がぱっくりと口を開く──野太い白糸がビュルビュルと勢いよく噴出する。

　────ビュグンッ、ビュルッ、ビュグッ!!　ビュプン、ビュプッ、ビュブプッ!!　ビュクッ、ビュッ、ブプッ!!

「くっ────はぁぁぁっっ[image: ]　あ、あっつうぅぅ……[image: ]」

「……あ、ひ……っ[image: ]　あ、ん……すご……い、ですっ……[image: ]」

「これっ、これですわぁぁぁっ[image: ][image: ]　あ、はぁぁぁんっ……[image: ][image: ]」

　大量の、そして極めて濃密な射精。ほとばしる精液が射精管を通り抜けるたび、すさまじい快楽がヨアルの腰を震わせる。

　瞬間、まるで噴水のような勢いで飛び出した精子が、彼女らの顔に降りかかる。臭くて汚らしい液体がかわいらしい顔を涜けがし、べっとりと白濁に塗り潰す。

　３人は我先にと舌を伸ばし、少しでも多くの精子をすすろうとする。汚穢な汁をぶっかけられながら、むしろ嬉々として頬を赤く染め上がる。

「……あは……[image: ]　すっごい勢いです……[image: ]　ヨアルぅ……浮気射精、しちゃいましたね……[image: ]」

「く……う、ぐ……っ!!」

　そりゃないよ、と物言いたげな視線を向けながらも、脈打つたびに込み上げる快感には抗いがたい。

「……うそです[image: ]」とくすくす笑いながら口づけられ、舌を絡め返す。３人がかりでの口淫奉仕を受けながらの濃厚なベロチューに、全身が何度も快楽の電流に襲われる。

　びゅくん、びゅくん、と脈打ちながら、なおも射精は止まらない。

　ヨアルは竿先をひとりひとりに向け、鉄砲水のような射精を顔に思いっきりぶち撒ける。

「っ、あ……[image: ]　勢い、ありすぎだよ……[image: ]」

「どうぞ、舌の上に……[image: ]」

「あーんっ……[image: ]」














　シャルロットの顔にぶつかり、びちゃっと精の飛沫が弾ける。エアリィは舌を突き出して迎え入れ、ニルンは下品なほど口を開けて受け止める。

　３人は口腔粘膜を覗かせ、どれだけたっぷりと精子を受け止めたか自己主張。くちゅくちゅと口内で音を立て、えげつない臭においと濃さの精子をそれぞれ堪能する。

　ようやく射精の勢いが収まったところで、アルマエイラの柔らかな唇が亀頭をぱくんと頬張った。

「……れは、わたひが……おち×ぽ、きれいに、してあげまふね……[image: ]」

「……うく、ぁ……それ、気持ち、よすぎる……」

　ぜぇ、と息を荒らげながら、ヨアルは射精の余韻とお掃除フェラの気持ちよさに酔いしれる。

　３人がかりで射精を助けられたあと、愛おしい人の唇で亀頭を丹念に洗い清められるのだ。柔らかな唇がカリ首にぷりゅぷりゅとこすれ、鈴口をしきりに舐め回される。これで気持ちよくないわけがなかった。

　アルマエイラはそのまま根本までぬもぬもと咥え、肉竿を彼女の唾液にまみれさせる。まるで彼女の匂いをつけ直すように舌を絡め、残り汁をしっかりと吸い上げる。

　じゅる、じゅぞ、じゅぷ、ちゅぷ────ちゅぽんっ。

「……えへ……[image: ]　おち×ぽ、きれいになりましたね……[image: ]」

「……勃起が全然収まらんのだが」

　淫らな音を立ててアルマエイラの口から空気が漏れる。暖かな口腔内から免れて、肉竿は名残惜しそうにびくんと脈打った。

　竿先にはもう一滴の精子も見当たらない。余すところなくアルマエイラに拭い去られ、表面には彼女の唾液をまとわせるばかり。肉傘は光を照り返すほどピカピカに掃除され、相も変わらず凶悪な傘を広げていた。

「……へえ、そいつは聞き捨てならないねえ……[image: ]」

「溜め込んでいてはいけません、ヨアル様……[image: ]　どうか、こちらのお便所に……[image: ]」

「たぁっぷり、キンタマの中のザーメン、残らず吐き出していってもらうわよ……[image: ]」

　跪く３人は揃っていきり立つ肉棒を注視して、あーんと上目遣いになりながら口を開けた。

　三者三様、薄紅色の瑞々しい口腔粘膜と薄ピンク色の舌が覗く──口内にはやはり一滴のザーメンもない。すべてを飲み干し、舐め取り、すっかり嚥下したのであろう。

　彼女らは精子まみれの顔で揃って媚を売り、物足りないように舌なめずり。さも愛おしげに男根へ唇を捧げ、何度ともなく口づける。

「──アルマ、なんというか、いろいろといいのか」

「……夜のぶん、わたしにも、ちゃんと残しておいてくださいね……[image: ]」

　ヨアルはにわかに天を仰ぎ、深呼吸したあと、覚悟を決めた。

　３人ともを見下ろし、くしゃくしゃと柔らかな髪を褒めそやすように撫で回す。

「……二言はないぞ精液便所ども。しばらく精液以外のもん飲めると思うなよ」

「……い、言うじゃないかい……[image: ]　本当に満足するまで、付き合ってもらうよ……？」

「アルマ様より先に倒れでもしたら、許しませんから……[image: ]」

「そんなの……私なら一生でもいいわよ……[image: ]」

「俺がいやだ」

「ちょ、ちょっと、私だけひどいわよっ!?」

「おまえの発言が格別ひどいんだよ」

　真顔で言うヨアルの頬に、ちゅっとアルマエイラが口づける。そしてぷく、と頬を膨らせながら言った。

「わたしも、その、同意なのですが……」

「悪かった。俺が悪かった」

「……じゃあ、今度はわたしも、ヨアルの精液便所……もとい便所妻に……[image: ]」

「……子どもが生まれてからな」

「……約束、ですよ……[image: ]」

　ぽっこりと膨らんだ彼女のお腹を愛おしげに撫でるヨアル。アルマエイラはにわかにほほ笑み、ちゅぷ、と深く濃密なキスを交わす。

　ニルン、エアリィ、シャルロット。足元に跪いた３人もまた笑みを交わし、誓いのようにヨアルの怒張へ口づけた。
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〝魔女の国〟２代目女王アルマエイラ。

　彼女は世界の均衡を保つものとして、永きに亘る平和維持に貢献し続けた。

　そのかたわらには常にひとりの夫と３人の側近があり、彼女を献身的に支えたという。

　夫は一説に多情と語られたが、あまりに多くの子を設けたがゆえの誤解とするのが通説である。






番外編　始まりの終わり　前編





　冥境。それは冥府にもっとも近い現世であり、現世にもっとも近い冥府。

　この世のどこでもない辺境の地をこそ、彼女は〝冥境〟とあだ名した。

「どぉれ」

　草木の一本たりともうかがえない無謬の荒野。

　魔女王の小屋から遠く離れた平地に彼女はひとり、片手に朱槍を掲げて立つ。

　彼方に見仰ぐはさながら山。

　そびえる壁のような人型が、刻一刻と少女に向かって迫りくる。

「……本当にあれをやるのか。師匠」

「うむ。いまのおぬしなら一向に問題なかろうさ」

　彼女──シェラハはくつくつと喉を鳴らして背後に笑いかける。

　そこにはひとりの男がいた。長身で、疲れた表情をしているがまだ若い。

　年の頃はせいぜい20代といったところ。くたびれたシャツと色あせた灰色のスラックスを身に着けており、肩には黒コートを羽織る。

　彼──ヨアル・ヤオトルはややうんざりとした碧色の眼差しをシェラハに向けた。

「……どれだけあるんだ。あれ」

「以前測ったことがあるのだが」

「測ったのかよ」

「まぁ、せいぜい私が３０００人分といったところか。たいしたことはなかろう？」

「馬鹿じゃないのか」

　ヨアルは感情のない声で言う。

　師匠と呼ぶ相手への言葉遣いではなかったが、シェラハはさして気にもしない。

「師を馬鹿呼ばわりするでない。ほれ、行くぞ？」

「……了解」

　ヨアルはしぶしぶ頷きながらシェラハを眺める。

　年端もいかない童女のようにも見える黒髪の娘。切れ長の紅眼は挑発的で、生意気で、そしていかんともしがたく蠱惑的。

　不揃いに切られた前髪はピンで留め、後髪はひとつ結びに結い上げる。ちいさな身体は羽衣のような黒の薄絹に覆われ、薄褐色の肌はぴっちりとした薄手の肌着に包まれていた。

　師匠、などと呼ぶにはとても似つかわしくない風貌。

　しかしヨアルは知っている。彼女が数百年という年月を生き永らえる魔女──伝説の〝魔女王〟シェラハであることを。

「よいか。あやつはおぬしの力試しにはちょうどいい」

　と、シェラハは朱槍の穂先を視線の先に向ける。

　そこには、そう、まるで山かと見紛おう異形。あまりにも巨大すぎる人型の怪物が、刻一刻とふたりのほうに接近する。

　このまま放っておいたらば、かの異形はじきにふたりの住居をも跡形なく破壊し尽くすだろう。

「……俺の力が通じるのか？　あれに」

「通じぬわけがない。おぬしの力は理論上、限界がないからのぅ」

「……そりゃ、そうだろうがな」

　20年。

　彼女とともに20年、ヨアルは〝冥境〟での過酷な修練を乗り越えてきた。

　それは想像を絶する苦しみだった。いっそ冥府に落ちたほうが安らかであったろう。

　だが、ヨアルは乗り越えた。生きて目的を果たすために。

「よいか？　やつには存在の核がある。それを感覚し、狙いをつけ、一撃でぶち抜け。それだけだ──というわけで、やってみよ」

「相変わらずの放任主義だな!!」

「それさえできれば魔王なぞ敵ではないぞ。いや、あらゆる魔族すら敵ではない。おぬしに敵うものは、現世にひとりもいなくなる」

　シェラハはくく、と笑って異形との距離を詰める。朱槍を軽く腰溜めに引きながら。

「まぁ、ちょいと手本くらいは見せてやろう。まさか師にできんことを弟子にやらせるわけにもいかんからな」

「……拝見する」

　彼我の距離はまだ遠い。あまりに怪物が巨大すぎるから近いように思えるからだ。

　全力で走っても接敵に数分はかかるだろう。そういう距離だった。

　────だが。

「────征ゆけいッ!!」

　発するは裂帛れっぱくの叫び。

　シェラハは手にした朱槍を振りかぶり、全力で投擲とうてきした。

　紅き流星が空を走る。鋭いジグザグ軌道を描きながら、朱槍は瞬く間に巨人へ肉迫する。




　────ズドンッ！！！！




　さながら爆撃にも似た着弾音。はるか彼方かなたで巻き起こる爆風と閃光。

　巨人の肩部分が一撃のもとに吹き飛び、装甲の破片が周囲に撒き散らされる。

　それは巨大な岩と砂の塊のようだった。巨人というよりは巨人像、というべきか。

「……すでにだいぶ吹き飛んでないか？」

「いや、核が残っておる。いまのを核に叩き込んでやれば倒せておったわけだが」

　シェラハはそう言って腰のうしろに括りつけていた朱槍を抜く。

　穂先が示す先はかの異形。肩部分が見事に欠損しているが、巨人像はなおも歩みを止めなかった。

　直撃すれば山々をも吹き散らすような魔槍の投擲。魔女シェラハ必殺の一撃は、あれでも手加減したものであったらしい。

「核を探り当てるのはおぬしの仕事だ。威力だけならおぬしのほうが上だからな。……違うかえ？」

「……わかった」

　ヨアルは頷き、巨人像の方角へ向き直る。

　瞬間、彼の手の中に魔力で練り上げられた漆黒の槍が表出した。

　表面にはヨアル・ヤオトル固有の術式を象った呪紋が刻み込まれている。

　シェラハはその場から３歩引き、愉悦げにヨアルの背を見守る。

　まるで彼の成長を見届けんとするかのように。

「笑覧あれ」

　ヨアルは短く言い捨て、ひと息。

　刹那、彼の姿は音もなく霞み、瞬く間にしてかき消えた。




〝──────〟




　音のない世界。

　否、音よりも光よりも早い時間の中で、ヨアルは巨人像との距離を零ゼロにした。

　ゼロ時間にて巨人像の爪先を、膝を、腰を飛び渡る。

　巨人像の表面を彩る紫暗色。その奥で血液のように巡る魔力の流れを感じ、ヨアルは核を探り当てる。

　それはすなわち、魔力の流れが最終的に集約する一点──巨人像の有する魔力炉。

「────は」

　自らの声が耳朶を打つより疾とく、ヨアルは手に持つ魔槍を突き放った。

　撃ち出された一閃が巨人像の胸をえぐり、数万ｓｕを超克する厚みに風穴を穿つ。




　────ズドンッ！！！！！！




　それは山岳をも上回る超巨大質量を一撃のもとに撃ち貫く魔槍。

　最強最悪の魔槍遣いである〝魔女王〟より受け継がれし、絶対必貫のひと突き。

「────[image: ]」

　その時、巨人像は声ともつかない音を上げて静止する。

　風穴から噴出する嵐もさながらな烈風。

「ッ……」

　瞬間、ヨアルは術式を再び起動する。

　それこそは彼だけが行使しうる固有術式──主観時間加速術式アクセラレイター。

　肉体強化と感覚強化の術式を同時に用い、時間単位の運動量を何百倍、何千倍にも増進させる術式である。その限界は事実上──シェラハが先ほど口にしたとおり──限界がない。

　ヨアルは何千倍──あるいは何万倍にも加速して時間を駆け抜け、再びシェラハの元に舞い戻る。

　そして術式を解除した時、間もなく巨人像は視界の彼方でがらがらと崩壊を始めた。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]────」

　断末魔のような音をかき鳴らし、巨人像は次から次へ崩れ去る。

　あたりに撒き散らされた汚泥は崩れたはしから風に晒され砂と化す。まるで何百年も風に晒され続けたかのように。

「……なんだったんだ、あれは」

「岩とは永遠、不変の象徴よ。そいつがわざわざ動くとは、じつに示唆的よなァ。それがダラダラと〝冥境〟に留まっておる私の元に迫るとなれば、なおさらに、な」

「おまえがこんなところに住んでいるせいか」

「おまえとか言うでない」

　シェラハはぷくぅと頬を膨らせて柄尻を地面に何度も打ちつける。

　しかし彼女はすぐに愉悦の笑みを取り戻し、ぽってりとした赤い唇を三日月の形に歪めた。

「ともあれ、うむ、やはり見込みどおりだのぅ。私の期待以上の出来栄えといってよいぞ？　私もおぬしの師としてお目が高いわえ」

「それはどうも。……というか、見えていたのか」

　ヨアルはあくまで淡々と応じる。

　というのも、彼の固有術式はほとんど偶然によって得たものだ。目覚めるきっかけこそ必要としたが、自ら勝ち取ったものではない。

　それでもヨアルは一向に構わなかった──力さえ得られるのなら。世界を敵に回してでも彼女を救い出す力を。

「見えているに決まっておろうが。私の千里眼から逃れえようものはない。ほれ、近う寄れ」

「なんだ」

「ご褒美のちゅーをくれてやろう[image: ]」

「いらん」

　ヨアルは手のひらを突き出して距離を置く──断固として拒絶。

「なんだ、気のないやつよのぅ。これで荒事に関しては皆伝だぞ？　嬉しくはないのかえ？」

「……まだスタート地点に立ったようなもんだ。喜ぶようなことじゃない」

　そう。いまの時間は、アルマエイラを迎えにいくための準備期間にすぎないのだ。

　達成感に浸るにはあまりに早すぎる。

「くそ真面目なやつめ。……まぁ、そういうところもよいのだがのう」

「……おまえにあまり好かれたくはないんだがな」

「なに、安心せい。弄び甲斐があってじつによい、ということよ」

「なにもよくない……」

　ヨアルは巨人像が最後まで崩れ去るのを見届け、具現した魔槍を消し去る。

　兎にも角にも戦闘能力についてのお墨つきはいただいた。もはや魔王であろうとヨアルの敵ではない、らしい──たちの悪い魔女に担がれていなければだが。

「さぁて、ヨアル。おぬしに伝授するべきことは、これで……残りあとひとつ、だのぅ？」

「……ああ」

　ヨアルは渋面を浮かべて頷く。

　対するシェラハはさも愉しげ。いたいけな面差しに淫靡な笑みを浮かべ、そっとヨアルの傍に寄り添う。

　まるでやり手の娼婦が客人に媚びを売るような仕草。見た目にまったく相応しくない指さばきで、彼女はヨアルのお腹をするすると撫で回す。

「じつに寂しいのう……せっかく、おぬしが夜の無聊ぶりょうを慰めてくれおったというに……これの伝授が終わったら、もうお別れになるとはのう？」

「……端はなから好きでやってることじゃあない」

　アルマエイラを我が物とするため。

　そのためだけに、ヨアルは４つの物事をシェラハに師事していた。




　ひとつ、荒事。状況を問わずに敵を叩きのめすための力。

　ひとつ、兵法。状況を有利に運ぶための力。

　ひとつ、魔術。知識や実践のみならず、あらゆる呪法に対策するための力。




　以上の３つに関してはすでにシェラハの皆伝を得た。

　しかしヨアルは最後にひとつ、身につけなければならない項目を残していた。




「よう言うわえ[image: ]　もう何十回も、何百回も私の胎はらにどっぷりと濃ゆい子種を吐き出しておるくせに……[image: ]　私が上がっておらなんだら、とうにおぬしの子を身ごもっておるぞ……？」

「やめてくれ。真剣に死にたくなる」

「……あまりイジめるとおぬしは本当に死にそうだのぅ」

　しょうのないやつめ、とシェラハは笑いながらヨアルの手を引く。

　彼の手のひらはシェラハのお腹、なだらかな下っ腹に添えるようにあてがわれた。

「……だがな、ヨアル。女を満足させられぬ男は本当にいかんぞ？　そのせいで国が滅ぶこともあるのだぞ？」

「わかってる。もう何千回も聞かされた」

「ならば……くくっ。私が泣いて許しを乞うにまで満足させられるよう、しっかり気合を入れて私を抱くのだぞ？　よいな？」

　シェラハはにやぁと好色そうな笑みを口元に浮かべる。ちろり、と厚ぼったい口舌を口端から覗かせる。根っからの助平女であることを隠そうともしない。

　ヨアルはがしがしと頭をかきむしり、深くため息をつく。だが、これも欠くべからざる力には違いない。

　人間の心は移ろいやすく、そして心を満たすためには──身体を満たすことも必要なのだから。




　ヨアルがシェラハに師事する最後のひとつ────房事ぼうじ。

　閨ねやの相手を虜にする力、である。





＊＊＊






　きゅ、とたくましい肉槍を食いしばるちいさな肉壷。

　シェラハはヨアルの上に跨がり、目端を蕩けさせながらうっとりとヨアルを見下ろした。

「……くくっ。ヨアルぅ～……[image: ]　もーぉチ×ポが膨らんできておるぞぉ……？　まだ私は５回しかイっておらぬというのに……もう１発目を吐いてしまうのかえ……？」

「……っ、ぐ……！」

　────無茶言いやがる。

　ヨアルは歯を食いしばりながら腹上のシェラハを睨めつける。

　しかし彼女は朱い瞳をうっとりと潤ませ、巧みな腰使いでゆっくりと肉竿をしごき上げるばかりだった。

「ほれ、ほれっ……[image: ]　そんな調子ではてんで足りぬぞ……？　そんなでは、私を満足させるには程遠いのぅ……？」

　シェラハは肌着をすっかり脱ぎ去り、薄手の黒い羽衣を羽織るばかり。

　彼女の矮躯が腰上で跳ねるたび、こすれた柔肉がにゅるにゅると肉幹に絡みつく。くい、と踊るように柳腰をくねらせては蕩けそうな濡れ肉が亀頭粘膜をねっとりと吸い上げる。

「……ぐッ、う……!!」

　この快楽は何度味わっても慣れるものではない。

　狭隘な肉洞にキツく締めつけられ、さらには熟れた膣粘膜のねっとりとしたうねりに晒される感覚。

　まるで陰嚢から子種を吸い出されるかのよう。ヨアルはぎゅっと唇を噛み、込み上げる絶頂感を押し留める。

　もっとも、ヨアルとて翻弄される一方ではない。

　彼女自身が口にしたとおり、シェラハはすでに何度か絶頂に達しているのだ。

　アクメの名残りに薄褐色の肌を赤らませ、全身にはじっとりと汗が浮いている。小柄な身体の温度はぽかぽかと温かく、触れるだけでも湯たんぽのように心地がよい。法悦を重ねるごとに膣肉のうごめきは柔軟に、そして激しさを増していく──まるで雄の子種をねだるかのように。

「そ……んだけイってれば、充分だろうが……ッ！　この助平婆がッ……！！」

「おうおう、助平婆で構わんとも……[image: ]　やはりおぬしの珍棒はたまらんわえ……[image: ]　大きさ、太さ、カタチ、硬さ……そのすべてが、じつによい……ッ[image: ]」

　シェラハは潤んだ瞳でヨアルを見下ろす。じっくりと味わうように腰を使い、柔膣肉で剛直を揉みしごく。

　彼女が腰を深く落とした瞬間、柔らかさと弾力に満ちた子宮口がヨアルの鈴口にみっちりと密着する──どちらともなくこね回し、雌雄の生殖器官を睦み合わせる。

「くっ……はあぁぁ～……ッ[image: ]　ミミズ腫れのようなぶっとい海綿体が、びくびくと切なくうずいておるではないか……[image: ]　ほれ、ヨアルぅ……[image: ]　もう堪えきれぬのであろう……？　私のちびっこい子壷に、ドピュッ[image: ]　とザーメン排泄、してみやれ……[image: ]　じつに気持ちがよかろうのう……？」

　多分に媚を含んだ眼差しで男を誘惑するシェラハ。

　閨の睦み合いにおいて、彼女はまさに淫魔もさながらだった。

　ちいさな身体に相応しからぬ淫蕩さと好色さでヨアルを煽り、誘い、肉悦に駆り立てる。淫技は極めて卓越しており、言葉遣いひとつをとっても計算されつくしている。

　そしてさらに悪いことに、シェラハの体力には底がなく──その淫欲にいたっては、まるで枯れ果てることがない泉のようだった。

「……く、そッ」

　ヨアルは悪態をつき、きゅっとくびれたシェラハの腰に手を伸ばす。

　触れただけでもはっきりとわかる華奢さ。こんなにちいさな身体でどうやって男根を咥え込んでいるのか、と疑問に思ってしまうほど。

　歯噛みしながらズンと勢いよく腰を突き上げる。ぶっくりと膨れた亀頭がぷにぷにの子宮口を圧迫し、ぐりぐりと円を描くようにこねくり回す。

「あっぐぅっ……[image: ]　くっ、ふぅぅ……っ[image: ]　お、奥は……効きおる、のぅっ……[image: ]」

　ぽこん、と薄褐色の下っ腹をわずかに膨らせながら身悶えするシェラハ。

　敏感な膣奥をずむずむと執拗に突かれ、彼女は鼻にかかった甘い媚息を漏らす。ぽってりとした唇を唾液に濡らし、全身を抜ける快楽を堪能するかのように舌なめずり。

　口端から涎すら垂らし、シェラハは交尾快楽に感じ入る。男に我慢することも、遠慮をすることもなく。

「ここが弱いんだろうがッ……！」

「ああぁぁぁっ……[image: ]　……う、むっ……[image: ]　そこ、そこぉっ……[image: ]　そこが、よいのだ……っ[image: ]」

　色に惚けた甘い声。はしたない欲求も淫らな本性もむき出しに、シェラハは腰をくねらせる。

　ヨアルはシェラハの性感帯なぞとうに知っている──なればこそ、彼女は自ら弱みを差し出すかのように深く腰を下ろす。離れがたいほどに鈴口と子宮口を重ね合わせ、睦み合う。

「あんッ、あッ……[image: ]　そう、そこじゃぁ……[image: ]　そこぉ、いいッ……[image: ]　もっとぉっ、もっと突いとくれぇっ……[image: ]」

　シェラハは腰をくねらせては健康的な汗を散らし、甘く鳴きながら男を誘う。

　対するヨアルは無心に彼女の膣穴を責め立てる。敏感な膣天井から膣奥にかけてをねちっこくほじくり回し、ぐいぐいと柔らかな子宮口を突き上げる。

　シェラハは着実に絶頂へ追い詰められていたが、それはなんら事態の解決にはならない。

　腰が抜けるようなアクメを何度味わわせようと彼女は簡単に復活してしまうのだ。そしてさらなる快楽を求め、うねりを増した膣肉でヨアルの精を搾り取ろうとする。

　それでもヨアルが彼女の敏感な媚肉をかきえぐるのは、言ってしまえば当座を凌ぐためでしかない。

　シェラハが好き勝手に動かないように。彼女の欲する肉悦を与え、餓えた淫獣を自由にさせないために。

　ぬちゅん、ぐちゅ、ぬじゅっ、ぐちゅんっ。

　野太い剛直が蕩けた膣肉をこすり上げ、粘着いた淫汁をほじり出す。シェラハはそのたびに眼尻めじりを緩ませ、息を弾ませながら甘美な絶頂に昇り詰めていく。

「ぁ、あんッ、イくっ……[image: ]　イく、またっイっちゃうのじゃぁっ……[image: ]　ヨアルぅっ……[image: ]　イくっ、イくっ、イクぅんッ……[image: ]」

「……っぐ、くそ、締めッ……さっさとイけババアッ……!!」

　あからさまに甘い声を上げてヨガり泣くシェラハ。華奢な身体がくねくねと身悶えくねり、肌にじっとりと淫欲の汗がにじむ。絶頂が近いことを喧伝けんでんするように啼き声へ色艶を乗せ、ぷるぷると腰を震わせる。

　瞬間、ヨアルは激しくうねる蜜壺をかき分けるように腰を強く打ちつける。湿った水音が立つほどに重く突き上げ、ずんっと子宮口を打ちつける。さながら絶頂へ至らしめるちいさな身体にトドメを刺すかのように。

　悪態を突きながらの鋭い突き上げ、そして円を描くような腰使い。切り立ったカリ首で膣天井をずりずりとえぐり、膨らみきった亀頭で膣奥をこじる。

　パンパンにいきり立った剛直が蜜壺を串刺しにした瞬間、シェラハはほっそりとした身体をピンと弓なりに張り詰めさせた。

「あ────あ、あんっ[image: ]　[image: ]ッ[image: ]　イ、イく、イくッ[image: ]　ヨアルうぅッ[image: ]　イっくッ[image: ]　イくっイクイクイクイクうぅぅぅ……ッッ[image: ][image: ]」

　頭の中にじんわりと染み入るような甘ったるいアクメ声。

　シェラハは全身を仰け反らせながらぶるぶると痙攣し、甘美な絶頂に感じ入る。なにをはばかることもなく快楽に耽り、心の底から肉の悦びを堪能するような子宮アクメ。口元にはふやけきった笑みすら浮かべ、身体のすべてで多幸感を表現する。

　元よりちいさな肉壷もきゅうきゅうとキツく締めつけを狭め、剛直を決して離すまいと咥え込む。蕩けきった媚肉がにゅるにゅると淫らがましく絡みつき、雄の精を搾り取ろうとするように激しくうねる。膣奥からはどろりと濃厚な本気汁を滴らせ、竿先をねっとりとした感覚で包み込んだ。

「くッ……う、お……ッ!!」

　ヨアルは血がにじむほど唇を噛み、ほんのわずかばかり力を抜いた。

　瞬間、禍々まがまがしいほど勃起した肉竿がどくんと脈打つ──ひときわ濃密な１発目がほとばしり、ひと筋の子種をシェラハの子宮口に浴びせかける。

「あっは……ッ[image: ]　あぁぁんッ……[image: ]　これ、じゃ、これ……[image: ]　堪らぬ濃さよのぅ……っ[image: ]　若くて瑞々しい、男子おのこの種よ……[image: ]」

　はぁぁ、と恍惚感たっぷりのため息をつくシェラハ。彼女はまた涎を垂らし、ぴくぴくと下腹部をひくつかせる──華奢な腰つきを波打たせる。

　瞬間、シェラハの狭隘な膣穴はほのかに締めつけを緩める。膣肉のうねりを優しく柔らかなものに転じ、剛直をいたわるようにねっとりとしゃぶりつく。

「……ッ、は……そりゃ、どうも……」

　ヨアルは彼女を見上げたままひと息つく。剛直はなおも猛々しくいきり立ったまま。

　いましがた精を吐き出したのは、なにも暴発したというわけではない。最初の一滴だけをシェラハの胎内に注ぎ、膣内のうねりをなだめるためのものだった。

　強引に射精を抑えようとしたせいで無理やり搾り取られた苦い経験の賜物。かといってそう簡単に射精したら身体が持たない。

　両者の折衷案として、ヨアルはあえて軽く達したのだ。これを何度か繰り返せば、途中で身体にガタがくるようなこともない。

　──だが、とヨアルは思考を巡らせる。これだけではシェラハを屈服させるには到底及ばない。

　根本的に体力勝負では彼女のほうが有利なのだ。小手先の技でごまかしてもいずれはジリ貧に陥るのみ。

　極端に表現するならば、シェラハは七日七夜ぶっ通しで淫蕩の限りを尽くしてもピンピンしているような性豪なのだから。

　なにか別の方策が必要だった。正攻法ではなく、シェラハに泣いて許しを乞わせるだけのなにかが。

「は……あ、ぁんっ……[image: ]　あぁ、好いぞ、好い……[image: ]　いまので胎はらの奥に火がついてしもうたわえ……[image: ]」

　シェラハは全身でうっとりと甘い余韻にひたる。くびれもない腰をゆっくりと前後にくねらせる。

　そのたびに蕩けた膣肉はねっとりと肉竿に絡みつく。雄の子種をさらに求めるかのごとく、ピンク色の濡れた粘膜を吸いつかせる。

「……まだまだ、これからじゃぞ……？　なんべんも、なんべんも……おぬしの精嚢がからっからになるまで搾り取ってやるでなぁ……ッ[image: ]」

　彼女は恍惚げに濡れた双眸でヨアルを見下ろす。口からちろりと舌を覗かせ、舌なめずり──しなやかな指先にねろりと舌先を絡ませる。

　若い燕に目をつけた淫女もさながらの蠱惑的な仕草。いとけない風貌にはまったく似つかわしからず、それがかえって背徳的な色香を漂わせる。火照った身体からはぷわんと甘酸っぱい汗の匂いが香り立ち、華奢な腰が甘い痺れの残響にぴくぴくと痙攣した。

　瞬間、ヨアルは咄嗟にシェラハの腰をがっしりとつかみ、瞬時に姿勢を入れ替えた。

　彼女のちいさな身体を柔らかなシーツの上に組み敷き、縫い止める──同時に彼女の上にのしかかり、見下ろす。

「悪いが、やられっぱなしでいるつもりはない」

「……おうおう、怖い目をしおるのう[image: ]　私をどうしてくれるのかえ……？」

　すっぽりと腕の中に収まるようなちいさな身体。薄い胸。狭い肩幅。簡単に折れてしまいそうなほど細い手足。

　そんな矮躯を大の男に組み敷かれ、それでもシェラハは艶っぽく微笑する。膣穴がきゅうきゅうと切なげに収縮し、ほっそりした肩はぞくぞくと歓喜に震え上がる。

　シェラハはそれなりに嗜虐的だが、被虐嗜好もないではない。なればこそ、ヨアルの狼藉にも彼女は抵抗ひとつしなかったのだ。その必要さえないのだと。

「くふふっ……[image: ]　若い男子おのこが持て余した獣欲、ぶつけられてしまうのかのう……っ[image: ]　おぬしのぶっといチ×ポでいっぱいのおま×こ、思いっきり突かれてっ……[image: ]　私のちいさい穴っぽこ、ぶっ壊されてしまうのかのぅ……っ[image: ]」

　シェラハは淫らな期待すら込めてヨアルを見つめる。まるではしたない妄想をそのまま言葉にしたような繰り言。甘い吐息をはぁはぁと乱し、かんばせにもじっとりと汗を浮かばせる。

　たくましい体躯の若い男に組み伏せられる──その状況に興奮を催しているのは疑いようもない。

「やんっ、やぁんっ……[image: ]　そんなに見つめんでおくれ……私も恥ずかしゅうなるわえ……[image: ]」

「……恥ずかしいのはおまえの口だ。年を考えろババア」

「あっん……[image: ]　もぉっ、ひどい口の弟子よのぅ……[image: ]　たまにはオンナの気分に浸らせておくれ……？」

　目元を赤らめて懇願するシェラハ。ヨアルの悪罵にも堪えた様子はなく、もじもじと腰をくねらせる。

　ヨアルは彼女の細い背中に腕を回す。ちいさな身体をがっちりと逃がさないように抱き、男の熱を感じさせる。火照りきったシェラハの体温が不覚にも心地よかった。

「ほれ、ヨアル……[image: ]　はよぅ動いとくれ……っ[image: ]　あんまりオンナを待たせ────[image: ]ッ[image: ]　ん[image: ]っ[image: ]　やぁッ[image: ]　ひぃ[image: ]んッ[image: ]」

　力強く太い男の腕に抱かれてなお、シェラハは男への誘惑をやめなかった。ほっそりした腰が円を描くように巧みにくねり、しきりに快楽を催促する。

　ヨアルはしっかりと彼女の両腿を大股開きにさせ、不意に腰を打ちつけ始める。パンッ、パンッ、と淫らな肉の音が立つほどに。いきり立った剛直が極上の肉穴を均ならすようにほじくり返し、粘着いた淫蜜をかき出していく。

　次第に声が甘さを増し、甲高い嬌声が響きわたる。それでもヨアルはあくまで淡々と、杭打ち機のような力強さで女師匠の火照り蕩けた雌肉を犯し続ける。
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　それから、ヨアルは数時間に渡ってシェラハを淫悦の高みに追い込み続けた。

「ヨアルぅっ[image: ]　ぎゅって、ぎゅってしとぉ……っ[image: ]　ぉ、んぉ、[image: ]ッ[image: ]　ひッ[image: ]　イくっ、イクッ、イっく[image: ][image: ]　イっくうぅんッッ[image: ]」

「……壊れても知らんからな」

　媚びを売るようにおねだりする声があれば、ヨアルは可能なかぎりそれに応じた。

　ちいさな身体に体重をかけてのしかかり、抱き潰しそうなほどの力で抱擁しながら子宮口を突きまくる。

　まるでちいさな娘を強姦するような光景だったが、それは彼女のお気に召したらしい。シェラハは何度も甘いアクメ声を張り上げて泣きむせび、繰り返し深い法悦を極める。

「あぁ…、んっ……ヨアル、ヨアルぅっ……[image: ]　ちゅー……[image: ]　ちゅーしとぉくれ……[image: ]」

「断る」

「強情よなァ、いまさら童貞のようなことを言いおってからに──ん、むっ……[image: ]　ん、ぅうッ[image: ]　ん、ぅ、ん、ふっ[image: ]　んふ、ん、ふっ、んううぅ[image: ]ーっ[image: ][image: ]」

　だが、唇だけは一度も許さなかった。求められれば強引にシェラハの口を手のひらで押さえつけ、また何度も力強いピストンを突き入れる。それを絶頂するまで徹底的に続ける。手のひらに触れる吐息が少しずつ淫らな熱を増し、快楽に蕩けていく様子を間近で観察する。

　声も出せないままイかされる──これも彼女の気に入ったのか、シェラハは何度もヨアルの口づけを求めた。

　ヨアルはそのたびに彼女の口を押さえ、強姦まがいの執拗な膣穴ほじりでシェラハを絶頂に追い立てた。

　アクメのあとはいつも淫らにうねる柔らかな膣肉。ヨアルはそこに一滴の白濁を注ぎ、盛りのついた淫膣をなだめる。

　手のひらを離せば涎まみれの口元が露わになる。よほど深く達したのか、シェラハはかんばせを甘い法悦の余韻に緩ませながら、多幸感に満ちた笑みを浮かべていた。

「ああぁぁ……っ[image: ]　好いのぅ……[image: ]　イくほどに好いのぅ……[image: ]　胎はらの奥で、甘ぁい感覚が、ぱちぱち弾けよる……[image: ]」

「……そろそろ、満足は」

「もっと、もっとに決まっておろう……[image: ]」

「だと思ったがな……！」

　もう絶頂の回数は数えてもいない。とうに50は超えているだろう。

　窓の外をふと一瞥すれば、空が白むかどうかという頃合い。これまでの経験則として、シェラハが一夜限りで満足するようなことはまずないと言っていい。

　やむを得まい。ヨアルはシェラハを組み敷いたままじっと見下ろし、深々と肉竿を突き入れる。竿先を子宮口にみっちりと密着させ、ぐりぐりと腰をひねってこねくり回す。

　それだけでシェラハはおとがいが上向くほどに背筋を仰け反らせ、腹の奥をきゅんきゅんと甘いうずきに震わせた。

「[image: ]ッ……[image: ]　お、[image: ]ん……っ[image: ]　深い、とこ……たまらぬぅっ……[image: ]　カタぁい亀頭が、奥を突き上げっ……て、ぇっ……[image: ]」

「……ここ、だな」

「あぁぁ……っ[image: ]　いぃっ……[image: ]　そこじゃっ、そこぉっ……[image: ]　い、いっ……[image: ]　ずん、ずんって……腹に、ひびくぅっ……[image: ]」

　ヨアルは顎先に汗を伝わせながら、ずん、ずん、とリズミカルに膣奥を突き上げる。

　パンッ、と乾いた肉の音を立ててぶつかり合う互いの腰。力強い腰使いでいたいけな下腹部に密着し、何度となく蕩けた子宮口をノックする。触れるたびにちゅ、ちゅ、と鈴口に吸いついてくる淫穴の最奥部。

　次いでヨアルは必要以上にシェラハの脚を大きく開かせる。Ｍ字を通り越してＶの字に至るほどの大股開き。

　シェラハはさすがに少し恥ずかしそうにはにかむ。巨根をぱっくり咥え込んだぐしょ濡れの結合部をさらけ出されたのだ。

　もっともその羞恥は本心からか、被虐の悦びゆえかは定かではないが。

「ぁ、んっ……[image: ]　これ、そないに開かせぬでもよかろうが……っ[image: ]」

「……必要ないのにさせられるのがいいんだろう」

「…………わ、わかったような口をしおってからに……[image: ]」

　シェラハはにわかに頬を赤く染める。ぷいと目を背け、いたずらに唇を尖らせる。

　どこまで本気かもわからないが、悦びに耽っているのは確からしい。淫穴はしきりにきゅうきゅうと剛直を締め上げ、精を搾り取ろうとする。

　ヨアルは華奢な足首をそっとつかみ、再び蕩けた膣肉をほじくり返す。腰を打ちつけるたび、ねばついた淫蜜が弾ける水音が立つ。

　膣奥を突き上げるほどに甘ったるく蕩けた嬌声も高鳴り、シェラハはまた悦びの頂にじわじわと昇り詰めていく。

「あッ[image: ]　んッ[image: ]　[image: ]ッ[image: ]　……はあぁッ……[image: ]　ああぁんッ……[image: ]　はッ……[image: ]　あッ……[image: ]　あ、イくっ……[image: ]　深いの、くるぅぅっ……[image: ]」

　ひと突きごとに蕩けた甘声で切れ切れに泣きむせぶシェラハ。瞳はうっとりと快楽に濡れそぼち、口元はさも嬉しげな艶笑に緩んでいる。心身の底から本気でセックスの快感を味わっていることが見て取れそうな痴態。

　ちいさな身体に快楽が蓄積する。それはじわじわと胎内の奥で膨れ上がり、シェラハの全身を満たしていく。その間もヨアルはシェラハの膣天井をぞりぞりとカリ首でかきむしり、さらなる肉悦を注ぎ込む。

　シェラハはいよいよ目元から悦びの涙をぽろぽろとこぼす。溜まりに溜まった淫悦がちいさな身体を蹂躙し、しなやかな肢体をピンと張り詰めさせた。

「ぁッ[image: ]　あんッ[image: ]　[image: ]ッ[image: ]　あ、イくっ、イクっ[image: ]　ヨアルぅ、そのまま……[image: ]　深くて、甘いのっ……[image: ]　イかせておくれ……っ[image: ]」

「────だめだ」

　と、シェラハが肉悦の頂へ昇り詰めかけた瞬間だった。

　ヨアルは鈴口と子宮口を密着させたまま動きを止め、シェラハの細腰をがっちりつかむ。彼女が勝手に絶頂してしまわないように。

「……ふ、ぁ……えっ……？」

　口を開けたままぽかんと惚けるシェラハ。快楽に火照りきった女体を持て余し、もじもじと腰をくねらせる──しかし彼女の矮躯はぴくりとも動かない。

　シェラハはますます瞳に涙を浮かべて愁眉をひそめる。望んでやまない甘美な絶頂をふいにされた切なさがにじみ出るように。

「……こ、これっ、やめぇ、ヨアルっ……[image: ]　じょ、冗談、であろ……？　なんでっ、く、あうぅぅっ……[image: ]」

「冗談じゃない。本気だ」

「あっく、ぅんっ……[image: ]　い、イっ……イキたい、のにぃっ……[image: ]」

　ヨアルはぐりぐりと膣奥を押し上げ、うるさい口を黙らせる。

　シェラハは全身をくねらせて子宮快楽を堪能するが、それだけでは絶頂に至らない。

　あくまでアクメしない程度の快楽を与え、シェラハの淫らな欲求を維持し続ける。燃え盛る肉欲の炎がふと消えてしまわないように。

「いつまでも淫乱ババアの底なしの性欲には付き合ってられんのでな」

「し、師にあんまりの言い草ではないかえ……[image: ]」

　シェラハは腹の上の男を睨めつけるように目端を吊り上げる。

　が、細い肩がぞくぞくと震える媚態は隠しようもない──辱めるような物言いに悦び狂っているのが丸わかりだった。

「だから、師匠が音を上げるくらいに我慢させて──思いっきり、泣いて許しを乞うようになるまでイかせてやる。それまで勝手にイクなよ」

「……ふ、ふんっ……そんな、こと……やれるものなら、やって、みるがよい……それがいつまで続くか、見ものであるのぅ……？」

　シェラハは目元をうるうると潤ませて言い捨てる。これは彼女にも予想外だったのか、ちいさな腰つきがぴくぴくと儚げに震えている。

　単なる小細工にすぎないかとも思ったが、試してみる価値はありそうだ。ぱんぱんに勃起したピンク色の乳首をそっと爪弾き、悶え泣くシェラハを観察しながら腰を突き入れる。

「[image: ]ッ……[image: ]　ぁ、ん、くふうぅぅっ……[image: ]」

　こりこりと硬い乳頭を弄びながら身体の最奥で口づける。雄と雌の生殖粘膜に淫らな蜜を絡めて睦み合わせ、お互いの淫らな熱を昂ぶらせていく。

　うっとりと鼻にかかった媚息を漏らして腰をもじもじと揺らすシェラハ。薄褐色の肌は先ほどにも増して汗ばみ、頬は鮮やかに紅潮する。ともすれば屈辱的な責めを受けてさえ、やはり被虐の悦びは変わらないのだろう。

　ヨアルは矮躯のあちこちに舌を這わせていく。顎先、首筋、胸元、そして腋。

　艶やかな曲線を描く腋のくぼみをねっとりと舐め上げると、シェラハはさも恥ずかしげに視線を泳がせた。

「こ……これ、さようなところっ……[image: ]　あ、汗が臭におうであろう、のぅ……？」

「ああ、匂うな。発情した雌の濃厚な匂いだ」

「……っ、く、うぅぅっ……[image: ]　い、いちいち、辱めるような……っ[image: ]」

　シェラハは口惜しげに歯噛みする。そのくせ決して嫌がるような素振りはない。彼女ほどの技量があればいつでも体勢を変えられるにも関わらず。

　あくまで房事の範疇に収めようということか、あるいは──彼女自身、被虐や恥辱を煽るような悦びを求めてしまっているのか。

　ヨアルはそのままシェラハに手を挙げたままの姿勢を強いる。まるで服従を誓うように頭の上へ投げ出された両の腕。

「そうだ。そのままおとなしく抱かれてろ」

「……な、生意気を言いおってぇっ……[image: ]　……[image: ]ッん……[image: ]　く、うぅぅ……ッ[image: ]」

　再び腕の中に、彼女のちいさな身体をすっぽりと抱きすくめる。汗ばんだ分厚い胸板を押しつけ、男の体温を強引に感じさせる。

　さらにシェラハが口答えすればぐりゅんぐりゅんと腰を回して子宮口をこねくり回す。甘い悲鳴を上げて切なげに身をよじるシェラハ。

　彼女の膣内は盛んに蠢いてヨアルの肉棒を絶頂に追いやろうとする。が、いくら極上の名器とはいえ密着したままで精を搾り取られるようなことはなかった。

「……このまま、そうだな。七日七夜ほど我慢してみるか」

「──む、むりっ、無理に決まっておろうっ……[image: ]　胎の奥がせつのうて、狂うてしまうではないかえ……[image: ]」

「狂わせろと言ったのはおまえだろうが」

　体力的な問題はない。なにせ彼女にさんざん鍛え上げられたのだから。

　水分さえ補給すれば、連続で睦み合うことはさして難しくもないだろう。

「……あんまり、いたずらに持久力を上げさせるものではなかったのぅ……」

「お望みどおりぶっとおしでかわいがってやる、スケベババア。文句はないだろ」

「……う、うっくっ……[image: ]　だ、だから、さようなところに口をつけるでないよ……[image: ]」

　ヨアルはまたぞろ腋のくぼみに舌を這わせ、口づける。あるいは鎖骨のくぼみを舌先でたどり、唇で吸いついて跡をつける。

　ふと顔を上げて見下ろせば、シェラハは目を潤ませながらも歓喜を抑えられない様子だった。屈辱的な呼び方にもぞくぞくと腰を震わせ、蜜壺の締めつけを激しくする。

「……す、すきにしやりや……いいかげん、おぬしに皆伝をくれてやるもやぶさかではなかろうよ……？」

　シェラハはあからさまな強がりを口にする。眉は情けなく垂れ下がり、声音は興奮のあまりにうわずる。

　ならばヨアルは遠慮なく好きにすることにした。腰を回すように膣奥を押し潰し、ゆっくりと快楽を与えていく。

「あッひ……[image: ]　う、く……ん、うぅ[image: ]……ッ[image: ]」

　瞬間。シェラハは甘い悲鳴を細い喉首から絞り出し、ちいさな身体を切なげによじる──むっちりとしたお尻を物欲しげにくゆらせる。

　濡れた瞳は甘美な絶頂を欲し、ねだるようにヨアルをじっと見つめていた。





＊＊＊






　七日七夜、という宣言は決して伊達ではなかった。

　ヨアルは明けても暮れてもシェラハを離さず、執拗なまでに蕩けた子宮口を嬲り続けた。

「う……ん、くうぅ[image: ]……ッ[image: ]　ヨアルぅっ……[image: ]　おねがいじゃ、もうっ……[image: ]」

「……んなこと言って、イったらイったでまた欲しがるんだろうが。騙されねえぞ」

「いわぬぅ、いわぬからぁっ……[image: ]　おねがひぃぃっ……[image: ]　イかひぇて、イかへておくれぇ……っ[image: ]」

　甘ったるく蕩けた声で必死に懇願するシェラハ。媚をたっぷり含んだ声音が耳朶を打ち、ヨアルの頭の中を熱く煮え立たせる。

　が、そう簡単に絶頂を許せば企みはご破算だ。しつこいおねだりを何度も無視し、ヨアルはひたすら彼女を責め続ける。

　まかり間違っても達させないよう、子宮口をじわじわと押しながら乳頭をくすぐる。ピンク色の乳首はますます硬く、かちかちに尖っていた。

　部屋中に響き渡る切なく甘い悲鳴。閉めきった寝室に充満する甘酸っぱい雌の体臭。

　鼻を突く濃密な性臭さえも興奮を煽る要因にしかならない。接合部はしきりにぐちゅぐちゅと淫猥な水音を奏で、そこにシェラハの甘鳴きが重ねられる。

　夜を越せども淫らな夜の営みは続く。

　人智を超えたふたりには飲食も眠りも必要不可欠とはいえない。それでもシェラハがうとうととすれば、そのまま腕の中で眠りにつくことを許す。

　だが、ヨアルは彼女が眠っているあいだすら責めることをやめなかった。すぅすぅと寝息を立てるシェラハの膣奥を責め嬲り、彼女の性感を片時も休めさせない。

　シェラハは寝入りながらもぴくぴくと腰を小刻みに震わせ、寝言のように蕩けた喘ぎ声を漏らしていた。

「あぁぁんッ……[image: ]　イくっ、イくぅっ……[image: ]　イくのじゃぁぁっ……[image: ]　も、イくぅ……ッ[image: ]」

「……イかせねえ、って」

「あうぅぅ……ッ[image: ]　も、ぉ……[image: ]　おねがひぃぃ……っ[image: ]　ゆるしとぉくれ……ッ[image: ]」

　３日を過ぎた頃には「イく、イくっ[image: ]」と何度となく絶頂を訴え泣きむせぶようになった。一度も法悦には達していないにも関わらず。

　肉体で絶頂を味わえずとも、頭の中では繰り返しアクメに達したのかもしれない。シェラハの火照りと締めつけはなおも強まり、全身がじっとりと甘い匂いの汗をにじませる。

　５日目に達すると、シェラハはいよいよ眼の焦点が合わなくなってきた。涎を飲み込むこともできず、ぽろぽろと悦びの涙を流す。「あぁーッ[image: ]　[image: ]ぁぁん……[image: ]」と意味をなさない甘鳴きをほとばしらせ、ちいさな手足をヨアルの身体に回す。まるでしがみつくかのように。

「ヨアルぅ……っ[image: ]　ちゅー、ちゅーしとぉくれ……ッ[image: ]　おねがひぃっ……[image: ]　イかせぬでもよいからぁっ……[image: ]」

「……断る、と言ったろうが」

「あうぅ[image: ]……っ[image: ]　いじわるぅ……[image: ]　こんなにがまんひておるのにぃっ……[image: ]」

　６日目にして、また少しずつ甘えるような言葉が増え始める。薄褐色の肌を真っ赤にして懇願する甘ったるい声。

　それは雄に媚を売って誘惑する甘言か、あるいは無意識のうちに絞り出されたはしたない欲求か。

　いずれにせよ、ヨアルはお仕置きとばかりに濃厚な先走り汁を膣奥へ流し込む。シェラハの胎内はさも嬉しげにそれをお腹の奥で受け入れ、「もっと」とせがむように子宮口をひくつかせる。ぷにぷにのちいさなお口がしきりに竿先へかぶりつく。

　ヨアルの射精衝動も高まりに高まっていたが、狂おしそうなシェラハに比べればなんのことはない。

　淫らにうねり絡みつく膣肉の搾精をやり過ごし、込み上げる快感を噛み殺す。剛直を自らのものでなく、彼女をいたぶるための道具のように使う。

　子宮口を圧迫するのみならず、膣奥の手前をカリ首でこするような小刻みなピストンも織り交ぜる。シェラハは全身を痙攣させて感じ入り、浅ましく肉悦を貪る痴態を披露した。

　そして７日目──あるいは、日付も時間も曖昧になった頃。

「あぁぁぁっ……[image: ]　もっと、もっとぉっ[image: ]　おなかのおくぅっ……[image: ]　ぎゅーって……っ[image: ]　ぎゅって、おしつぶしとくれぇっ……[image: ]　あ、ぁ、ああぁぁっ……[image: ]」

　まるで押し潰すようにじわじわと強く体重をかける子宮責め。絶頂の寸前というところで腰を引かれ、シェラハはにわかに涙ぐむ。善がり鳴きに寂寞せきばくの色が混ざり、蕩けた声は甘ったるく尾を引く。

　師のちいさな身体をぶっとおしでかわいがり続け、彼女の感覚はおよそ完璧に理解した。もはやシェラハの性感はヨアルの思いのままだ。この感覚さえ神の手のうちとすればもはや手はないが──。

「……の、ぅ……よあ、るぅっ……！」

「……なんだ」

　シェラハの声が悲痛な色を帯びる。女肉のうずきはとうに限界を越えていよう。

　ちいさな蜜壺をぐっぽりと男根に埋められながら、シェラハは艶めいた唇をそっと開く。

「……おねがい、ほ……もぉ、ゆるしとぉくれ……？」

「負けを認めるってことでいいんだな」

　シェラハの火照った頬にそっと触れる。すっかりほどけた黒髪をくしゃくしゃと撫で、じっと彼女の目を覗き込む。

　顔を包むような手のひらのせいでシェラハは目を逸らせない。じわりと目を潤ませながら、しかし、彼女はそろそろと頷いた。

「……まけ、わたしの負けで、かまわぬからぁっ……！　おねがひっ、おねがひぃっ……[image: ]　もう、もぅっ……イかせて、おくれ……っ[image: ]」

　ぽろぽろと珠の雫が流れ出す。膣肉がぐねぐねと淫らにうねり、肉棒を必死になって抱きすくめる。

　ヨアルはシェラハの涙をそっと手のひらで拭う。

「──泣くこたあないだろ」

「……だ、だってっ、だってぇ……っ！　まけを、みとめたら……おぬしが、出ていってしまうではないか、のぅ……？」

　そりゃそうだろう、と言いかけてヨアルは勘づく。

　シェラハはどれほどの時間をこの〝冥境〟でひとりで過ごしたか。

　あまりに人智を超えた彼女に、現世での居場所は多くないだろう。

　人恋しい思いをしても不思議ではない。常日頃の傍若無人な振る舞いを鑑みれば想像もつかなかったが。

「悪いが、俺の気持ちは変わってない。俺の好いた女性はひとりだけだ」

　だが、その上でヨアルはきっぱりと断じる。

　シェラハをさんざん抱いた上で、貫きながらも言うのだからクズ野郎もいいところだが。

　それでも、その一点を譲る気だけはさらさらない。

　20年。修練と苦行に明け暮れたシェラハとの年月は、ヨアルの気持ちを変えなかった。

　極端に純化させた、と言ってもいいだろう。

　ヨアルは手段を選ばず──彼女への裏切りすら含めても──彼女を追い求めることを選んだのだ。

「うすうす、そんな気はしておったが、のぅ……」

「人恋しいなら現世でも冥府でも行け。適当な男捕まえてこい。俺以外のな」

「っ、うぅ……[image: ]　……つながりながら言うことでもあるまいにっ……」

「すまん」

　火照った身体を持て余すように身をよじるシェラハ。

　あいにくヨアルは彼女の言葉に応じられない。が、彼女の欲求を満たすことはできる。

　──どうせクズならば徹底的にクズとして振る舞うとしよう。

「せめてもの詫びに、死ぬほどイかせてやるよ。それで我慢しろ」

　言いながらシェラハの華奢な肩を押さえつける。狭い肩幅がぞくぞくと甘く痺れる様が見て取れる。

「……わたしを、満足させねば……ゆ、許さぬから、のぅ……ッ[image: ]」

　気丈に目端を釣り上げてシェラハは言う。

　ヨアルはそれを聞いてふと閃く。お望みどおり、存分に狂わせてやるためのお遊びを。
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　うむ、とヨアルは満足気に頷く。




　かつてはヨアルの身体をがんじがらめにした縄。

　かつてはヨアルの手足を戒めた手錠。

　かつてはヨアルの視界を封じた目隠し。

　かつてはヨアルの行動を制限した首輪。




　ヨアルはそれらすべてを用い、シェラハの矮躯を背徳的に彩った。

　否、これはもはや犯罪的とでもいうべきか。

「……よ、ヨアルぅぅッ……[image: ]　これでは、なにも見えぬではないかえ……っ[image: ]」

「声がうわずってるぞ。……奴隷の真似事で興奮してんのか、〝伝説の魔女王〟様？」

「う……くぅんっ……[image: ][image: ]」

　ぞくぞくぞく、と全身を甘ったるく痙攣させるシェラハ。

　目元には目隠し、腕には手錠。ほっそりした喉には首輪がかけられ、そこから伸びる手綱はヨアルが握っている。

　まさに虜囚かなにかとも見まがわん格好である。これほど下衆な趣向を思いつけるのか、とヨアルは我ながら少し驚いた。

「こ、興奮して、などぉっ……[image: ]」

「……ダラッダラにマン汁垂らして言うこっちゃないな」

　露骨な物言いで指摘すれば、シェラハは頬をかぁっと赤く染める。

　彼女には現在、むっちりしたお尻を突き上げるようなよつんばいの姿勢を強いていた。お尻は一見して小振りだが弾力に富み、内側にみっちりと肉が詰まっている。

「ほら、尻上げろ。すぐに挿れ直してやる」

「っ……ぁ、うんん……っ[image: ]　はよ、はよぅっ……[image: ]」

　焦れったそうにもじもじと振られる褐色尻。

　ヨアルはぐっしょりと濡れたちび穴に、またずっぽりと肉竿を埋うずめていく。どろどろに蕩けきった蜜壺はなおも締まりを失わずしきりに絡み、まさに極上のチ×ポしごき穴と化していた。

　竿先が呆気なく膣奥を小突き、シェラハはきゅっと足の指先を丸める。全身を快楽にこわばらせ、腰をぴくぴくとひくつかせる。

「行くぞ。泣いても止めないからな」

「……あ、ぁ……っ[image: ]　かまわぬ、からぁっ……[image: ]　はよう……っ[image: ]　おもいっきり、突いとくれぇ……っ[image: ]」

　うっとりと恍惚感にまみれた甘い声で懇願するシェラハ。シーツを突く膝が小刻みに揺れ、膣口はリズミカルに剛直を食いしばる。

　屈辱的な装束──拘束具に彩られ、被虐の悦びに陶酔しているのがあからさま。

「ふー、ふー……っ[image: ]」とはしたなく息を乱し、鼻腔から鼻にかかった媚息が漏れる。口端からはだらしなく舌が溢れ、もはや涎も垂れ流し。どろどろの淫蜜がしきりに太ももを流れ、白いシーツの上に滴り落ちた。

　瞬間、バチンッと甲高く響きわたる尻叩きの音。ヨアルは彼女の首輪につながる縄をぐいっと引き、子宮口に勢いよく竿先を叩きつけた。

「……[image: ]……ッ[image: ]　ひ、ぐ……んうぅ[image: ]っ……[image: ]」

　それだけでシェラハは背筋を弓なりに仰け反らせる。待ちわびた強烈な交尾快楽に没頭する。

　彼女は七日七夜にわたりねちっこい責めばかり浴びせられていたのだ。そこに突然激しいピストンを打ち込まれ、火照りきった女肉には堪えるべくもない。

　ヨアルはすぐに腰を引く。カリ首をこすりつけるように膣ひだを引っかき回し、蕩けた雌穴をほじくり返す。ぷるぷると儚げにわななく背筋を見下ろしながらまた突き入れる。ずんっと子宮口をしたたかに突き、圧迫しながらぐりぐりとこね回す──再び腰を引き、また突き入れる。

　一片の容赦もない快楽責め。シェラハを止めどない法悦に追いやるべく、絶え間ないピストンを送り込む。パンパンパンパンッ、と乾いた肉の音が間断なく響く。

　ヨアルの腰とシェラハの尻がぶつかるたび、ぐちゅんっと粘着いた蜜の弾ける音が鳴り響いた。

「あ、ぁ、[image: ]ッ[image: ]　ひッ[image: ]　イっぐッ[image: ]　もぉっ、イぐ、イっちゃ、イぐうぅぅッッ[image: ]　イぐッ、イきそっ、イけりゅぅぅぅッッ……[image: ]」

「ああ、イけ、イっちまえ……！」

　シェラハの艶やかな黒髪をくしゃくしゃと乱雑に撫で、そっと耳元で囁きかける。

　彼女はそれだけでもぞくぞくと肩を震わせ、膣穴をきゅうきゅうとキツく締めつけた。ちいさな身体を壊れそうなほどガクガクと痙攣させ、溜まりに溜まった淫欲を発散するべく絶頂へひた走っていく。

　ヨアルはそのままピストンを止めず、柔らかくほぐれた穴をずっぽりと最奥までほじる。同時にのしかかるように体重をかけ、ぷにぷにの子宮口をぐりゅんぐりゅんとこね回す。

　──その容赦ない子宮責めが、シェラハの蕩けきった恥肉にはてきめんだった。

「ぁんッ、[image: ]ッ、あぁんッ[image: ]　イくっ、イっちゃっ、イっぐッ[image: ][image: ]　イくっ、イくぅっ、イキまひゅぅぅ……ッッ[image: ]　イくっイクイクイクイクイっぐうぅぅぅぅ────ッッ[image: ][image: ]」

　甲高いトロトロのアクメ声を張り上げ、ちいさな身体を悶絶させながらシェラハはイキ狂う。

　じつに７日ぶりに味わうことができた甘美な絶頂。身も心も蕩けてしまうような膣内絶頂。シェラハはその甘美な肉悦にどっぷりと酔いしれ、きゅうきゅうと肉棒を締め上げる。膣穴からぷしゅぷしゅと潮の蜜を吹き散らす。

　さんざんに焦らされただけあって、その法悦は長く深い。悦びの淵からいつまでも戻ってこられず、シェラハは全身をかくんかくんと痙攣させる。ちいさな口からはしたないイキ声がすっかり垂れ流しになる。

「あ、ぁ、[image: ]ッ[image: ]　イく、イくぅっ、イってりゅぅぅッ……[image: ][image: ]　ひ、ぁ、ひゃめぇぇっ……[image: ]　いま、りゃめぇぇっ……[image: ]　こしっ、こしとめとくれぇぇぇっ……[image: ]」

「……遠慮すんな。いっぱい我慢したあとだからな。頭の中空っぽにして、なんにも考えないで、思いっきり変態アクメに溺れてろ」

「へ、へんたいりゃないぃぃッ……[image: ]　あうぅ……ッ[image: ]　ひうぅぅッ……[image: ]　イくっ、イくふぅぅぅっっ……[image: ][image: ]」

　ぞくん、ぞくんと引っきりなしにわななく華奢な背中。涎どころか鼻水まで垂らしてシェラハは淫悦に耽溺する。

　ヨアルはその間も小刻みなピストンでシェラハを悦楽の沼に突き落とす。絶頂の悦びから降りてこられないように、さらに深い快楽を貪れるように、柔らかな子宮口をぐりぐりと竿先で圧迫する。

「……ぁ、[image: ]、ひッ……[image: ]　イく、イぐうぅ[image: ]ッ……[image: ]　またっ、またイっ……くうぅ[image: ]……ッ[image: ]」

「いいぞ、イけ。そのままずっとイってろ」

「ぁ、あ、あぐうぅぅッ……[image: ]　とぶ、とぶっ、とんじゃうのじゃぁぁっ……[image: ]　あ、あたま、こわれ、ひゃっ……[image: ]」

「ぶっ飛んだらイかせて叩き起こしてやる。そしたらまた意識が飛ぶまでイかせて、寝ててもまたイかせて叩き起こして────それをずっと繰り返してやる」

「……ふ……ぁ、あ[image: ]っ……[image: ]　あ、ぁんんっ……[image: ]」

　シェラハの声が甘ったるく蕩ける。首輪の端から覗くうなじがふるふると切なげに痙攣する。

　想像だけでまた絶頂を重ねたのか──柔肉がぐにゅぐにゅと激しくうねって剛直を絞り上げた。

　ヨアルはお返しとばかりに腰を力強く叩きつける。パンッ、パンッ、と被虐を煽る痛烈な音色が甲高く響きわたる。

　何度となく敏感な子宮口を打ちのめされ、シェラハは可憐な後孔の窄まりをキュンキュンとひくつかせながらまた昇り詰めていく。

「イく、イくっ、イっくぅんッ[image: ]　くる、くりゅ[image: ]っ、ふかいの、きちゃッ……[image: ]　────あぁぁ[image: ]んッッ……[image: ][image: ]」

　そしてヨアルが膣肉をめくり上げるように女肉をほじくり返した瞬間。シェラハは絶望の悲鳴にも似た甘いイキ声をほとばしらせる。

　四肢をがんじがらめにされ、愛玩動物のような首輪まで宛てがわれながら極める子宮アクメ。極上の背徳感と被虐の悦びが絶頂快楽を引き立て、シェラハはますます深いところに落ちていく。接合部からはどろどろに白濁した本気汁を滴らせ、むっちりした太ももをぷるぷると痙攣させる。

　その時、ヨアルはふと首輪につながる縄をぐいっと引いた。

「……おら、淫乱ババア。ドスケベの本性丸出しのアクメ顔見せてみろ」

「あっう[image: ]ッ……[image: ]　ち、ちがぁ……ぁ、んうぅぅっ……[image: ]」

「あれだけイキたいイキたいってチ×ポ乞いしてたくせに、違うもなにもないだろ」

　ヨアルは有無を言わせずシェラハの顔を上げさせ、同時に目隠しもずらさせる。

　果たして、彼女のかんばせはだらしないほどに緩みきっていた。悦びの涙と涎と鼻水でぐちゃぐちゃになっているのは言わずもがな、口元は幸せそうな笑みにふやけている。多幸感まみれのアクメにどっぷりと浸っている証拠である。

　ふーふーと漏れる吐息は熱く荒く、瞳は恍惚にうっとりと濡れそぼつ。これ以上ないほど恥知らずな雌のイキ顔まで見られ、シェラハは顔を真っ赤に染めながら頭かぶりを振った。













「いやいや言ってたわりに幸せそうな顔しやがって」

「ち、ちがぁっ……[image: ]　ちが、ふうぅぅ……んっく、うぅ[image: ]ッ……[image: ][image: ]」

「……本当に嫌ならやめてやってもいいが」

　と、ヨアルが言うと、シェラハは不意に口をつぐんで薄い胸元を上下させた。無言で快楽を噛み締めるかのように。

　あまりにもあからさまな反応。彼女の本心は言うまでもない。快楽と絶頂を求める淫らな本性を隠しもせず、期待感たっぷりに熱い吐息を吹きこぼす。

　ヨアルは再びシェラハに目隠しをさせ、蜜壺のお腹側を野太い裏筋でぞりぞりとこすり上げる。媚肉のざらざらとした部位がミミズ腫れのような海綿体とこすれ、ちいさな身体をさらなる肉悦に追い立てていく。

　同時にちいさな頭を無理やり手のひらで押さえつける──そんな屈辱的な扱いにもシェラハは嬉々として膣粘膜を吸いつかせた。

「──ド淫乱の上にどうしようもないマゾ女だな。……このまま一発、行くぞ」

「あ、ぁ、[image: ]ッ[image: ]　いやぁぁんッ[image: ]　イ、ぐっ、イっ……[image: ]　それっ、すご、ひぃ[image: ]っ……[image: ]　イくっ、イクイクイクイクイグうぅぅ[image: ]ッッ……[image: ][image: ]」

　かんばせをシーツに押しつけられたまま悶絶するシェラハ。狂おしそうに頭を振り、甘美な絶頂にマン肉を激しくわななかせる。

　ヨアルはほとんど尻を叩くように腰を打ちつけ、蕩けた柔肉をめちゃくちゃにほじくり返す。まるで男根をしごくためのようにシェラハのマン穴を使い、絡みつく極上の名器ぶりを堪能する。

　いいかげんヨアルの我慢も限界だったのだ。禍々しくいきり立った肉竿、パンパンに膨れたカリ首が蕩けた淫膣を蹂躙し、鈴口をずっぷりと子宮口に密着させた。

「射精だすぞ、スケベババアッ!!　ザーメン一滴もこぼすなよッ!!」

「はひッ、はひいぃぃッ[image: ]　くらひゃひぃぃっ[image: ]　ヨアルうぅぅッ[image: ]　おぬしのこゆいせーし、くらひゃ────あぁんッッ[image: ]　イくッイくイクイクイクうぅ[image: ]────ッッ[image: ][image: ]」

　終わらないアクメの連鎖にシェラハは悶え狂う。雌肉ひだをこれ以上となく物欲しげにうねらせ、逞しい肉棒を熱烈にしごき上げる。

　瞬間。ヨアルの節くれだった海綿体がおぞましく脈打ち、濃密な子種汁を陰嚢から送り出す。蕩けたマン肉の蠱惑的な蠢きに誘われ、腰を甘く痺れさせながらヨアルは溜まりに溜まった衝動をぶちまけた。




　びゅるんッ、びゅぐ、びゅぷッ!!　びゅぐんっ、びゅくっ、びゅるるるるっ!!

　ぶびゅるるるるっ、ぶびゅぷんっ、びゅぷっ──びゅぐんっ、ぶぴゅっ!!




「んっひッ……[image: ]　ぁんおぉぉ[image: ]……ッッ[image: ][image: ]　────ぁ、あつ、ひっ[image: ]　あつひぃい[image: ]んッッ[image: ][image: ]　い、イぐっ、イっちゃッ、またイっ────ぐうぅぅぅぅッッ[image: ][image: ]」

「く……おおおぉ[image: ]っ……!!」




　野太い男根が脈打ち、大量の精子が野放図にびゅるびゅると撒き散らされる。

　さながら魂まで抜き取られてしまいそうな射精快楽。全身を苛む甘い痺れに耐えながら唇を噛み、女肉のうねりに身を任せる。ちゅうちゅうと吸いついてくる子宮口に子種をドピュドピュと直で注ぎ込み、極上の種付け射精を果たす。

「[image: ]ー……っ[image: ]　ぁぁぁあんッ……[image: ]　こゆっ……い……[image: ]　たまらぬうぅ……[image: ]　あまくてっ……[image: ]　ぁ、あ、あつうてっ……[image: ]　……ひ……おなか、あつひ……やける、のじゃぁぁっ……[image: ]」

　シェラハはアクメの深淵にどっぷりと浸り、突っ伏したまま全身を痙攣させる。惚けきったイキ声をあげ、ちょろちょろと潮の蜜を漏らす。

　アクメにうねる穴の吸いつきはすさまじく、２発目まで呆気なく搾り取られてしまいそうなほど。

　ヨアルはゆっくりと腰を引き、肉棒を揉みしごいてくる膣粘膜の感触を味わう。淫らな蜜にまみれた肉竿を拭うようにずりずりと肉ひだへこすりつける。

「あっ……ぁん、[image: ]ッ[image: ]　やぁんッ……[image: ]　イ……く、ふ[image: ]っ……[image: ]　イっひゃ……うぅぅッ……[image: ]」

　ヨアルが腰を引く時の刺激にさえ、シェラハは重く深い絶頂を重ねてしまう。

　にゅぽん、と淫らがましい蜜音を立てて蜜壺から抜き去られる肉竿。

　瞬間、シェラハのちいさな膣穴は途端にきゅっと窄まり可憐な姿を取り戻す。花開く時を待つ蕾のようなピンク色の一本筋。

「は……ぁ、はぁぁっ……[image: ]　ひ、うぅぅっ[image: ]　わらひ……っ[image: ]　ぅ、く……ヨアル、うぅッ……[image: ][image: ]」

　ぷるぷる、と波打つように震えるシェラハの華奢な腰。深すぎるアクメの海に溺れ、淫悦の余韻と快楽の残響を堪能し続ける。

　放っておいてもしばらくは絶頂から戻ってこられないだろう。絶頂快楽の余韻だけでまた子宮アクメに達してしまうような有り様なのだ。時折ちいさな身体がびくんと跳ねてはぞくぞくとわななき、「[image: ]ぁぁぁんッ……[image: ]」と甘ったるい善がり泣きを漏らす媚態が見て取れる。

　舌はほとんどろれつが回らず、言葉は意味をなしていない。

　すでに充分すぎるほど多幸感に満ちた絶頂を味わっているのは明らか──だが。

「満足したか、師匠」

　耳元で囁く。

　シェラハはこくんとちいさく頷く。さも幸せそうに、ふやけきった笑みを浮かべて。

「じゃあ、もういらないか」

　きょとん、と唇を開きっぱなしにするシェラハ。言葉の意味を理解できないように。

「……もっと、欲しいか？」

　重ねての囁き。

　シェラハはそれを聞いて、理解して、頬を紅く染め────こくん、と恥ずかしげに頷く。

「じゃあ、これ噛んでろ。声は出さなくていい」

　ヨアルは彼女の口元にハンカチを差し出す。轡くつわの代わりになる柔らかな布。

　シェラハはそれを確かめもせずはにかみ──きゅ、と素直に噛み締めた。





＊＊＊






　────それからはヨアルが宣言したとおり。

　シェラハは手錠こそ外されたが、首輪と目隠しはそのまま。

　おまけに轡まで噛まされ、うつ伏せでぐったりと寝そべった姿勢。

　ヨアルはシェラハのちいさな肢体に覆いかぶさり、機械的な無慈悲さで徹底的に子宮口を突きまくった。

「んっくうぅぅ[image: ]ッ[image: ]　ふッ[image: ]　んぅ[image: ]ッ[image: ]　うッくッ[image: ]　んうぅぅぅぅ────ッッ[image: ][image: ]」

　鳴り響くは声にならないアクメ声。

　シェラハはいまや男根を深々と咥え込み、アクメを繰り返すだけの恥知らずな肉人形へと堕ちていた。

　対するヨアルもシェラハを嬲り、いたぶり、悦ばせるためだけの肉玩具に専心する。

　パンパンパンパンッ、とリズミカルに響きわたる交接音。シェラハの弱いところばかりを巧みにほじり、かき回し、念入りにこねくり回す。肉ひだの隅々で堪らない絶頂を味わわせ、膣イキの快楽をすり込んでいく。

「……またマ×コがびくついてるぞ。イクんだな？　我慢してないでさっさとイけ。我慢のきかない淫乱な身体になっちまえ」

「んぅ[image: ]ッ……[image: ]　ふッ[image: ]　んぅ、うッ……[image: ]　んっくッ[image: ]　ん、ふっ[image: ]　んくうぅぅ[image: ]ッ……[image: ][image: ]」

　耳元で囁く言葉もすべて、シェラハを辱めるためのもの──悦ばせるためのものでしかない。

　ねっとりと耳たぶを舐め上げ、パンパンと尻を叩くようにピストンを突き入れる。膣天井をかきえぐりながら子宮口を突き、カリ首で肛門側の膣ひだもこすり上げる。

　中でもシェラハの最たるお気に入りは子宮口を責められながらのアクメだった。その時だけは多幸感にまみれたトロトロの笑みを晒し、ほとんど動物のようなイキ声を漏らしてしまうのだ。

「ふッ…‥[image: ]　ぅ、んッ[image: ]　[image: ]っ、く、ふうぅッ[image: ]　んぅッ……[image: ]　ふッ[image: ]　ん、ふッ……うぅぅぅぅんッッ……[image: ][image: ]」

　ぐりゅん、ぐりゅんと円を描くように腰を回す。柔らかく熟れた子宮口を押し潰す。するとシェラハはひときわ激しく矮躯を痙攣させ、深いアクメに落ちていく。時にはその快楽の甘さに溺れ、意識を落としてしまうほど。

　それでもヨアルは腰を止めない。眠りに落ちたシェラハはマン穴をほじられるたびに甘くうめき、ぴくんと腰を震わせる。寝つきながらも鋭い快楽を貪ってしまう。

　なおもしつこく敏感な媚肉を責め続けるヨアル。

　と、シェラハのちいさな身体はぶるぶると大きくわななき、

「────う、く、[image: ]ッ[image: ]　ん、ふうぅ[image: ]ッ[image: ][image: ]　ん、く、うぅぅぅぅッ……[image: ]」

　彼女はほとんど飛び起きるように全身をびくつかせた。甘いうずきが爆発し、絶頂の悦びがシェラハの矮躯を満たしていく。

　そして目覚めたシェラハはまた快楽に身悶え始める。女肉のうずきが、甘い絶頂感が膨れ上がり、終わらないピストンの前に屈する時を待つ。

　何度も何度も、数えきれないほどに繰り返される甘美な子宮アクメ。シェラハはもはや我慢せず、何度でも絶頂快楽を堪能する。

　絶頂による気絶、そして絶頂による覚醒。ほとんどのものにとっては地獄のような責め苦だが、しかしシェラハはさも嬉しげに甘く鳴く。

「んふうぅ[image: ]ッ……[image: ]　もっろ、もっろぉっ……[image: ]　んっく……[image: ]　んッ[image: ]　ふッ[image: ]　んうぅぅ[image: ]ッ[image: ]　────んっぐううぅぅぅぅ[image: ]ッッ[image: ][image: ]」

「……ッ、お[image: ]ッ……!!」

　ヨアルはなにも言わずにシェラハの子宮口を串刺しにし、ドピュドピュと濃厚なザーメンを注ぎ込む。ちゅうちゅうと吸いついてくる子宮口をぐりぐりとこね回し、彼女の絶頂を追い立てる。耳元では男の荒い息遣いを聞かせ、さらなる興奮を煽ってやる。

　シェラハも当然のように法悦を極めていた。媚粘膜をにゅるにゅると絡みつかせて肉竿を搾り、意識が遠のくようなアクメに耽溺する。淫らな悦びと多幸感に満ち満ちた笑みを浮かべながら。

　ともすれば陰惨な凌辱じみた光景。しかしシェラハにしてみれば、寝ても覚めても淫猥な悦びに酔いしれられるアクメ天国でしかなかった。





＊＊＊






　まばゆい朝日が射す寝室。

　ヨアルは黒いコートを肩から羽織り、ベルトに銃を固定し、あらためてシェラハに向き直った。

「行ってくる」

「ふん。どこへなりとも行くがよかろうよ」

　鼻を鳴らしてそう言うシェラハに閨の姿の面影はない。身づくろいもすっかり整え、表情はまったくのいつもどおり。

　──見事に腰を抜かしてしまっていることを除いては。

「……それなりに本気だったんだがのぅ」

「あいにくだが、俺のほうはそれなり程度じゃない」

「堅物めが……」

　──堅物のくせに、あのような抱き方をしておってからに。

　シェラハはぶつくさと言いながらしかめっ面をして椅子に座り直す。

「まぁ、約束は約束だからのぅ。これでおぬしは皆伝だ、が──庭先に花があったろう。あれを持っていくがよい」

「……言われてみればあったような気もするが。なんなんだ、あれ」

「マンドラゴラよ。お手軽に女を言いなりにするにはうってつけぞ？」

「あれマンドラゴラだったのかよ……」

　マンドラゴラは貴重な魔法植物だ。市場に流通するのは破片くらいで、全体像は見たことがない──つもりだった。

　庭先に山ほど生えていた正体不明の植物が、まさかそれとは。

「……それがあれば房中術とかいらなくないか？」

「魔女を甘く見るでない。それにだな、好いた女を悦ばせるのに薬任せとはいかにも情けなかろうが」

「言いたいことはわかるが──ならなんで持たせるんだ、そんなもん」

　持っていれば便利なのは確かだが。売れば結構な資金源にもなるだろう。

　と、シェラハはヨアルを睨めつけ、いささか不機嫌そうに言った。

「……気のない女をあのように抱くでない。よいか？　言いなりにするなら薬漬けにして粗末に扱うくらいがちょうどよいのだ」

「それでお手軽に媚薬でも使えと」

「左様。……よかろうな？」

「わかった」

　いささか釈然としなかったが、ヨアルはひとまず頷いた。

　シェラハはほとんど脚を引きずるようによたよたと歩き、家の外まで同行する。彼女は手ずからマンドラゴラの束を摘み、袋に詰めてヨアルに持たせる。

「あいにく、現世へ通じる道などここにはない。だが、いまのおぬしならば道を開けよう。……さらばだ、ヨアル・ヤオトル。我が弟子であった者よ」

　シェラハは薄手の黒頭巾を目深にかぶり、ちいさな手をひらひらと振りながら背を向ける。すでに別れは済んだとでも言うように。

「師匠」

「なんじゃ。……そう呼ばねばならぬ所以ゆえんはもはやなかろう？」

　ヨアルの呼びかけに応じ、シェラハは気だるげに振り返る。

　その時、ヨアルは地に膝を突いて頭を下げた。

「いいや──師匠がいなければ俺はとっくに死んでいた。師匠がいなければ、いまの俺はいなかった。……これまでのこと、感謝する」

　その多大なる恩義に報いるべくもないが。

　それでも、せめてもの礼だけは言っておきたかったのだ。

「……ふん。ひよっこが一丁前の顔をしおって」

　シェラハはちいさく鼻を鳴らし、不意に破顔した。

「せいぜい気張ってきぃ」とだけ言って、彼女は再び背を向ける。もはや言うことはないとばかりに。

　────この時をもって師弟の道は分かたれた。

　ヨアルは静かに顔を上げ、手のひらに槍を表出させる。冥境と現世を隔てる境界。それはヨアルの力をもってすれば十二分に乗り越えられるもの。

　シェラハはもはやそれを見届けもせず、歩き出しながらぽつりとつぶやく。自らの唇をそっと指先でたどりながら。




「……唇こっちの初めても奪っとけばよかったかのぅ────」

　ちいさなため息が冥境の空に溶け、消えた。






番外編　魔王と魔女王





　──時は１００年以上もの昔にも遡る。

　当時、大陸は群雄割拠の様相を呈していた。

　人間と魔族が争った次の年には人間同士、あるいは魔族同士での戦争が繰り広げられる──そんな荒んだ時代である。

　しかしそんな時代にも、いまと変わらない土地があった。

　〝魔女の国〟。

　当時からその土地は人類と魔族の領地を隔て、ひとりの女王が治めていた。

　その名を〝魔女王〟シェラハという。




　ある日のこと。

　シェラハの元にとある魔族が謁見した。

　双角氏族。魔族領の中でもごく小規模な領地を支配する氏族である。

「ガレスよ。今日は私に何用かえ？」

「は。本日は我が一族の跡取りが決まり、どうかお目通しをと思った次第で」

　シェラハは人魔の領土争いに一切関わらない。

　しかし彼女は気まぐれで、機嫌を損ねれば思わぬ災いを招くことにもなりかねない。

　それゆえに、〝魔女の国〟周辺の魔族たちはシェラハのご機嫌うかがいを欠かさなかった。

　双角氏族の氏族長、ガレス・グロンドは女王の間でシェラハと向かい合う。

　彼は入り口のほうへ手招きし、自慢の息子を呼び寄せる。

「……ほぉ」

　果たして、シェラハが目にしたのは異様な風貌だった。

　身の丈にして２００ｓｕ以上もあろう巨漢。肌は毒々しい紫色で、簡素な貫頭衣に覆われている。

　肉体は筋骨隆々でたくましく、手足は野太い丸太のよう。瞳は血走った白一色で、髪は短く切られた黒。頭の左右には双角氏族特有の、螺旋を描くようなねじれた角が生えている。

　シェラハと相対すれば大人と子どもほどの差があった。

　なにせシェラハの背丈は１４０ｓｕにも届かず、傍目にはまるで童女のよう。

　ちいさな身体は羽衣のような黒の薄衣に覆われ、薄褐色の肌が透けて見える。

　彼女は長やかなる黒髪を結びもせずに垂らし、玉座にゆったりと腰かけたまま、挑発的な切れ長の紅眼を眼下に向けた。

「年はいくつかえ？」

「今年で14になります」

「それはなかなか。たいしたものよ」

　彼は齢13にして、すでに父親を上回る体躯を有していた。

　シェラハは値踏みするような視線を向けて問う。

「おぬし、名は？」

「ガルデル・グロンド」

　彼は堂々として答えた。

　ガルデル・グロンド──のちに魔王と呼ばれる男である。

「ガルデルか。うむ、覚えておこうではないか──ガレスよ、此奴こやつはいずれ大成するであろうぞ？　私の勘だがのぅ」

「これはありがたきお言葉。魔女王殿の託宣たくせんでございますな」

　ガレスはへりくだって言うが、これはお世辞でもなんでもない。

　シェラハが誰かを気に入ることはそう多くない。ひどい場合はさっさと忘れていることも珍しくないのだ。

「なんなれば褒美を取らせてやってもよいぞ？　あいにく、この国にやれるものなどろくにないがのぅ」

「ははは、これはお戯れを」

　シェラハは道化て言う。

　もっとも、〝魔女の国〟にあるものといえば調合に役立つ植物くらいである。それもほとんどの魔族にとっては無用の長物でしかない。

　その時、沈黙を守っていたガルデルが口を開いた。

「シェラハ殿」

「うむ、なんだ？」

「俺にいただきたいものがあるのですが」

「ほう？」

　シェラハは肘かけに頬杖を突く。

　ガレスは訝しむような顔をするが、息子を止めようとはしない。

　シェラハが目を細めて促すと、ガルデルは言った。

「貴様を我が嫁に娶めとりたい」

　瞬間、ガレスの時間が凍った。

　シェラハは口元の笑みを深め、視線がひときわ鋭さを増す──目は決して笑っていない。

「失せよ小童──１００年早いぞ。私をものにしたくば大陸全土を捧げるつもりでおれ」

「こ、この馬鹿息子が!!　早く魔女王殿に謝罪を──」

「わかった。いずれかならず迎えに参る」

　あわてて息子に頭を下げさせようとするガレス。

　しかしガルデルは取り合わず、シェラハの言葉に大真面目に頷き、女王の間を辞した。

　〝魔女王〟シェラハとのちの〝魔王〟ガルデル──ふたりの永い因縁の始まりである。
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　事件は数年も経たないうちに起きた。

「た、たいへんです、シェラハ様!!」

「なんじゃ騒がしい」

　女王の間。

　シェラハは玉座の肘かけに足を乗せ、寝転がりながら書物を紐解いていた。

　そこにふと、ひとりの魔女が駆け込んでくる。

「そ、それが……戦です。すぐ近くで戦が始まったようでして」

「あわてるでない。この国に攻め込んでくるような阿呆はおらんだろう」

　シェラハは億劫げに身を起こし、魔女を見下ろす。海藻のような黒く長い髪。名前は確かネロと言ったか。

　彼女は〝魔女の国〟に住まう民をろくに認識していない。頼まれたならば手を貸すが、なにも言わないなら放ったらかしである。

　そもそも自分に責任があるとも思っていない。庭にいつの間にか他人が住んでいた、程度の感覚なのである。

「──で、今度おっ始めたのはどこのどいつかえ？」

「双角族です。氏族長のガレス殿が亡くなられて」

「……ほう？」

　双角族のガレス。息子のことも含め、彼のことはよく覚えていた。

　いけ好かない若者であったが、いずれは気骨のある男になるかもしれない。シェラハはそのように記憶していた。

「あやつ、逝きおったのか……となれば、次の氏族長はガルデルか。此度こたびの戦は弔い合戦、ということかの」

「いえ、それが」

「違ちごうたか？」

　シェラハはいささか意外そうに首を傾げる。

　魔女は頷き、おずおずと真実を告げた。

「それが……ガレス殿を殺めたのは、ガルデル殿でして」

「……なに？」

「ガルデル殿はガレス殿を殺めたあと、氏族長として名を上げました。従わなかった配下を軒並み虐殺し、勢いのままに周辺氏族へ宣戦布告。周囲一帯を支配下に置くつもりのようです」

「……ふぅむ」

　シェラハはちいさく鼻を鳴らす──あやつ、逸りおったか。

　ガルデルの武力は相当なものだろうが、それがどこまで通用するか。少なくとも自らの氏族は見事に掌握したようだが。

「……シェラハ様、いかがいたしましょうか……？」

「いつもどおりだ。放っておけ」

「い、いいのですか？」

「かまわんかまわん。どうせこの地に影響はなかろうからな」

「……で、でしたら安心なのですが……」

　ガルデルの目的のひとつはおそらくシェラハだろう、というのは思い上がりか否か。

『大陸全土を捧げるつもりでおれ』──あの言葉を本気にしたという線は、あるだろうか。

　大陸全土を支配下に置くなど、魔族の一生を賭けても困難極まるだろう。

　そう考えれば性急な行動にも納得がいく。

　結論。いずれにしても〝魔女の国〟に被害が及ぶ可能性は絶無である。

「というわけだ。ほかの者にも知らせておいてくれるかの──ええと、ネロじゃったか」

「ネリンです」

「ネリンか」

　シェラハは頷き、「うむ、頼んだぞネリン」と脳天気に言い放った

　魔女──ネリンはやや不安そうに背を向け、女王の間を退出する。

「……さて、さて」

　狂い咲きの徒花に終わるか。

　あるいはなんらかの実を結ぶのか。

　シェラハはいつものごとく長い目で見守るつもりであった──この時は、まだ。
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　結論から言うならば、ガルデル・グロンドは本物だった。

　本物の〝魔王〟の器を有していた。

　ガルデルは自らの氏族──双角族を率い、各氏族の領土へ次々に侵攻。

　瞬く間に敵を打ち破り、たった数年で周辺地域を平定することに成功する。

　一介の氏族長にすぎなかったガルデルは、この時すでに10以上の氏族を麾下きかに従えていた。

「どうだ。シェラハ」

「──どうだもへったくれもあるかえ」

　初めて彼らが出会った日からおよそ５年。

　かつて何者でもなかったガルデルは、王と呼ばれるに値する実力と実績を伴って女王の間にやってきた。

「これが我が力だ。我が父も、祖父も、先祖代々にわたってまでなし得なかったことだ。それを俺がなし遂げたのだ。そう遠くないうちに我が軍団が大陸を席巻するだろう」

「──否定はせんよ」

　シェラハはガルデルの姿を一瞥する。

　果たして、彼の風貌は以前よりもさらに怪物じみていた。

　身の丈はゆうに２５０ｓｕを上回る。毒々しい紫色の肌と雄々しい双角、血走った白眼は相変わらず。

　肌は身軽な鎧に覆われ、たくましい筋骨を隠しもしない。背には壮麗な黒いマントを身に着け、顎には真っ黒い髭をたくわえている。

　その姿にかつての若者の面影はない──立派な偉丈夫の魔族である。




「ならばシェラハ、我が軍門に下れ。それが賢明な選択だと、貴様にはわかるだろう。俺が貴様を落胆させることはない」

「あいにくだが、お断りじゃよ」

「なぜだ？」

　ガルデルは表情ひとつ変えずに問う。

　なぜシェラハは頷かないのか。心底から理解しかねるとでも言うようだった。

「私は人にあれこれと命令されるのが嫌いでのぅ。人にやることなすこと決められるのは気に食わん。私は私の好きなところに行き、好きなことをして、好きなときに寝て、好きなときに目を覚ます。そういう生活を気に入っておるのだ──つまり、いまのような生活をな」

「俺はいちいち口やかましい指図はせんぞ」

「なんの束縛もなしというのなら、わざわざおぬしがここに来る理由はなかろうに？」

「……む」

　誰かを束縛すること。支配下に置くこと。契約を結ぶこと。

　ガルデルにとっては常にそれが自然で、強いて意識することもないのだろう。

　シェラハは口端をにわかに吊り上げ、挑発的な眼差しを向けて言う。

「だいたい、おぬし、すでに婚姻を結んでおろうが」

「知っていたのか」

「ふたりも氏族の女を娶ってまだ足りぬのかえ？」

「ふたりが３人であってはならない理由がどこにある」

「こやつめ……」

　彼はつくづく王の気質であるらしい。

　よくも悪くも。

「まぁ、私が思わせぶりなことを言うたのもようなかったがな。おぬしがそうまで本気であったならば、私も本気で答えねばなるまいよ──断る、とな。ほかに言うことはあるかえ？」

　事ここに及んでは、ガルデルが戦端を開いた理由は明らかだろう。

　シェラハのために引き起こされた戦乱の時代は、いまや魔族領全土に飛び火している。

　いずれはガルデルだけではない。

　魔王足りえる器の持ち主が頭角を現わすはずである。

　そうなれば、ガルデルがシェラハひとりにこだわる理由はもはやない。それどころではない情勢に突入するのだから。

「……貴様がそうまで言うのならばやむを得まい。このたびはおとなしく身を引くとしよう」

　ガルデルは素直にそう言って女王の間から退出する。

　彼が身にまとう魔力は相当なものだが、十中八九シェラハには及ばないだろう。ガルデル自身、実力の差を理解しているに違いない。

「やれやれ。……ま、これからがたいへんだろうからのぅ。応援くらいはしてやろうではないかえ」

　きっかけを振り返るなら、ガルデルはシェラハのせいで戦乱の渦中に飛び込んだようなもの。

　責任を取る気はさらさらないが、応援くらいはしてもいい。ガルデルとの関係はすでに片づいたのだから。

　見物する側に回ってしまえば、これほど愉快な時代もそうはない。

　この時、シェラハはとんでもない勘違いをしていた。

　──ガルデルはシェラハのことをあきらめてなどいなかったのだ。
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　刻々と時代が進むにつれ、覇を唱える勢力は順調に統合されつつあった。

　ガルデルが魔族領西方で名を挙げたように、東方と北方でも有力な魔族が大勢力を築き上げたのだ。

　三大勢力の激突。

　この戦いを征した者こそ、魔族領全土を支配する〝魔王〟の名を冠するのだ。

　時代の転換点ともいえる重大な局面に際し、〝魔女王〟シェラハは、もちろん高みの見物を決め込んでいた。

　風見鶏というわけではない。誰が勝利を収めようと、肩入れするつもりなどさらさらない。

　その理由はごく単純。

　シェラハが手出しすれば、彼女が味方をした勢力はかならず勝ってしまうからだ。

　魔王の座を得た誰かとシェラハが協力すれば、魔王の座はまさに磐石なものとなろう。

　それではあまりにつまらない。

　ただでさえ永すぎる生を退屈にするのは、シェラハにとって遠回りな自殺行為にも等しい。

　ゆえにシェラハは、興味があるんだかないんだか──。

　魔女たちが律儀に知らせてくれる情勢に耳を傾けつつ、のんべんだらりと書物を紐解く日々を過ごしていた。




「た、たいへんです、シェラハ様!!」

　そんなある日のこと。

　シェラハが玉座の肘かけに頭を乗せて横になっていると、ひとりの魔女が女王の間に駆け込んできた。

　まるで毛玉のようにもさっとした黒い髪。

「なんじゃ、騒がしいのう」

　以前もこんなことがあったような。

　シェラハはちょっとした既視感を覚えながら頭を起こして視線を向ける。

「なんだではありませんよ！　ついに、ついに誰が魔王になるかが決まったんですよ!!」

「……ほぅ？　また急な話だのう」

　以前、三つ巴の泥沼に突入したと聞いたはずだったが──。

　シェラハは愉快そうに口端を吊り上げながら言う。

「なんだ、どこかが漁夫の利でも拾ったかの？」

「いえ、そうではないらしいんです。西方のガルデル殿が強大と見て、北方のベリス殿と東方のアルゴモリ殿が共同戦線を敷かれたのですが──ガルデル殿がこれを真っ向から撃ち破り、全軍がガルデル殿の軍門に下ったとのことです」

「左様か。……とうとうやりおったかえ」

　詳細は定かではないが、魔女たちから知らされた情報が間違っていたことはいままで一度もなかった。

　もっとも、仔細はいずれ嫌でも知ることになるだろう。

　魔王ガルデル・グロンドの戦勝。さぞ声高に喧伝されるに違いない。聞いてもいない英雄譚がどこからか耳に届くであろうことは疑いようがない。

「また華々しい勝ち方をしおったものよ。それならば異を唱える者もおらぬであろうなぁ」

「小規模な抵抗はあったようですが……もう鎮圧を終えているに違いありませんわ。あるいは、各氏族の統治も」

「で、あろうな」

　ガルデルの統治手段は基本に充実だ。

　──分断して、統治せよ。

　彼は戦場の戦いぶりなどで各氏族に優劣をつけ、扱いにも差をつけた。下位の氏族はガルデルに認められようと懸命に働き、ほかの氏族の足を引っぱることも辞さない。

　その結果、ガルデルに矛先が向くことはなくなるという寸法だった。

　強権的には違いないが、総合的には上手くやっている範疇といえる。

「シェラハ様、いかがなさいます？　ガルデル殿とは旧知の間柄とおうかがいしましたわ」

「旧知の……というほどでもないがのう。まぁ、知己ではあるが」

　あの小さかった子どもが──というほど小さくもなかったが。

　ともかく、一介の氏族長の息子にすぎなかった若者が、ついに魔族領を統一するに至ったのだ。

　少しは感慨深いものを覚えないでもない。

「そうだのう。祝いの手紙でも送ってやるとするかえ」

「それだけですの？」

「それで充分であろう。私がここ何年手紙など出しておらぬか知っておるかえ？」

「……た、確かにそうですわね。シェラハ様が手紙をお送りするなんて、これまでに聞いたこともありませんわ……これはたいへんなことですわよ……！」

「驚いておるのか馬鹿にしておるのかどっちかにせえよ……ええっと、ネリンだったかの？」

「ネロですわ」

「ネロであったか」

　これまた奇妙な既視感を覚えつつ頷く。

　さて、書簡はどこにやったかの──と、シェラハが立ち上がりかけた瞬間だった。

「……シェラハ様、いかがなさいましたか？」

　シェラハは魔女の声に答えず、咄嗟に窓から城下を見下ろす。

　そして、やはりと思う。

　──耳に届いた軍靴の音は気のせいではなかった。

「ネロ、ちょいと騒がしくなるやもしれん。どこぞに隠れて──」

「────邪魔をするぞ」

　シェラハが言い終わるより早く、女王の間に続く扉が開かれる。

　そこには、果たして、彼がいた──双角白眼の魔王がいた。

　彼は傍らに数多の魔族を引き連れ、女王の間に堂々と踏み入る。

「が──ガルデル殿ですの……!?」

「いいえ」

　うろたえるように口走る魔女。

　ガルデルの傍らに侍る夢魔はそれを否定し、言った。

「この御方を誰と心得ておられますの。〝魔王様〟と仰りなさいな」

「ガルデルよ。戻っておったのだな」

　シェラハは夢魔の言葉を平然と無視して言う。

　これには高圧的な夢魔も愕然とするほかない。

「久しいな。シェラハよ」

「まったくもってな。それで、今日は何用かの──魔王就任の挨拶でもしにきたのかえ？」

　まさかそんなはずはない、と知りながらも口にする。

　いまのガルデルにはやるべきことが山積みだろう。挨拶などはそのあとでいい。

　にも関わらず、彼はわざわざ〝魔女の国〟を訪れた──自らの配下まで引き連れて。

　この行為が意味するところはただひとつ。

「言うまでもあるまい。俺は、貴様を攫さらいにきたのだ」

　迎えに、などと生温いことは言わなかった。

　魔王となったガルデルは、自らの力をして、シェラハを手に入れようというのだ。

「おぬしがか？　……私に敵うとでも思うたかえ？」

「ふん。試させてもらおうではないか」

　シェラハはゆっくりとガルデルに向き直り、腰のうしろに括りつけていた朱槍を抜き放つ。

　ガルデルはなにも構えることなく、シェラハに向かって右腕をずいと突き出した。

「魔王様！　あのような小娘を相手に魔王様が手を煩わせることはありません、この我々が──」

「下がっていろ。貴様らでは話にもならん」

「……ま、魔王様……!!」

　ガルデルに言いきられ、側近たちは唖然とする。

　だが、魔王の命令とあらば逆らえない。彼らはさっと左右に分かれ、ガルデルから一定の距離を取る。

「来い、シェラハ。俺に貴様の力を思い知らせてみよ」

「……ふん」

　シェラハはちいさく鼻を鳴らし、すぅっと深く息を吸った。

　刹那、踏み込み、振りかぶる。

「────征ゆけッ!!」

　それはさながら紅い流星。

　掌から射出された紅の軌道が空を駆り、音よりもなお速く魔王に接敵する。




　────ズドンッ！！！




　まるで爆撃のような音がして、朱槍はガルデルの右腕に直撃。

「……ぐ、おッ……!!」

　ガルデルはそれをつかみ取ろうとした──その努力はまったくの無駄だった。

　右腕が肩から根こそぎ吹き飛ぶ。紫色の肉片、皮と筋、そして血潮が周囲に飛散する。

「ひっ……!!」

　魔王の側近たちが慄き、目を見開く。

　朱槍はそのまま勢いを損なわず、異常に鋭い軌跡を描きながらシェラハの手のひらに舞い戻った。

　ぱしん、とつかみ取って構え直す。

「ま、魔王様!!」

「そのお怪我は……！」

「さ……再生しないだと!?」

　彼らは口々に驚きを露わにする。

　しかしガルデルは軽く左腕を振り、「下がっていろ」と繰り返すだけだった。

　彼は吹き飛んだ右肩を軽く押さえ、シェラハに視線を向ける。

「シェラハよ」

「なんじゃ。頭が冷えたのなら聞いてやらんでもないが」

「貴様、手加減しているな」

　ガルデルは舌鋒ぜっぽう鋭く指摘する。シェラハはふんと鼻を鳴らし、槍を手の中で回す。

　彼の指摘は当たっていた。

「こ……これで、手加減を……？」

　魔王の側近たちはにわかに信じがたいようだった。

　しかしガルデルは確信を込めて断言する。

「貴様はいま、俺を殺せたはずだ。……なぜ殺さなかった？」

「つまらぬからだ」

　シェラハはあっけらかんと言う。

　そのひと言で、部屋の中は水を打ったように静まり返った。

「いま、私がおぬしを殺したらどうなる？　また戦乱の時代をやり直すかえ？　おぬしを殺した責任を取る気なんぞ私にはさらさらない。だからこれは、私なりの警告というやつだのう。────失せよ、小童。１０００年早いぞ」

「いまの俺では、殺す価値もないというのか」

「履き違えるでないよ。殺す価値があるものなど、ない」

　ガルデルを殺すことには充分すぎるほどの意味があるだろう。それこそ、魔王に名乗りを上げられるほどの。

　だが、シェラハは魔王になど断じてなりたくなかった。支配することも、支配されることも御免だった。

　お気に入りの箱庭の中、永い余生を気ままに過ごす──それくらいが身の丈に合っているというのに。

「理解した。いまの俺では、貴様には敵わない」

　ガルデルはかつての素直さはそのままに言って、背を向ける。

「魔王様！」と周囲の側近たちが案じる。彼はそれを気に留めず、かといって振り払いもしない。




「だが俺はあきらめぬぞ、シェラハ。いずれ我が手は貴様の身に至らしめる。貴様はかならずや我が手に入れる。俺にはそのための時間がいくらでもあるのだから」

　傲慢で、率直で、そしてどこまでもあきらめが悪い。

　いかに怪物じみた風貌であっても、彼の本質は一貫していた。

　ガルデル・グロンドはどこまでも──よくも悪くも──王の器であった。

　シェラハは深いため息をつき、彼の背中に向けて言う。

「しつこい男はモテぬぞ」

「モテぬから奪うのだ」





＊＊＊






　魔王が去ってしばらくすると、廃城を囲む軍隊も引いていった。

　さすがにあの傷ではしばらく無理はできないだろう。

　だが、あの傷が治れば。あるいは彼が再び自信を得れば。

　あるいは──彼女たち魔女が危険に晒されることもあろうか。

「……しぇ、シェラハ、さま」

「なにを遊んでおるのだ、ネリン」

「ネロです」

「ネロであったか」

　長テーブルの下に隠れていた魔女はすっかり腰を抜かしていた。

　シェラハは彼女に手を貸し、立ち上がらせる。

「ネロ、ちょいといま決めたことがあってのぅ」

「……な、なんでしょう。正直もう、私の頭では追いつけないのですけれど……？」

「隠居しようと思うてな」

「いまでも隠居みたいなものではありませんの？」

「うむ、まぁ、そのとおりなのだが」

　シェラハはちいさく頷く。

　しかし隠居というには、彼女の所在はあまりに広く知れ渡っていた。

　ゆえにシェラハは、魔女にある考えを話した。誰に伝えることもなく、誰も行き着くことのない場所に隠れ棲む計画。

　もちろん、いますぐにというわけではない。〝魔女の国〟は放置することになるから、魔女たちの身の振り方くらいは一緒に考えてもいい。

　魔女はシェラハの本気を感じ取り、このことを国中の魔女たちに伝えた。

　彼女らの半数近くは魔族領のあちこちに散っていったが、残りの半数は〝魔女の国〟に居残った。

　たとえ管理者がいなくなろうとも、この国は彼女らが住み慣れた土地なのだ。




　────果たして、失踪の時期がいつ頃かははっきりとしていない。

　魔女王シェラハは霞かすみのように現世から姿を消し、〝伝説の魔女王シェラハ〟と謳われるようになった。

　彼女は実存と引き換えに、伝説上の存在と化したのであった。





＊＊＊






　魔女王シェラハは伝説上の存在と化した──はずだった、のだが。

「どうしてこうなったかのう……」

　月の光がまばゆい静謐の夜──シェラハは廃城跡の階段を登りながらぼやく。かつての主を出迎える石畳はどこか寒々しい。

　この城の主は、とっくのとうに彼女ではなかった。

　あれほど面倒事を嫌っていたというのに、どうして魔王死後の事後処理に首を突っ込んでしまったのか。

　それはきっと、面倒を被ってでも見たかった光景があるからだろう。

　────最後の女、とは言ってくれたものよな。

　シェラハはくつくつと喉を鳴らして笑う。

　初めはヨアルの熱意に打たれたのも事実。しかしシェラハに手を出させたのは、彼女──アルマエイラの堂に入った女ぶりに違いあるまい。

　シェラハが介入した甲斐あって、魔王死後の混乱はすでに収束していた。

　諸侯会議も軌道に乗り始め、シェラハが睨みを効かせる必要性は薄まりつつある。

　世はすべてこともなし。

　シェラハは城主の寝室前で歩みを止め、ちらりと部屋の中を覗き見た。

　室内にはヨアルとアルマエイラ。

　ふたりは閨の上で寄り添い合うように寝そべる。アルマエイラのぽっこりと膨らんだお腹を、ヨアルの手がそっと撫でている。

　ヨアルがお腹に耳を当てるようにすると、アルマエイラは恥じらいに頬を染めながら彼の髪をそっと撫でた。

「……20年。稽古をつけた甲斐もあろうものよな」

　これこそは、まさにシェラハが見たかったものに違いない。

　かすかな笑みをほころばせつつ彼女は思う。




　────これくらいの役得は貰もろうても罰は当たらぬであろうよ、と。


＜完＞
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